
感染症定期報告の報告状況（2011/4/1～2011/7/31）

ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

1 01-Apr-11 110001
東菱薬品工
業

バトロキソビン
バトロキソ
ビン

蛇毒 ブラジル
有効
成分

無 無 無

2 01-Apr-11 110002
東菱薬品工
業

ワクシニアウイルス接
種家兎炎症皮膚抽出
液

ワクシニア
ウイルス接
種家兎炎
症皮膚抽
出液

ウサギ皮膚
中華人民共
和国

有効
成分

無 無 無

3 04-Apr-11 110003
ニプロファー
マ

ヘパリンナトリウム
ヘパリンナ
トリウム

ブタの腸粘膜

中国、アメリ
カ、カナダ、
オーストラリ
ア、ブラジ
ル、EU

有効
成分

無 無 無

4 06-Apr-11 110004
化学及血清
療法研究所

フィブリノゲン加第ⅩⅢ
因子

人フィブリノ
ゲン

ヒト血液 日本
有効
成分

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

5 06-Apr-11 110005
化学及血清
療法研究所

フィブリノゲン加第ⅩⅢ
因子

人血液凝
固第ⅩⅢ
因子

ヒト血液 日本
有効
成分

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

6 06-Apr-11 110006
化学及血清
療法研究所

フィブリノゲン加第ⅩⅢ
因子
乾燥濃縮人活性化プロ
テインC
トロンビン

トロンビン ヒト血液 日本

有効
成分
製造
工程

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。
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7 06-Apr-11 110007
化学及血清
療法研究所

フィブリノゲン加第ⅩⅢ
因子
乾燥濃縮人活性化プロ
テインC
乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅸ因子
乾燥スルホ化人免疫グ
ロブリン
人血清アルブミン
乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅷ因子

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 日本

添加
物
有効
成分

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

8 06-Apr-11 110008
化学及血清
療法研究所

乾燥濃縮人活性化プロ
テインC

プロテイン
C

ヒト血液 日本
有効
成分

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

9 06-Apr-11 110009
化学及血清
療法研究所

乾燥濃縮人活性化プロ
テインC
乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅸ因子

マウス由来
モノクロー
ナル抗体

マウス脾臓 日本
製造
工程

無 無 無

10 06-Apr-11 110010
化学及血清
療法研究所

乾燥ガスえそウマ抗毒
素
ガスえそウマ抗毒素
乾燥ジフテリアウマ抗
毒素
乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

ウマ免疫グ
ロブリン

ウマ血液 日本
有効
成分

無 無 無

11 06-Apr-11 110011
化学及血清
療法研究所

乾燥ガスえそウマ抗毒
素
ガスえそウマ抗毒素
乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

クックドミー
ト

ウシ心臓 米国
製造
工程

無 無 無

12 06-Apr-11 110012
化学及血清
療法研究所

乾燥ガスえそウマ抗毒
素
ガスえそウマ抗毒素
乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

クックドミー
ト

ブタ胃 米国
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
Virus Genes. 2010;41:369-
376.

Newcastle disease virus(NDV)はトリに感染することで知られてお
り、1999-2006年の間に尐なくとも8株のNDVが中国のブタから分
離されている。そのうち4株は遺伝子解析から典型的な低病原性
のウイルスであることが示された。また、系統的解析からは、中国
のLa Sotaワクチン株に類似していることが示された。ブタはNDV
に感染しないとされていたが、ブタと鶏の接触により種を超えて感
染したものと推測された。

13 06-Apr-11 110013
化学及血清
療法研究所

乾燥ガスえそウマ抗毒
素
ガスえそウマ抗毒素

プロテオー
スペプトン

ウシ胃 米国
製造
工程

無 無 無
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14 06-Apr-11 110014
化学及血清
療法研究所

乾燥ガスえそウマ抗毒
素
ガスえそウマ抗毒素

プロテオー
スペプトン

ブタ胃 米国
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
Virus Genes. 2010;41:369-
376.

Newcastle disease virus(NDV)はトリに感染することで知られてお
り、1999-2006年の間に尐なくとも8株のNDVが中国のブタから分
離されている。そのうち4株は遺伝子解析から典型的な低病原性
のウイルスであることが示された。また、系統的解析からは、中国
のLa Sotaワクチン株に類似していることが示された。ブタはNDV
に感染しないとされていたが、ブタと鶏の接触により種を超えて感
染したものと推測された。

15 06-Apr-11 110015
化学及血清
療法研究所

乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

肝臓 ウマ肝臓 日本
製造
工程

無 無 無

16 06-Apr-11 110016
化学及血清
療法研究所

乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

ブイヨン ブタ胃
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア、米国

製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
Virus Genes. 2010;41:369-
376.

Newcastle disease virus(NDV)はトリに感染することで知られてお
り、1999-2006年の間に尐なくとも8株のNDVが中国のブタから分
離されている。そのうち4株は遺伝子解析から典型的な低病原性
のウイルスであることが示された。また、系統的解析からは、中国
のLa Sotaワクチン株に類似していることが示された。ブタはNDV
に感染しないとされていたが、ブタと鶏の接触により種を超えて感
染したものと推測された。

17 06-Apr-11 110017
化学及血清
療法研究所

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
沈降精製百日せきワク
チン

血液 ウシ血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

18 06-Apr-11 110018
化学及血清
療法研究所

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
沈降精製百日せきワク
チン

パンクレア
チン

ブタ膵臓
カナダ、イタリ
ア、米国

製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
Virus Genes. 2010;41:369-
376.

Newcastle disease virus(NDV)はトリに感染することで知られてお
り、1999-2006年の間に尐なくとも8株のNDVが中国のブタから分
離されている。そのうち4株は遺伝子解析から典型的な低病原性
のウイルスであることが示された。また、系統的解析からは、中国
のLa Sotaワクチン株に類似していることが示された。ブタはNDV
に感染しないとされていたが、ブタと鶏の接触により種を超えて感
染したものと推測された。

19 06-Apr-11 110019
化学及血清
療法研究所

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
沈降精製百日せきワク
チン

アポセルロ
プラスミン

ヒト血液 日本
製造
工程

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

20 06-Apr-11 110020
大洋薬品工
業

ヘパリンナトリウム
ヘパリンナ
トリウム

ブタ 中国
有効
成分

有 無 無 口蹄疫 OIE 2011 February 28

中国における口蹄疫：発生日　2011年2月19日、最初の確定日
2011年2月28日、報告日　2011年2月28日、原因　口蹄疫ウイル
ス　O型。2011年2月19日にXINJIANGで口蹄疫のアウトブレイク
が発生した。ブタについて、感染の疑い3,941頭、確定例は275
頭、死亡0頭、屠殺3,941頭であった。
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口蹄疫
ProMED-mail
20110302.0686

中国における口蹄疫：発生日　2011年2月19日、最初の確定日
2011年2月28日、報告日　2011年2月28日、原因　口蹄疫ウイル
ス　O型。2011年2月19日にXINJIANGで口蹄疫のアウトブレイク
が発生した。ブタについて、感染の疑い3,941頭、確定例は275
頭、死亡0頭、屠殺3,941頭であった。

21 08-Apr-11 110021
富士製薬工
業

ヒト絨毛性性腺刺激ホ
ルモン

ヒト絨毛性
性腺刺激
ホルモン

妊婦の尿抽
出物

中国
有効
成分

有 無 無 ウイルス感染
ProMED-mail
20101005.3613

中国における致死性疾患、新型 phlebovirus 関連について、
Science,330,6000,20-21を情報源として報告された。過去3年間、
毎年夏に、中国中央部で数百人が高熱と消化器症状を特徴とす
る疾患に罹患していた。一部の地域では、最大30％の患者が大
量出血のため死亡した。.ヒト顆粒球アナプラズマ症(HGA)が疑わ
れていたが、2009年12月に、異なる研究グループから新型のブニ
ヤウイルスが発見されたとする論文が報告された。Phlebovirusに
属する、新型のブニヤウイルスが、夏季に中国中央部の複数の
省に蔓延し、HGA.によるものとは別の、致死性疾患に関与してい
ることが判った。ダニではないとされる、このウイルスのベクター
は特定されていない。また、高熱と血小板減尐の症候群とウイル
スとの関連も、はっきりと確認されたわけではない。

チクングニヤウイ
ルス感染

ProMED-mail
20101004.3596

2010年10月3日、中国健康保護センター(CHP)はGuangdong省か
らのチクングニヤウイルス感染に関する報告を受けた。チクング
ニヤウイルスは感染したシマカ属の蚊からヒトに伝染し、発熱、頭
痛、肘・膝・首などの関節痛などの症状を特徴とする。感染者の中
には体幹や四肢に発疹を発症する者もいる。症状は通常3-10日
内に無治療で回復するが、関節痛は数週間から数ヶ月続く場合
がある。当該ウイルスに対するワクチンはなく、蚊に噛まれないよ
うにする必要がある。

細菌感染
Asahi.com 2010年10月28
日

多剤耐性菌の感染例について、中国で3人の感染例について報
告された。　中国疾病予防抑制センターは北京で２６日、ほとんど
の抗生剤を効かなくさせる酵素「ＮＤＭ１」の遺伝子を持つ新種の
菌「ＮＤＭ１多剤耐性菌」に関するブリーフィングを行った。中国で
は多剤耐性菌の感染例がすでに３人確認されている。感染が確
認されたのは寧夏回族自治区と福建省。中国疾病予防抑制セン
ターと中国軍事医学科学院がこれまでに収集した菌株を検査した
ところ、計３株のＮＤＭ１遺伝子陽性株が検出された。 寧夏で感
染したのは３月８日と３月１１日に同自治区の県級病院で生まれ
た新生児２人。いずれも低出生体重児だという。福建省では８３歳
の高齢者が多剤耐性菌の一種「多剤耐性アシネトバクター（ＭＲＡ
Ｂ）」に感染した。それぞれ９日間と１４日間の治療を受けた後、完
治して退院した。福建省の患者は死亡した。ＭＲＡＢは環境水中
や腸内に広く生息し、免疫力が低下したときに感染する条件性病
原菌の一種。患者の直接の死因は末期がんと診断されており、Ｍ
ＲＡＢ感染が病状悪化に及ぼした影響はまだ明らかになっていな
い。 中国では現在のところ、ＮＤＭ１多剤耐性菌の感染による死
亡例は確認されていない。
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ウイルス感染
ProMED-mail
20101023.3850

米国において、初めてアデノウイルスによるサルからヒトへの感染
が確認された。①米国California National Primate Research
Centerで飼育されていたサル（Titi monkey）55頭中23頭（約40％）
が上気道症状から肺炎や肝炎に進行して重篤となり、感染サル
19頭（約83％）が死亡した。広域抗生物質がサルに効かなかった
ことから、肺炎は細菌感染症の二次的な感染ではなく、ウイルス
により起こったと示唆された。後にアデノウイルスであることが判
明し、遺伝子学的に新規のアデノウイルスであると考えられた。サ
ルと接した研究員がサルと同時期に肺炎を発症し重篤となったと
なるも4週間後に回復し、流行から3ヵ月後に血液検査でウイルス
抗体陽性を示した。他の研究員についてもスクリーニングを行っ
たが、本症例と同じウイルス抗体は認められなかった。②サル
（Titi monkey）に対しVirochip(既知及び新規ウイルスの検出のた
めに設計されたDNAマイクロアレイ）を行った結果、感染サルで
は、最も近い類縁体と全塩基配列の80-85％の相同性しか示さな
かったことから、新規のグループに属することが判明した。ウイル
ス中和反応による血清学的分析ではアウトブレイクで生き残った
感染サルで強い抗体反応が認められた。サルと接触した研究員
はアウトブレイクで重篤な肺炎を発症し、6ヵ月後に採取された回
復後の血清はアデノウイルスに対して陽性であり、異種間伝播が
示唆された。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Plos Pathogens 7(1);
e1001257; 2011

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。プリオンの
エアロゾル感染は効率が高く、リンパ器官での増殖は必須でなく、
中枢系に直接侵入する可能性が考えられる。

22 08-Apr-11 110022
富士製薬工
業

トロンビン トロンビン ウシの血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

有効
成分

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of General
Virology, 92(2011)467-476

PrPScが検出されない舌及び鼻粘膜におけるBSE感染性につい
ての報告。BSE感染末期のウシから様々な部位の組織ホモジ
ネートを作成し、プリオン蛋白質（スクレイピー関連繊維）の精製
や免疫組織化学法、PMCA法を用いてPrPScの高感度の生化学
的手法ではPrPScが検出されなかった。一方、ウシプリオン蛋白
を過剰発現させたトランスジェニックマウスに投与したところ、
PrPScが陰性である舌及び鼻粘膜の感染性が確認された。この
結果より、感染末期のウシの末梢組織にBSE感染性が存在する
可能性が示唆された。

23 08-Apr-11 110023
富士製薬工
業

トロンビン
トロンボプ
ラスチン

ブタの肺 デンマーク
製造
工程

無 無 無

24 08-Apr-11 110024 日医工 ダルテパリンナトリウム
ダルテパリ
ンナトリウ
ム

ブタ小腸粘膜
中華人民共
和国

有効
成分

無 無 無
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25 08-Apr-11 110025 持田製薬
インターフェロン　ベー
タ

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 日本

添加
物･製
造工
程

有 無 無 感染
CDC/MMWR
59(36);1165-1170

2009年12月14日、ミシシッピー州で、同一ドナーからの腎臓移植
レシピエント2名が移植により脳炎を発症した可能性があると米国
疾病管理予防センター（CDC）に報告された。CDCはドナーの剖
検脳組織からアメーバを発見し、その後、ドナー及び2レシピエント
2名由来の検体における検査により、バラムチア・アメーバ性肉芽
腫性脳炎（GAE）の伝播が確認された。これはBalamuthia
mandrillarisに起因する稀な疾患である。レシピエント2名のうち１
名（31歳女性）は死亡し、もう１名（27歳男性）は右腕、両脚、視力
に後遺症があるが生存している。同一ドナーから心臓移植と肝臓
移植を受けたレシピエントには感染の徴候は見られていない。ド
ナー（4歳）はインフルエンザA感染症を発症後、急性散在性脳脊
髄炎で死亡したと推定される。これは臓器移植によるバラムチア
感染症の初めての報告である。

デング熱
French Ministry of Health
and Sport/Press
release/Sep.13,2010

フランス本国において初の単発的なデング熱土着症例が報告さ
れた。患者は回復し、健康な状態である。ウイルスのあらゆる伝
播を防止するため、今後は疫学的及び昆虫学的（すなわち蚊の
個体群に関する）サーベイランスを強化する予定である。また患
者の居住地周辺では蚊の駆除活動が実施された。

デング熱
Eurosurveillance,vol15,Iss.
40,07 Oct.2010

2010念8月、南西ヨーロッパのクロアチアから帰国したドイツ人（72
歳、男性）がデングウイルス感染を診断された。患者は家族7人と
ともに車でドイツからオーストリア、スロベニアを経緯し、一晩中止
まらずクロアチアに到着した。現地は気温が高く、夜間でも30℃以
上であった。帰国翌日、患者は39℃を超える発熱、寒気、頭痛と
眼窩後部痛等のデングウイルス感染に特徴的な症状を発症し
た。その後、短期間の改善がみられたが、発症5日後に再度39℃
の発熱があり、関節痛、筋肉痛、衰弱、呼吸困難が続いた。ウイ
ルス学的調査により、患者の血中でデングウイルス特異的IgMの
存在とデングウイルス特異的IgGの上昇、デングウイルスNS１抗
原の存在が明らかとなった。本症例はヨーロッパ土着のデング熱
としてはフランスに続いて2例目と考えられる。クロアチアにおける
デングウイルス媒介の可能性としてヒトスジシマカが存在するこ
と、デング熱を風土病としてもつ国からクロアチアへの伝播が､ドイ
ツでの土着デングウイルス感染を許すこととなった。

ウイルス感染
Bloomberg News (2010
Oct. 22)

国立カリフォルニア霊長類研究センター（米国）のTiti monkey の
55匹のうち23匹（約40％）が重篤な上気道炎を発現し、肺炎となっ
たり、肝炎を発現した。そのうち19匹が死亡（感染サルの約83％）
した。広域スペクトルの抗生剤が有効性を示さなかったことから、
肺炎は二次的なバクテリア感染ではなく、ウイルス感染によるも
のと考えられた。後に、原因ウイルスは、新規アデノウイルスであ
ることが判明した。サルと密接に接触した科学者の1人が重篤な
肺炎を発症したが、処置せず、約4週間後に回復した。流行の3ヵ
月後、当該症例の血液からこのウイルスに対する抗体が検出さ
れた。ヒトからヒトへの感染は認められておらず、今後の監視を要
する。
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感染
第54回日本医真菌学総会
（2010.10.16-17）p.63

中国第1例となった再発性多発性軟骨炎患者から分離された
Nocardia concavaの同定について報告された。放線菌Nocardia
concavaは1991年、日本の高齢患者から分離され、2005年に新種
として報告された菌種である。中国の再発性多発性軟骨炎患者
（42歳、男性）に対して、ステロイド薬、抗生物質、免疫抑制薬にて
加療中に、眼痛、眼球結膜の充血、耳介の腫脹、高熱の持続が
発症し、患者血液培養からNocardia concavaのtype株が分離され
た。塩基配列解析、系統解析かた本分離株をNocardia concavaと
同定した。

感染
第54回日本医真菌学総会
（2010.10.16-17）p.75

静脈血から分離された二形性の形状を示すPhialemonium属菌に
ついて報告された。Phialemonium属菌は工場用水、活性汚泥、食
品工場などから分離され、ヒトへの感染症起因菌としても注目さ
れている。今回分離した株は28S rDNA及びITS領域の解析によ
り、P.curvatumであることが判明した。海外ではP.curvatumによる
カテーテル感染、血液透析に関連した感染例が多く報告されてい
るが、国内では初の報告である。

ウイルス感染
CDC Emeerging Infectious
Diseases,16,12,2010

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

コレラ
news.xinhuanet.com/englis
h2010/health/2010-
11/29/c_13626736.htm

2010年11月28日、ドミニカ共和国から7例目のコレラの症例が報
告された。これまでの全ての症例は極度の貧困で適切な衛生設
備のないRio Ozamaに居住している。

細菌感染
www.news-
medical.net/news/201101
03

オーストラリアにおける猫のノミからヒトに細菌感染した初の症例
について報告された。症例はノミが寄生した子猫に接した後に
Rickettsia felisに感染した家族で認められた。子供3人と大人1人
が発熱と発疹で入院し、うち子供1人については重篤であった。

http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
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ウイルス感染
THE TIMES OF
INDIA/2011-01-23/

インドにオイテ初めて致死性のクリミア・コンゴ出血熱（CCHF)の陽
性症例が報告された。原因ウイルスがAhmedabad 各地で採取さ
れたダニから高ウイルス量が検出されている。National Institute
of Virologyの研究者らは、現在、インドの至る所でウイルスが循環
しており、CCHF風土病である他国 からインドに持ち込まれたので
はないと考えている。

26 08-Apr-11 110026 持田製薬 ウロキナーゼ
ウロキナー
ゼ

ヒト尿 中国
有効
成分

有 無 無 感染
CDC/MMWR
59(36);1165-1170

2009年12月14日、ミシシッピー州で、同一ドナーからの腎臓移植
レシピエント2名が移植により脳炎を発症した可能性があると米国
疾病管理予防センター（CDC）に報告された。CDCはドナーの剖
検脳組織からアメーバを発見し、その後、ドナー及び2レシピエント
2名由来の検体における検査により、バラムチア・アメーバ性肉芽
腫性脳炎（GAE）の伝播が確認された。これはBalamuthia
mandrillarisに起因する稀な疾患である。レシピエント2名のうち１
名（31歳女性）は死亡し、もう１名（27歳男性）は右腕、両脚、視力
に後遺症があるが生存している。同一ドナーから心臓移植と肝臓
移植を受けたレシピエントには感染の徴候は見られていない。ド
ナー（4歳）はインフルエンザA感染症を発症後、急性散在性脳脊
髄炎で死亡したと推定される。これは臓器移植によるバラムチア
感染症の初めての報告である。

デング熱
French Ministry of Health
and Sport/Press
release/Sep.13,2010

フランス本国において初の単発的なデング熱土着症例が報告さ
れた。患者は回復し、健康な状態である。ウイルスのあらゆる伝
播を防止するため、今後は疫学的及び昆虫学的（すなわち蚊の
個体群に関する）サーベイランスを強化する予定である。また患
者の居住地周辺では蚊の駆除活動が実施された。

デング熱
Eurosurveillance,vol15,Iss.
40,07 Oct.2010

2010念8月、南西ヨーロッパのクロアチアから帰国したドイツ人（72
歳、男性）がデングウイルス感染を診断された。患者は家族7人と
ともに車でドイツからオーストリア、スロベニアを経緯し、一晩中止
まらずクロアチアに到着した。現地は気温が高く、夜間でも30℃以
上であった。帰国翌日、患者は39℃を超える発熱、寒気、頭痛と
眼窩後部痛等のデングウイルス感染に特徴的な症状を発症し
た。その後、短期間の改善がみられたが、発症5日後に再度39℃
の発熱があり、関節痛、筋肉痛、衰弱、呼吸困難が続いた。ウイ
ルス学的調査により、患者の血中でデングウイルス特異的IgMの
存在とデングウイルス特異的IgGの上昇、デングウイルスNS１抗
原の存在が明らかとなった。本症例はヨーロッパ土着のデング熱
としてはフランスに続いて2例目と考えられる。クロアチアにおける
デングウイルス媒介の可能性としてヒトスジシマカが存在するこ
と、デング熱を風土病としてもつ国からクロアチアへの伝播が､ドイ
ツでの土着デングウイルス感染を許すこととなった。
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ウイルス感染
Bloomberg News (2010
Oct. 22)

国立カリフォルニア霊長類研究センター（米国）のTiti monkey の
55匹のうち23匹（約40％）が重篤な上気道炎を発現し、肺炎となっ
たり、肝炎を発現した。そのうち19匹が死亡（感染サルの約83％）
した。広域スペクトルの抗生剤が有効性を示さなかったことから、
肺炎は二次的なバクテリア感染ではなく、ウイルス感染によるも
のと考えられた。後に、原因ウイルスは、新規アデノウイルスであ
ることが判明した。サルと密接に接触した科学者の1人が重篤な
肺炎を発症したが、処置せず、約4週間後に回復した。流行の3ヵ
月後、当該症例の血液からこのウイルスに対する抗体が検出さ
れた。ヒトからヒトへの感染は認められておらず、今後の監視を要
する。

感染
第54回日本医真菌学総会
（2010.10.16-17）p.63

中国第1例となった再発性多発性軟骨炎患者から分離された
Nocardia concavaの同定について報告された。放線菌Nocardia
concavaは1991年、日本の高齢患者から分離され、2005年に新種
として報告された菌種である。中国の再発性多発性軟骨炎患者
（42歳、男性）に対して、ステロイド薬、抗生物質、免疫抑制薬にて
加療中に、眼痛、眼球結膜の充血、耳介の腫脹、高熱の持続が
発症し、患者血液培養からNocardia concavaのtype株が分離され
た。塩基配列解析、系統解析かた本分離株をNocardia concavaと
同定した。

感染
第54回日本医真菌学総会
（2010.10.16-17）p.75

静脈血から分離された二形性の形状を示すPhialemonium属菌に
ついて報告された。Phialemonium属菌は工場用水、活性汚泥、食
品工場などから分離され、ヒトへの感染症起因菌としても注目さ
れている。今回分離した株は28S rDNA及びITS領域の解析によ
り、P.curvatumであることが判明した。海外ではP.curvatumによる
カテーテル感染、血液透析に関連した感染例が多く報告されてい
るが、国内では初の報告である。

ウイルス感染
CDC Emeerging Infectious
Diseases,16,12,2010

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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コレラ
news.xinhuanet.com/englis
h2010/health/2010-
11/29/c_13626736.htm

2010年11月28日、ドミニカ共和国から7例目のコレラの症例が報
告された。これまでの全ての症例は極度の貧困で適切な衛生設
備のないRio Ozamaに居住している。

細菌感染
www.news-
medical.net/news/201101
03

オーストラリアにおける猫のノミからヒトに細菌感染した初の症例
について報告された。症例はノミが寄生した子猫に接した後に
Rickettsia felisに感染した家族で認められた。子供3人と大人1人
が発熱と発疹で入院し、うち子供1人については重篤であった。

ウイルス感染
THE TIMES OF
INDIA/2011-01-23/

インドにオイテ初めて致死性のクリミア・コンゴ出血熱（CCHF)の陽
性症例が報告された。原因ウイルスがAhmedabad 各地で採取さ
れたダニから高ウイルス量が検出されている。National Institute
of Virologyの研究者らは、現在、インドの至る所でウイルスが循環
しており、CCHF風土病である他国 からインドに持ち込まれたので
はないと考えている。

27 08-Apr-11 110027 持田製薬 ヘパリンカルシウム
ヘパリンカ
ルシウム

ブタ腸粘膜 中国
有効
成分

無 無 無

28 11-Apr-11 110028 沢井製薬 ダルテパリンナトリウム
ダルテパリ
ンナトリウ
ム

ブタ小腸粘膜 中国
有効
成分

無 無 無

29 11-Apr-11 110029 沢井製薬 トロンビン トロンビン ウシ血液

ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア、アル
ゼンチン

有効
成分

無 無 無

30 11-Apr-11 110030 あすか製薬
日局ヒト下垂体性性腺
刺激ホルモン

下垂体性
性腺刺激
ホルモン

ヒト尿 中国
有効
成分

無 無 無

31 11-Apr-11 110031 あすか製薬
精製下垂体性性腺刺
激ホルモン

下垂体性
性腺刺激
ホルモン

ヒト尿 中国
有効
成分

無 無 無

http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
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32 12-Apr-11 110032 テルモ 　- ヘパリン 豚小腸粘膜 米国、中国
有効
成分

有 無 無 炭疽 OIE 2010 September 28

コロンビアにおける炭疽：発生日　2010年4月27日、最初の確定日
2010年5月23日、報告日　2010年9月28日、原因　炭疽菌。2010
年4月27日にラ・グアヒーラで炭疽のアウトブレイクが発生した。感
染の疑い例ヒツジ12頭、ブタ1頭、確定例ヒツジ1頭、死亡例ヒツジ
1頭、屠殺例0頭であった。

口蹄疫 OIE 2011 January 11

ブルガリアにおける口蹄疫：発生日　2011年1月4日、最初の確定
日　2011年1月4日、報告日　2011年1月11日、原因　口蹄疫ウイ
ルスO型。2011年1月4日にBURGASで口蹄疫のアウトブレイクが
発生した。感染の疑い例ウシ194頭、ヤギ149頭、ヒツジ117頭、ブ
タ72頭、確定例ウシ1頭、ヤギ12頭、ヒツジ14頭、ブタ8頭、死亡例
0頭、屠殺例0頭であった。

口蹄疫
ProMED-mail
20110218.0537

ベトナムにおける口蹄疫：発生日　2011年1月31日、確定日　2011
年2月16日、報告日　2011年2月17日、原因　口蹄疫ウイルス。
2011年1月31日にLONG ANで口蹄疫のアウトブレイクが発生し
た。ブタについて、確定例188頭、死亡例86頭であった。

インフルエンザ
ProMED-mail
20101231.4612

ロシアにおけるインフルエンザ（A/H1N1)：　サラトフの学校におい
て、2010年12月21日から28日にかけ57人中12人がインフルエン
ザ（A/H1N1)診断が確定し、ウイルスによる呼吸器感染発生率が
高いため学級閉鎖が行われた。また、サラトフでは2010年のイン
フルエンザ罹患率が2歳以下で6.5%、7-14歳で2.4%と、どちらも前
年までの罹患率平均より高かった。

インフルエンザ
ProMED-mail
20101109.4062

ナミビアにおけるインフルエンザ（A/H1N1)：　ケートマンスフープ
において学校生徒1,300人にインフルエンザ様症状がみられ、うち
6例で血液検査を行ったところ、5例がインフルエンザウイルス
（H1N1)陽性であった。

33 12-Apr-11 110033
武田薬品工
業

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
沈降精製百日せきワク
チン

ウシ血液 ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無
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34 12-Apr-11 110034
アレクシオン
ファーマ合同
会社

エクリズマブ(遺伝子組
換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 米国
製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

ProMED-mail
20110211.0473

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。これらの結
果から、免疫系が完全ではない場合、空気を介したプリオン曝露
により直接神経経路にプリオンが侵入する可能性があると示唆さ
れた。

35 12-Apr-11 110035
アレクシオン
ファーマ合同
会社

エクリズマブ(遺伝子組
換え)

ウシ胎仔血
清

ウシ胎仔血
液

ニュージーラ
ンド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

ProMED-mail
20110211.0473

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。これらの結
果から、免疫系が完全ではない場合、空気を介したプリオン曝露
により直接神経経路にプリオンが侵入する可能性があると示唆さ
れた。

36 12-Apr-11 110036
アレクシオン
ファーマ合同
会社

エクリズマブ(遺伝子組
換え)

ヒツジ由来
コレステ
ロール

羊毛
オーストラリ
ア又はニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

ProMED-mail
20110211.0473

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。これらの結
果から、免疫系が完全ではない場合、空気を介したプリオン曝露
により直接神経経路にプリオンが侵入する可能性があると示唆さ
れた。

37 12-Apr-11 110037 日本化薬
乾燥BCG膀胱内用(コ
ンノート株)

生きたカル
メット･ゲラ
ン菌
(BCG)･コン
ノート株

牛型結核菌
生菌

カナダ
有効
成分

無 無 無

38 14-Apr-11 110038 中外製薬
トシリズマブ(遺伝子組
換え)注

ガラクトー
ス

ウシ乳
米国、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無
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39 14-Apr-11 110039 中外製薬

トラスツズマブ（遺伝子
組換え）製剤
レノグラスチム(遺伝子
組換え）製剤
エポエチン　ベータ(遺
伝子組換え）製剤
トシリズマブ(遺伝子組
換え）注

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣

不明　注)マス
タセルバンク
は1990年以
前に樹立され
ており、樹立
時に使用した
チャイニーズ
ハムスター卵

製造
工程

無 無 無

40 14-Apr-11 110040 中外製薬

トラスツズマブ（遺伝子
組換え）製剤
ストレプトコックス･ピオ
ゲネス（A群3型）Su株
ペニシリン処理凍結乾
燥粉末(化学名)

パンクレア
チン

ブタ膵臓
米国、カナ
ダ、日本、フ
ランス

製造
工程

無 無 無

41 14-Apr-11 110041 中外製薬
トラスツズマブ(遺伝子
組換え)製剤

ブタラード
ウォーター

ブタ脂肪 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

42 14-Apr-11 110042 中外製薬
トラスツズマブ（遺伝子
組換え）製剤

プリマトン
HS/UF

ウシ脾臓、心
臓、ウマ脾
臓、脛肉、ブ
タラード
ウォーター

ウシ：米国、
ウマ：米国、
カナダ、ブタ：
米国、カナダ

製造
工程

無 無 無

43 14-Apr-11 110043 中外製薬
トラスツズマブ(遺伝子
組換え)製剤

ペプシン ブタ胃液 米国
製造
工程

無 無 無

44 14-Apr-11 110044 中外製薬

レノグラスチム(遺伝子
組換え）製剤
エポエチン　ベータ(遺
伝子組換え）製剤

DMEM/F12 ウシ乳
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

45 14-Apr-11 110045 中外製薬

レノグラスチム(遺伝子
組換え）製剤
エポエチン　ベータ(遺
伝子組換え）製剤

ウシ胎仔血
清

ウシ血清

米国、オース
トラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

46 14-Apr-11 110046 中外製薬

レノグラスチム(遺伝子
組換え）製剤
エポエチン　ベータ(遺
伝子組換え）製剤

ブタインス
リン

ブタ膵臓 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

47 15-Apr-11 110047 ILS株式会社 ダルテパリンナトリウム
ダルテパリ
ンナトリウ
ム

ブタ小腸粘膜
中華人民共
和国

有効
成分

有 無 無 インフルエンザ
CDC FLUVIEW 2010-11
Influenza Season week44
ending Nov 6, 2010

2010年11月6日のFluViewにおいて、米国においてブタ由来インフ
ルエンザH3N2に感染した2症例（Wisconsin州及びPennsylvania
州） について報告された。Wisconsin州の症例は2010年9月8日に
発症する前の週にブタと接触しており、Pennsylvania州の症例は、
ブタとの接触はなかったが、ブタ飼育場に近い地域に居住してい
た。2例の発症日は6週間以上離れており、ウイルスには遺伝的な
違いがあることから同じ感染現ではないことが示唆された。
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インフルエンザ
CDC FLUVIEW 2010-11
Influenza Season week49
ending Dec 11, 2010

第49週（2010年12月5日～11日）の米国におけるインフルエンザ
の活動性が増加した。インフルエンザAウイルスの新規のヒト感染
症例1例（Minnesota州） が報告された。症例は11月にブタ由来イ
ンフルエンザA（H3N2)ウイルスに感染し、発症する前の週にブタ
と接触歴があった。

インフルエンザ
www.cdc.gov/media/subto
pic/heard.htm 2010.12.17

2010年12月7日のFluViewにおいて、米国のブタ由来インフルエン
ザH3N2に感染した1症例（Minnesota州） について報告された。患
者検体からブタ由来H3N2ウイルス陽性が確認された。ブタ由来
H3N2ウイルスは2009年4月から米国において循環してきた
2009H1N1ウイルスとは異なる。またインフルエンザウイルスシー
ズンにヒトの間で典型的に循環しているヒト季節型インフルエンザ
A(H3N2)ウイルスとも異なる。ブタ由来H3N2ウイルスは北アメリカ
のブタの間で通常循環するが稀にヒト感染が認められる。2010年
11月12日のFluViewにおいて、米国でブタ由来H3N2ウイルス感染
のヒト症例2例（Wisconsin州及びPennsylvania州） が報告された。
両症例検体からブタ由来H3N2ウイルス陽性が確認された。ブタ
から分離された4つの主要なインフルエンザAウイルスにはH1N1、
H1N2、H3N2、H3N1がある。ブタで循環しているウイルスはヒト、ブ
タ、トリ由来のインフルエンザウイルス遺伝子を有することから3種
再集合と呼ばれる。

インフルエンザ
ProMED-mail
20101112.4117

2010年11月12日、米国においてブタ由来インフルエンザH3N2に
感染した2症例（Wisconsin州及びPennsylvania州） について報告
された（FluView報告）。両症例は生育ブタと近接していたことが確
認されたが、2例の発症日は6週間以上離れており、ウイルス遺伝
子はいくつか異なり、2人は関連性がない。両州では、当該ウイル
スの地域感染は認められていない。ブタインフルエンザにヒトが感
染した稀な例である。2005年以降、米国CDCに報告されたブタ由
来インフルエンザウイルスによるヒト感染症 計18人 (今回の2症
例を含む)。このうち、ブタ由来 A型 (H3N2)ウイルスは過去 3症
例、今回 2症例(計 5症例)である。

48 18-Apr-11 110048
武田薬品工
業

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン

ウサギ腎
細胞

ウサギ腎臓 日本
製造
工程

無 無 無

49 19-Apr-11 110049 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

ウシ血清 ウシの血液
製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 細菌感染
第64回日本細菌学会東北
支部総会（2010.8.19-20）

子ウシとの接触が原因と示唆されるクリプトスポリジウム感染症
事例の発生状況と遺伝子学的解析について報告された。2009年
6月下旬、上十三保健所轄内の学生数名が、下痢、嘔吐などの症
状を訴え医療機関を受診し、発症者13名中10名から採取した糞
便からクリプトスポリジウムのオーシストが検出され、遺伝子型・
塩基配列から9献体は全て同じであり、共通した感染源と示唆さ
れ、疫学調査と併せて子ウシからの感染であることが推定され
た。

http://www.cdc.gov/media/subtopic/heard.htm 2010.12.17
http://www.cdc.gov/media/subtopic/heard.htm 2010.12.17
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真菌感染
第54回日本真菌学会総会
（2010.10.16-17）

顔面に生じたTrichophyton verrucosumによる白癬2例について報
告された。1例目は1歳8ヵ月の女児。分離菌はT. verrucosumであ
り、飼育されているウシからも同菌が分離同定され、ウシから父、
父から症例への感染が考えられた。2例目は58歳女性、畜産業
者。分離菌はT. verrucosumと同定され、飼育されているウシから
も同菌が分離同定された。T. verrucosum感染症の報告は最近20
年間に本邦では自験例を含み27例とまれであるが、畜産がさか
んな地方では、本症の臨床的な知識が必要であると考えられる。

感染
Parasitology International
59(2010)638-642

ポルトガルの中部内陸地域のいおけるEchinococcus granulosus
株G1-G3の遺伝子クラスターの優位性について報告された。
Echinococcus granulosusの幼虫による感染は嚢胞性エキノコッカ
ス症あるいは包虫症として知られている獣医学及び医学的に重
要な人獣共通感染症の一つである。ヒツジ及びウシの肝臓、肺か
ら寄生虫のサンプル（包虫嚢胞n = 27）を分離し、データバンクの
相同配列とのホモロジー検索により、エキノコックス株のG1、G3お
よび/またはG1 - G3複合体と非常に高い類似性を示した。

50 19-Apr-11 110050 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

ウシ胎児血
清

ウシ胎児の
血清

製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 細菌感染
第64回日本細菌学会東北
支部総会（2010.8.19-20）

子ウシとの接触が原因と示唆されるクリプトスポリジウム感染症
事例の発生状況と遺伝子学的解析について報告された。2009年
6月下旬、上十三保健所轄内の学生数名が、下痢、嘔吐などの症
状を訴え医療機関を受診し、発症者13名中10名から採取した糞
便からクリプトスポリジウムのオーシストが検出され、遺伝子型・
塩基配列から9献体は全て同じであり、共通した感染源と示唆さ
れ、疫学調査と併せて子ウシからの感染であることが推定され
た。

真菌感染
第54回日本真菌学会総会
（2010.10.16-17）

顔面に生じたTrichophyton verrucosumによる白癬2例について報
告された。1例目は1歳8ヵ月の女児。分離菌はT. verrucosumであ
り、飼育されているウシからも同菌が分離同定され、ウシから父、
父から症例への感染が考えられた。2例目は58歳女性、畜産業
者。分離菌はT. verrucosumと同定され、飼育されているウシから
も同菌が分離同定された。T. verrucosum感染症の報告は最近20
年間に本邦では自験例を含み27例とまれであるが、畜産がさか
んな地方では、本症の臨床的な知識が必要であると考えられる。

感染
Parasitology International
59(2010)638-642

ポルトガルの中部内陸地域のいおけるEchinococcus granulosus
株G1-G3の遺伝子クラスターの優位性について報告された。
Echinococcus granulosusの幼虫による感染は嚢胞性エキノコッカ
ス症あるいは包虫症として知られている獣医学及び医学的に重
要な人獣共通感染症の一つである。ヒツジ及びウシの肝臓、肺か
ら寄生虫のサンプル（包虫嚢胞n = 27）を分離し、データバンクの
相同配列とのホモロジー検索により、エキノコックス株のG1、G3お
よび/またはG1 - G3複合体と非常に高い類似性を示した。
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51 19-Apr-11 110051 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

DNase Ⅰ ウシの膵臓
製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 細菌感染
第64回日本細菌学会東北
支部総会（2010.8.19-20）

子ウシとの接触が原因と示唆されるクリプトスポリジウム感染症
事例の発生状況と遺伝子学的解析について報告された。2009年
6月下旬、上十三保健所轄内の学生数名が、下痢、嘔吐などの症
状を訴え医療機関を受診し、発症者13名中10名から採取した糞
便からクリプトスポリジウムのオーシストが検出され、遺伝子型・
塩基配列から9献体は全て同じであり、共通した感染源と示唆さ
れ、疫学調査と併せて子ウシからの感染であることが推定され
た。

真菌感染
第54回日本真菌学会総会
（2010.10.16-17）

顔面に生じたTrichophyton verrucosumによる白癬2例について報
告された。1例目は1歳8ヵ月の女児。分離菌はT. verrucosumであ
り、飼育されているウシからも同菌が分離同定され、ウシから父、
父から症例への感染が考えられた。2例目は58歳女性、畜産業
者。分離菌はT. verrucosumと同定され、飼育されているウシから
も同菌が分離同定された。T. verrucosum感染症の報告は最近20
年間に本邦では自験例を含み27例とまれであるが、畜産がさか
んな地方では、本症の臨床的な知識が必要であると考えられる。

感染
Parasitology International
59(2010)638-642

ポルトガルの中部内陸地域のいおけるEchinococcus granulosus
株G1-G3の遺伝子クラスターの優位性について報告された。
Echinococcus granulosusの幼虫による感染は嚢胞性エキノコッカ
ス症あるいは包虫症として知られている獣医学及び医学的に重
要な人獣共通感染症の一つである。ヒツジ及びウシの肝臓、肺か
ら寄生虫のサンプル（包虫嚢胞n = 27）を分離し、データバンクの
相同配列とのホモロジー検索により、エキノコックス株のG1、G3お
よび/またはG1 - G3複合体と非常に高い類似性を示した。

52 19-Apr-11 110052 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

RNase A ウシの膵臓
製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 細菌感染
第64回日本細菌学会東北
支部総会（2010.8.19-20）

子ウシとの接触が原因と示唆されるクリプトスポリジウム感染症
事例の発生状況と遺伝子学的解析について報告された。2009年
6月下旬、上十三保健所轄内の学生数名が、下痢、嘔吐などの症
状を訴え医療機関を受診し、発症者13名中10名から採取した糞
便からクリプトスポリジウムのオーシストが検出され、遺伝子型・
塩基配列から9献体は全て同じであり、共通した感染源と示唆さ
れ、疫学調査と併せて子ウシからの感染であることが推定され
た。

真菌感染
第54回日本真菌学会総会
（2010.10.16-17）

顔面に生じたTrichophyton verrucosumによる白癬2例について報
告された。1例目は1歳8ヵ月の女児。分離菌はT. verrucosumであ
り、飼育されているウシからも同菌が分離同定され、ウシから父、
父から症例への感染が考えられた。2例目は58歳女性、畜産業
者。分離菌はT. verrucosumと同定され、飼育されているウシから
も同菌が分離同定された。T. verrucosum感染症の報告は最近20
年間に本邦では自験例を含み27例とまれであるが、畜産がさか
んな地方では、本症の臨床的な知識が必要であると考えられる。
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感染
Parasitology International
59(2010)638-642

ポルトガルの中部内陸地域のいおけるEchinococcus granulosus
株G1-G3の遺伝子クラスターの優位性について報告された。
Echinococcus granulosusの幼虫による感染は嚢胞性エキノコッカ
ス症あるいは包虫症として知られている獣医学及び医学的に重
要な人獣共通感染症の一つである。ヒツジ及びウシの肝臓、肺か
ら寄生虫のサンプル（包虫嚢胞n = 27）を分離し、データバンクの
相同配列とのホモロジー検索により、エキノコックス株のG1、G3お
よび/またはG1 - G3複合体と非常に高い類似性を示した。

53 19-Apr-11 110053 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

トリプシン ブタの膵臓
製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 感染
Parasitology International
59(2010)421-426

スペイン国内のブタのToxoplasma gondii（T.gondii)に関連した血
清感染率と危険因子について報告された。スペインの主な10カ所
のブタ畜産地域の100畜産場におけるブタ2970匹由来の血清検
体に対し、顕微鏡下凝集試験法（MAT法）を実施したところ、ブタ
492匹に抗T.gondii抗体が検出された。サンプリング地域間で統計
学的に有意な差が認められ、Valencia 地方(27.3%)、
Extremadura(23.3%)及びCatalonia(21.2%)におけるブタで高い血清
感染率が認められた。

感染
第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9
P3-010

A群ロタウイルス（ARV)ノ感染環における野生イノシシの関与につ
いて報告された。ARVはヒトを含めた哺乳類及び鳥類に幅広く分
布し、種を越えて感染を引き起こす人獣共通感染症の病原体とし
ての可能性も指摘されている。2006年に捕獲されたイノシシ90例
の腸内容物から4例についてARVが検出され、遺伝子型G9P、
G4P、ARV-VP7及びVP4遺伝子の検出を行い、陽性例について
は遺伝子型の同定を行った。系統学的解析の結果、4株はヒトあ
るいはブタ由来ARV株と近縁であった。また2009年に同地域で飼
育されているブタ84例から糞便を採取し、ARVの検出、遺伝子型
の同定など行った。その結果、84例中5例からイノシシ由来ARV株
と98％以上の相同性を示すARV遺伝子が検出された。以上より、
イノシシが家畜あるいはｊヒトに対するARVの媒介動物となる可能
性が示唆された。

インフルエンザ
第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9
O2-1-19

2008年1月から2009年7月までにタイ国中央部に位置する
Saraburi、Singburi、Ratchaburiにある3つの大規模農場、1つの中
規模農場、3つの小規模農場の健康豚から鼻腔ぬぐい液640検体
と血清560検体を採取し、遺伝子解析などを行った。その結果、2
つの大規模農場由来の検体から6株のSIVが分離され、うちH1N1
亜型SIVの遺伝子は全分節で98％以上の相同性を保持してい
た。他の大規模農場由来の検体からはSIVは分離されなかった
が、調査期間を通した肥育豚のH1N1亜型に対する抗体保有率は
37.5％と、全ての調査農場の中で最も高かった。以上の結果か
ら、SIVの農場内での循環に農場規模が関与することが示唆され
た。またSIVの侵入経路として豚の導入の関与が示唆された。
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感染
Parasitology International
59(2010)626-628

アルゼンチンNeuquén地域におけるエキノコッカスの分子疫学を
調査した結果が報告された。Neuquén地域では高頻度に
Echinococcus canadensis(G6遺伝子型）のヒトへの感染が認めら
れている。E.canadensis(G6)を保有する動物を同定するために、
現地のヤギ、豚及び羊から得られた包虫嚢胞、及び感染した犬
から得られた蠕虫について繁殖能力、生存能力、分子疫学を調
査した。ヤギ、豚及び羊の繁殖能力は各78.6％、90.4％及び
94.4％であった。ヤギの21/23匹及び犬1/10匹において
E.canadensis(G6)が同定された。また豚18/18匹で
E.canadensis(G7)、羊1/16匹でE.granulosu sensu stricto(G3)、羊
15/16匹、ヤギ2/23匹及び犬9/10匹ではG1遺伝子型が同定され
た。以上より、Neuquén地域においてはヤギがE.canadensis(G6)の
保有動物であることが考えられた。

レンサ球菌感染
第53回日本感染症学会中
日本地方会学術集会
2010；48

タイにおけるブタレンサ球菌serotype2のゲノタイプと病型に関す
る検討について報告された。Streptococcus suis(SS)serotype2感
染症は、北タイに特有のブタ生肉、生血摂取の食習慣により発病
するとされる新興人獣共通感染症である。2006年から2008年にタ
イNIHにおいて収集された血液、髄液由来株のレンサ球菌1154株
から117株のSSを同定した。うち165株（93.2％）はSS2であること
が判明した。さらにMLST解析により、SS"165株中134株（81.2％）
は北タイ由来で、sequence trype1(ST1,63%)、ST104（24％）、
ST25(6.7% )の順に多かった。また、SS感染症158例の臨床カテゴ
リーは58.9％が髄膜炎、41.1％が非髄膜炎に分類された。ブタ生
肉の摂取やブタへの直接曝露は39.9％に認められた。SS2感染
症において、敗血症はST1、ST104のいずれでも発症するが、髄
膜炎は主にST1に起因することが明らかになったと報告された。

54 19-Apr-11 110054 デンカ生研
乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

GL３７細胞
アフリカミドリ
ザルの腎細
胞由来

製造中止に
より記載なし

製造
工程

無 無 無

55 19-Apr-11 110055
ノバルティス
ファーマ

乳濁細胞培養A型イン
フルエンザHAワクチン
(H1N1株)

乳濁細胞
培養A型イ
ンフルエン
ザHAワク
チン(H1N1
株)

新型インフル
エンザウイル
スA/カリフォ
ルニア
/7/2009(H1N
1)様株の表
面抗原

　-
有効
成分

無 無 無

56 19-Apr-11 110056
ノバルティス
ファーマ

乳濁細胞培養A型イン
フルエンザHAワクチン
(H1N1株)

トリプシン
ブタ膵臓及び
ウシ乳

ブタ：米国及
びカナダ　ウ
シ：米国

製造
工程

無 無 無
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57 19-Apr-11 110057
ノバルティス
ファーマ

乳濁細胞培養A型イン
フルエンザHAワクチン
(H1N1株)

トリプシン ブタ膵臓

デンマーク、
アイルランド、
イギリス、ベ
ルギー、ドイ
ツ、フランス、
スペイン、米
国、韓国

製造
工程

無 無 無

58 19-Apr-11 110058
ノバルティス
ファーマ

乳濁細胞培養A型イン
フルエンザHAワクチン
(H1N1株)

MDCK細胞 イヌ腎臓

1958年にカリ
フォルニア大
学で樹立され
た細胞株

製造
工程

無 無 無

59 19-Apr-11 110059
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン

SPFウズラ
胚

SPF発育ウズ
ラ卵

日本
製造
工程

無 無 無

60 19-Apr-11 110060
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン

SPFニワト
リ胚

SPF発育鶏卵 日本
製造
工程

有 無 無 鳥インフルエンザ
農林水産省プレスリリース
2010年11月29日

島根県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認及
び「高病原性鳥インフルエンザ防疫対策本部」の設置、今後の対
処方針を決定したことが報告された。島根県安来市でおいて、死
亡鶏の通報を受けて、農場の立ち入り検査を実施したところ、イン
フルエンザ簡易検査で3/5羽が陽性であった。さらに遺伝子検査
により、H5亜型であることが確認された。他、約30羽の死亡が認
められたことから、現時点で疑似患畜とした。農林水産省に対策
本部を設置、開催し、①当該農場の飼養家きんの殺処分等の必
要名防疫措置を実施、②移動制限区域内の農場の発生状況確
認検査の実施、③発生農場周辺の消毒の強化、等を実施した。

鳥インフルエンザ
農林水産省プレスリリース
2010年12月3日

島根県で発生した高病原性鳥インフルエンザのウイルスについ
て、農研機構動物衛生研究所により性状を検査した結果、H5N1
亜型（強毒タイプ）であることが確認された。引き続きウイルスの
遺伝子解析等を行う予定である。
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鳥インフルエンザ
宮崎県農政水産部畜産課
プレスリリース2011年1月
21日

2011年1月21日、宮崎県宮崎市佐土原町にある種鶏10240羽を飼
養する農場において36羽の鶏が死亡、高病原性鳥インフルエン
ザのはっせいが　疑われ宮崎家畜保健衛生所に連絡があり、簡
易検査によって6/7羽が陽性であった。緊急措置として当該農場
の飼養鶏の隔離、周辺農場に対する移動自粛の要請、当該農場
周辺の飼養農場の状況についての早急な把握が実施された。22
日、宮崎家畜保健衛生所での遺伝子検査によってH5亜型と判
明。当該農場における飼養家禽の殺処分、発生場所の消毒、家
畜伝染病予防法に基づく指導制限、周辺地域への消毒ポイント
の設置など必要な防疫措置が開始されることになった。23日、宮
崎県児湯郡新富町にある産卵鶏66000羽を飼養する農場におい
て2例目の高病原性鳥インフルエンザ疑い例（当日朝20羽が死
亡）が発生。簡易検査で5/6羽が陽性であった。遺伝子検査の結
果5/6羽がH5亜型との結果が出たため、必要な防疫措置がとら
れることとなった。24日、農研機構動物衛生研究所で行われたウ
イルスの摂取試験及び遺伝子解析によって、当該ウイルスが強
毒タイプであること、昨年11月島根県の家禽から分離されたウイ
ルスや12月に鹿児島県で野鳥から分離されたウイルスなどと極
めて近縁であることが分かった。

61 19-Apr-11 110061
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生水痘ワクチ
ン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
水痘抗原
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン
乾燥細胞培養日本脳
炎ワクチン

ウシ血清 ウシの血液
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。
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62 19-Apr-11 110062
阪大微生物
病研究会

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合
トキソイド
成人用沈降ジフテリア
トキソイド
ジフテリアトキソイド
乾燥まむし抗毒素
乾燥ジフテリア抗毒素
乾燥破傷風抗毒素

ウマ血清 ウマの血清 米国
製造
工程

無 無 無

63 19-Apr-11 110063
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生水痘ワクチ
ン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
水痘抗原
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン
乾燥細胞培養日本脳
炎ワクチン

エリスロマ
イシンラクト
ビオン酸塩

ウシの乳

オランダ、米
国、カナダ、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。

64 19-Apr-11 110064
阪大微生物
病研究会

百日せきワクチン
沈降精製百日せきワク
チン
沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン

カザミノ酸 ウシの乳
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。
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65 19-Apr-11 110065
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥日本脳炎ワクチン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
日本脳炎ワクチン
水痘抗原

コレステ
ロール

ヒツジの毛
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

66 19-Apr-11 110066
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生水痘ワクチ
ン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
水痘抗原
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン
乾燥細胞培養日本脳
炎ワクチン

トリプシン ブタの膵臓 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

67 19-Apr-11 110067
阪大微生物
病研究会

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合
トキソイド
成人用沈降ジフテリア
トキソイド
ジフテリアトキソイド

ニワトリ肉
エキス

ニワトリの
肉、骨

該当なし(製
造中止)

製造
工程

有 無 無 鳥インフルエンザ
農林水産省プレスリリース
2010年11月29日

島根県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認及
び「高病原性鳥インフルエンザ防疫対策本部」の設置、今後の対
処方針を決定したことが報告された。島根県安来市でおいて、死
亡鶏の通報を受けて、農場の立ち入り検査を実施したところ、イン
フルエンザ簡易検査で3/5羽が陽性であった。さらに遺伝子検査
により、H5亜型であることが確認された。他、約30羽の死亡が認
められたことから、現時点で疑似患畜とした。農林水産省に対策
本部を設置、開催し、①当該農場の飼養家きんの殺処分等の必
要名防疫措置を実施、②移動制限区域内の農場の発生状況確
認検査の実施、③発生農場周辺の消毒の強化、等を実施した。

鳥インフルエンザ
農林水産省プレスリリース
2010年12月3日

島根県で発生した高病原性鳥インフルエンザのウイルスについ
て、農研機構動物衛生研究所により性状を検査した結果、H5N1
亜型（強毒タイプ）であることが確認された。引き続きウイルスの
遺伝子解析等を行う予定である。
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鳥インフルエンザ
宮崎県農政水産部畜産課
プレスリリース2011年1月
21日

2011年1月21日、宮崎県宮崎市佐土原町にある種鶏10240羽を飼
養する農場において36羽の鶏が死亡、高病原性鳥インフルエン
ザのはっせいが　疑われ宮崎家畜保健衛生所に連絡があり、簡
易検査によって6/7羽が陽性であった。緊急措置として当該農場
の飼養鶏の隔離、周辺農場に対する移動自粛の要請、当該農場
周辺の飼養農場の状況についての早急な把握が実施された。22
日、宮崎家畜保健衛生所での遺伝子検査によってH5亜型と判
明。当該農場における飼養家禽の殺処分、発生場所の消毒、家
畜伝染病予防法に基づく指導制限、周辺地域への消毒ポイント
の設置など必要な防疫措置が開始されることになった。23日、宮
崎県児湯郡新富町にある産卵鶏66000羽を飼養する農場におい
て2例目の高病原性鳥インフルエンザ疑い例（当日朝20羽が死
亡）が発生。簡易検査で5/6羽が陽性であった。遺伝子検査の結
果5/6羽がH5亜型との結果が出たため、必要な防疫措置がとら
れることとなった。24日、農研機構動物衛生研究所で行われたウ
イルスの摂取試験及び遺伝子解析によって、当該ウイルスが強
毒タイプであること、昨年11月島根県の家禽から分離されたウイ
ルスや12月に鹿児島県で野鳥から分離されたウイルスなどと極
めて近縁であることが分かった。

68 19-Apr-11 110068
阪大微生物
病研究会

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合
トキソイド
成人用沈降ジフテリア
トキソイド
ジフテリアトキソイド

ブタ肉エキ
ス

ブタの肉、脂
肪

該当なし(製
造中止)

製造
工程

無 無 無

69 19-Apr-11 110069
阪大微生物
病研究会

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合
トキソイド
成人用沈降ジフテリア
トキソイド
ジフテリアトキソイド

ペプトン ウシの乳
ニュージーラ
ンド

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。

70 19-Apr-11 110070
阪大微生物
病研究会

乾燥日本脳炎ワクチン
日本脳炎ワクチン

マウスの脳 マウス 日本
製造
工程

無 無 無
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71 19-Apr-11 110071
阪大微生物
病研究会

沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア混
合ワクチン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン
沈降ジフテリア破傷風
混合トキソイド
ジフテリア破傷風混合
トキソイド
成人用沈降ジフテリア
トキソイド
ジフテリアトキソイド

牛肉消化
液

ウシの筋肉
オーストラリ
ア

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。

72 19-Apr-11 110072
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン

人血清ア
ルブミン

ヒトの血液
該当なし(製
造中止品目)

添加
物

無 無 無

73 19-Apr-11 110073
阪大微生物
病研究会

百日せきワクチン
沈降精製百日せきワク
チン
沈降精製百日せきジフ
テリア破傷風混合ワク
チン
百日せきジフテリア破
傷風混合ワクチン

脱繊維牛
血液

ウシの血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。
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74 19-Apr-11 110074
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン
乾燥弱毒生麻しんワク
チン
乾燥弱毒生麻しんおた
ふくかぜ風しん混合ワ
クチン
乾燥弱毒生麻しん風し
ん混合ワクチン
乾燥細胞培養日本脳
炎ワクチン

乳糖水和
物

ウシの乳

オランダ、ドイ
ツ、オーストラ
リア、ニュー
ジーランド

添加
物

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。

75 19-Apr-11 110075
阪大微生物
病研究会

乾燥弱毒生水痘ワクチ
ン
水痘抗原

MRC-5
ヒト胎児肺二
倍体細胞

1966年に樹
立したマスタ
セルバンクに
使用したヒト
の細胞株

製造
工程

無 無 無

76 19-Apr-11 110076
阪大微生物
病研究会

乾燥痘そうワクチン
痘そうワクチン

ウシの皮膚 ウシの皮膚
該当なし(製
造中止品目)

製造
工程

有 無 無 感染
The American Jouranal of
the Medical Sciences
340(3) 187-193 2010.9

ヒトの新興感染症の大半は家畜、野生動物に由来する人畜共通
か病原体に関連している。人畜共通感染症は社会に様々な面か
ら影響するため、公衆衛生上の懸念となっている。また病原体、
宿主、環境間における複雑な相互作用が、人畜共通感染症の真
の負担の評価を困難なものにしている。しかし、最近開発された
新しい分子診断ツールによって人畜共通感染症のより優れた診
断が可能となった。ここでは、トキソカラ症、ウシ結核、Southern
tick-associated rash illness(STARI)の3つの新興人畜共通感染症
に焦点を当て、これらの感染症がアメリカ南部でこれまでよりも流
行している可能性について論じる。本レビューは近年の疫学的傾
向、種内/種間伝染、各疾患の臨床的特徴、さらに治療と各病原
体の予防について論じている。
・トキソカラ症：イヌ･ネコを宿主よするセンチュウによる疾患。
・Southern tick associated rash illness：ライム病様のダニ媒介性
皮膚炎
･ウシ結核：Mycobacterium bovisによる疾患で、未消毒の乳製品
の摂取、畜牛との接触、シカの狩猟･解体により人に感染する。

77 20-Apr-11 110077
武田薬品工
業

パニツムマブ(遺伝子
組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣
(CHO)細胞
CS-9株

チャイニーズ
ハムスター卵
巣(CHO)細胞
CS-9株

アメリカ合衆
国

製造
工程

無 無 無
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78 20-Apr-11 110078
日本赤十字
社

人血小板濃厚液
人血小板
濃厚液

人血液 日本
有効
成分

有 有 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行いさらにリスク群へ適切な予防接種プログラ
ムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Lancet. 2010 Sep
11;376(9744):895-902.
Epub 2010 Aug 20.

健康成人における組換えE型肝炎ワクチンHEV239（Hecolin;
Xiamen Innovax Biotech,Xiamen,China）の有効性及び安全性を多
施設共同無作為二重盲検プラセボ対照試験（第Ⅲ相）により評価
した。中国の江蘇省で16～65歳の健康成人において、HEV239群
とプラセボ群を1:1に無作為割付けを行い、HEV239群には
HEV239ワクチンを、プラセボ群にはB型肝炎ワクチンを0、1、6カ
月に1回（全3回）筋注投与し、19カ月間追跡調査された。主要評
価項目は3回目の投与後31日目から12カ月の間のE型肝炎の予
防効果とされた。参加者はHEV239群（n=56,302）またはプラセボ
群（n=56,302）に無作為割付けされ、うち、全3回の接種を受けた
HEV239群48,693名（86％）とプラセボ群48,663名（86％）が有効性
の一次分析にかけられた。参加者のうち11,165名がE型肝炎ウイ
ルスIgGの検査を受け、そのうち5,285名（47％）が抗体陽性であっ
た。3回目の投与30日後から12カ月間に、プラセボ群の15名がE
型肝炎を発症したのに対し、HEV239の有効性は100.0％（95％ Cl
72.1-100.0）であった。HEV239に関連する重篤な有害事象は示さ
れなかった。以上よりHEV239は、中国の一般集団におけるE型肝
炎の予防に有効であると結論づけている。
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E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数を低減していると示唆された。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。
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ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。

サルモネラ ProMED 20100915.3343

アイルランドでアヒル卵を摂取することによるサルモネラ症計24例
が報告され、アイルランドで近年記録された食中毒の中でも最大
規模の流行となっている。感染者の年齢層は生後5カ月～80歳に
わたり、最近の症例は裏庭や個人農場から得られたアヒル卵を
摂取したことから感染に至っている傾向がある。これを考慮してア
イルランド当局では、2010年9月14日、アヒル卵の安全な摂取法
に関する助言を行った。また、アヒル卵に触った後の手洗い等の
衛生管理を継続することの重要性について警告している。サルモ
ネラネズミチフス菌DT8感染の症状は、嘔吐や下痢による軽度の
症状から生命を脅かす疾患に変化してきている。乳児や妊婦、高
齢者や病人は最も危険にさらされているため特に注意が必要で
ある。この食中毒の集団発生に鶏卵は関係していない。
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チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。
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感染
CDC/MMWR
59(36);1165-1170

2009年12月14日、ミシシッピー州で、同一ドナーからの腎臓移植
レシピエント2名が移植により脳炎を発症した可能性があると米国
疾病管理予防センター（CDC）に報告された。CDCはドナーの剖
検脳組織からアメーバを発見し、その後、ドナー及び2レシピエント
2名由来の検体における検査により、バラムチア・アメーバ性肉芽
腫性脳炎（GAE）の伝播が確認された。これはBalamuthia
mandrillarisに起因する稀な疾患である。レシピエント2名のうち１
名（31歳女性）は死亡し、もう１名（27歳男性）は右腕、両脚、視力
に後遺症があるが生存している。同一ドナーから心臓移植と肝臓
移植を受けたレシピエントには感染の徴候は見られていない。ド
ナー（4歳）はインフルエンザA感染症を発症後、急性散在性脳脊
髄炎で死亡したと推定される。これは臓器移植によるバラムチア
感染症の初めての報告である。

細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。
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HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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細菌感染
Lancet Infect Dis. 2010
Sep;10(9):597-602.

インド、パキスタン、英国での新規抗生物質耐性メカニズムの出
現：New Delhi metallo-β -lactamase 1（NDM-1）によるカルバペ
ネム耐性グラム陰性腸内細菌は、世界的に重大な健康問題とな
る可能性があるため、インド、パキスタン、英国の多剤耐性腸内
細菌におけるNDM-1陽性率を調査した。チェンナイ（南インド）、ハ
リヤーナー（北インド）で腸内細菌の分離株を対象として抗生物質
の感受性を評価し、カルバペネム耐性遺伝子blaNDM-1の存在が
PCRによって明らかになった。分離株はパルスフィールドゲル電
気泳動法で、またプラスミドは、S1ヌクレアーゼ分解およびPCRに
よって解析された。英国患者については、インドまたはパキスタン
への渡航および最近の入院の有無を調査した。NDM-1産生分離
株は、チェンナイ 44株、ハリヤーナー 26株、英国 37株、その他
のインド、パキスタン地域で73株が確認された。NDM-1は、ほとん
どがEscherichia coli（36株）とKlebsiella pneumoniae（111株）に見
つかり、チゲサイクリンとコリスチン以外のの抗生物質に高度耐
性があった。ハリヤーナーから分離したK.pneumoniae分離株は遺
伝的に均一であったが、英国およびチェンナイの分離株は遺伝的
多様性を示した。ほとんどの分離株は、プラスミド上にNDM-1遺
伝子を有し、英国およびチェンナイ分離株では受容株に容易にプ
ラスミドが伝達されたが、ハリヤーナーの分離株は伝達性がな
かった。英国のNDM-1陽性患者の多くは、前年にインド、パキスタ
ンへの渡航歴があるか、これらの国と関連があった。

細菌感染

www.washingtontimes.com
/news/2010/sep/7/japan
-confirms-its-first-case-
of-new-superbug-gene/

日本初の超強力薬剤耐性菌症例が報告された。細菌を薬剤耐性
菌に変化させる新たなNew Delhi metallo-β -lactamase 1（NDM-
1)遺伝子が日本で初めて、インドで治療を受けた50歳代日本人男
性に確認された。この遺伝子はほとんどすべての抗生物質に耐
性となるよう細菌を変化させる。この遺伝子は主に病原性大腸菌
で見られ、他のタイプの細菌に容易に複写され移入することが出
来るＤＮＡ構造を有している。当該男性はインドで内科治療を受
け、帰国後の2009年4月に入院した。男性がインドで受けた治療
は公表されなかった。男性は入院中に高熱を出したが、2009年10
月に退院した。病院は超強力薬剤耐性菌を疑い検体を保管、検
査し、NDM-1遺伝子の検出について、厚生労働省に届け出た。院
内感染は認められていない。日本初のNDM-1症例確認後、厚生
労働省は全国調査を開始した。

細菌感染

USA TODAY. Available
from:
http://www.usatoday.com
/yourlife/health/medical/
2010-09-17-
1Asuperbug17_ST_N.htm

抗生物質の機能を一時的に阻害する酵素Klebsiella pneumoniae
carbapenamase（KPC）を産生する遺伝子を備えた強力な薬剤耐
性菌が米国の35州を超える病院で報告されている。この細菌は
重篤な疾患患者を襲い、死亡率は全症例の30～60％に及ぶ。米
国疾病管理予防センター（CDC）によると、New Delhi metallo-β -
lactamase 1（NDM-1）は米国では稀であり、KPCの方がはるかに
一般的で、現在では米国の半分以上の州で報告されているとい
う。この細菌に対する唯一の薬にポリミキシンがあるが、腎臓に有
毒であるため数年前からほとんど使用されていない。従って予防
は極めて重要である。2009年3月にCDCは予防に関する新しいガ
イドラインを示し、特にカルバペネム耐性菌感染症と診断される患
者を治療する医師は、ガウンと手袋を着用して自身を守るととも
に、他の患者への感染を防がなくてはならないとしている。

http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
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79 20-Apr-11 110079
日本赤十字
社

新鮮凍結人血漿
新鮮凍結
人血漿

人血液 日本
有効
成分

有 有 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行いさらにリスク群へ適切な予防接種プログラ
ムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Lancet. 2010 Sep
11;376(9744):895-902.
Epub 2010 Aug 20.

健康成人における組換えE型肝炎ワクチンHEV239（Hecolin;
Xiamen Innovax Biotech,Xiamen,China）の有効性及び安全性を多
施設共同無作為二重盲検プラセボ対照試験（第Ⅲ相）により評価
した。中国の江蘇省で16～65歳の健康成人において、HEV239群
とプラセボ群を1:1に無作為割付けを行い、HEV239群には
HEV239ワクチンを、プラセボ群にはB型肝炎ワクチンを0、1、6カ
月に1回（全3回）筋注投与し、19カ月間追跡調査された。主要評
価項目は3回目の投与後31日目から12カ月の間のE型肝炎の予
防効果とされた。参加者はHEV239群（n=56,302）またはプラセボ
群（n=56,302）に無作為割付けされ、うち、全3回の接種を受けた
HEV239群48,693名（86％）とプラセボ群48,663名（86％）が有効性
の一次分析にかけられた。参加者のうち11,165名がE型肝炎ウイ
ルスIgGの検査を受け、そのうち5,285名（47％）が抗体陽性であっ
た。3回目の投与30日後から12カ月間に、プラセボ群の15名がE
型肝炎を発症したのに対し、HEV239の有効性は100.0％（95％ Cl
72.1-100.0）であった。HEV239に関連する重篤な有害事象は示さ
れなかった。以上よりHEV239は、中国の一般集団におけるE型肝
炎の予防に有効であると結論づけている。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数をセーブしていると示唆された。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。
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ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。

サルモネラ ProMED 20100915.3343

アイルランドでアヒル卵を摂取することによるサルモネラ症計24例
が報告され、アイルランドで近年記録された食中毒の中でも最大
規模の流行となっている。感染者の年齢層は生後5カ月～80歳に
わたり、最近の症例は裏庭や個人農場から得られたアヒル卵を
摂取したことから感染に至っている傾向がある。これを考慮してア
イルランド当局では、2010年9月14日、アヒル卵の安全な摂取法
に関する助言を行った。また、アヒル卵に触った後の手洗い等の
衛生管理を継続することの重要性について警告している。サルモ
ネラネズミチフス菌DT8感染の症状は、嘔吐や下痢による軽度の
症状から生命を脅かす疾患に変化してきている。乳児や妊婦、高
齢者や病人は最も危険にさらされているため特に注意が必要で
ある。この食中毒の集団発生に鶏卵は関係していない。

チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。
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デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。

感染
CDC/MMWR
59(36);1165-1170

2009年12月14日、ミシシッピー州で、同一ドナーからの腎臓移植
レシピエント2名が移植により脳炎を発症した可能性があると米国
疾病管理予防センター（CDC）に報告された。CDCはドナーの剖
検脳組織からアメーバを発見し、その後、ドナー及び2レシピエント
2名由来の検体における検査により、バラムチア・アメーバ性肉芽
腫性脳炎（GAE）の伝播が確認された。これはBalamuthia
mandrillarisに起因する稀な疾患である。レシピエント2名のうち１
名（31歳女性）は死亡し、もう１名（27歳男性）は右腕、両脚、視力
に後遺症があるが生存している。同一ドナーから心臓移植と肝臓
移植を受けたレシピエントには感染の徴候は見られていない。ド
ナー（4歳）はインフルエンザA感染症を発症後、急性散在性脳脊
髄炎で死亡したと推定される。これは臓器移植によるバラムチア
感染症の初めての報告である。
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細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。
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HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。
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クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。

細菌感染
Lancet Infect Dis. 2010
Sep;10(9):597-602.

インド、パキスタン、英国での新規抗生物質耐性メカニズムの出
現：New Delhi metallo-β -lactamase 1（NDM-1）によるカルバペ
ネム耐性グラム陰性腸内細菌は、世界的に重大な健康問題とな
る可能性があるため、インド、パキスタン、英国の多剤耐性腸内
細菌におけるNDM-1陽性率を調査した。チェンナイ（南インド）、ハ
リヤーナー（北インド）で腸内細菌の分離株を対象として抗生物質
の感受性を評価し、カルバペネム耐性遺伝子blaNDM-1の存在が
PCRによって明らかになった。分離株はパルスフィールドゲル電
気泳動法で、またプラスミドは、S1ヌクレアーゼ分解およびPCRに
よって解析された。英国患者については、インドまたはパキスタン
への渡航および最近の入院の有無を調査した。NDM-1産生分離
株は、チェンナイ 44株、ハリヤーナー 26株、英国 37株、その他
のインド、パキスタン地域で73株が確認された。NDM-1は、ほとん
どがEscherichia coli（36株）とKlebsiella pneumoniae（111株）に見
つかり、チゲサイクリンとコリスチン以外のの抗生物質に高度耐
性があった。ハリヤーナーから分離したK.pneumoniae分離株は遺
伝的に均一であったが、英国およびチェンナイの分離株は遺伝的
多様性を示した。ほとんどの分離株は、プラスミド上にNDM-1遺
伝子を有し、英国およびチェンナイ分離株では受容株に容易にプ
ラスミドが伝達されたが、ハリヤーナーの分離株は伝達性がな
かった。英国のNDM-1陽性患者の多くは、前年にインド、パキスタ
ンへの渡航歴があるか、これらの国と関連があった。

細菌感染

www.washingtontimes.com
/news/2010/sep/7/japan
-confirms-its-first-case-
of-new-superbug-gene/

日本初の超強力薬剤耐性菌症例が報告された。細菌を薬剤耐性
菌に変化させる新たなNew Delhi metallo-β -lactamase 1（NDM-
1)遺伝子が日本で初めて、インドで治療を受けた50歳代日本人男
性に確認された。この遺伝子はほとんどすべての抗生物質に耐
性となるよう細菌を変化させる。この遺伝子は主に病原性大腸菌
で見られ、他のタイプの細菌に容易に複写され移入することが出
来るＤＮＡ構造を有している。当該男性はインドで内科治療を受
け、帰国後の2009年4月に入院した。男性がインドで受けた治療
は公表されなかった。男性は入院中に高熱を出したが、2009年10
月に退院した。病院は超強力薬剤耐性菌を疑い検体を保管、検
査し、NDM-1遺伝子の検出について、厚生労働省に届け出た。院
内感染は認められていない。日本初のNDM-1症例確認後、厚生
労働省は全国調査を開始した。

http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
http://www.washingtontimes.com/news/2010/sep/7/japan-confirms-its-first-case-of-new-superbug-gene/
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細菌感染

USA TODAY. Available
from:
http://www.usatoday.com
/yourlife/health/medical/
2010-09-17-
1Asuperbug17_ST_N.htm

抗生物質の機能を一時的に阻害する酵素Klebsiella pneumoniae
carbapenamase（KPC）を産生する遺伝子を備えた強力な薬剤耐
性菌が米国の35州を超える病院で報告されている。この細菌は
重篤な疾患患者を襲い、死亡率は全症例の30～60％に及ぶ。米
国疾病管理予防センター（CDC）によると、New Delhi metallo-β -
lactamase 1（NDM-1）は米国では稀であり、KPCの方がはるかに
一般的で、現在では米国の半分以上の州で報告されているとい
う。この細菌に対する唯一の薬にポリミキシンがあるが、腎臓に有
毒であるため数年前からほとんど使用されていない。従って予防
は極めて重要である。2009年3月にCDCは予防に関する新しいガ
イドラインを示し、特にカルバペネム耐性菌感染症と診断される患
者を治療する医師は、ガウンと手袋を着用して自身を守るととも
に、他の患者への感染を防がなくてはならないとしている。

80 20-Apr-11 110080
日本赤十字
社

pH4　処理酸性人免疫
グロブリン

pH4　処理
酸性人免
疫グロブリ
ン

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。
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HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。

HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。
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ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。

チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。
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デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。

パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。
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HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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81 20-Apr-11 110081
日本赤十字
社

人免疫グロブリン
人免疫グロ
ブリン

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。

ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。
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チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。
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パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。

HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。
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ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。
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レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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82 20-Apr-11 110082
日本赤十字
社

乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅷ因子

人血清ア
ルブミン

人血液 日本
添加
物

有 無 無 HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。

ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。
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チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。
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パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。

HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。
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ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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83 20-Apr-11 110083
日本赤十字
社

乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅷ因子

乾燥濃縮
人血液凝
固第Ⅷ因
子

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

ウイルス感染
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):714-21.

ボリビアとペルーにおけるヒトへのGuaroaウイルス（GROV）感染
について報告された。GROVはコロンビアで1959年に初めてヒトか
ら分離された。その後、ブラジル、コロンビア、パナマの発熱患者
および蚊からウイルス分離株が採取されたが、ヒトの疾患とウイ
ルスの関連性は不明であった。ボリビアとペルーの発熱疾患患者
からGROV14株が分離され、また3症例でIgMセロコンバージョンが
確認された。ペルーのIquitos居住者の抗GROV抗体陽性率は13%
であり、林業、漁業、油田労働等の就職者において陽性率が高
かった。代表的なGROV分離株の遺伝子学的特性からは、ボリビ
アとペルーの株の特性である単一系統グループを形成しており、
以前にブラジルとコロンビアで分離された株とは異なる可能性が
示された。本試験で、GROVが中南米の熱帯地域における発熱疾
患の原因であることが確認された。

ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱
Am J Trop Med Hyg. 2010
Sep;83(3):664-71.

中国におけるデング熱の報告。中国では大規模アウトブレイクが
1978年に既に報告されており、1978から2008年までに計655,324
症例（うち610例が死亡）が報告された。1990年代以降、デング熱
の流行は、南部沿岸地域から北部や西部にまで拡大している。中
国本土において、この20年間でデング熱ウイルスの主要な伝播
媒介動物であるヤブカ属の生物学的行動および媒介能が大きく
変化してきており、これはおそらく都市化の加速や地球温暖化に
よるものである。また、人口増加や頻繁な海外旅行もデング熱流
行の増加要因となる。デング熱制御への方法は、媒介蚊のコント
ロール、流行を予測する迅速ウイルス発見システムの確立、地域
に密着した教育、そして安全かつ有効なワクチンを開発すること
である。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。
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パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。

HTLV
Blood. 2010 Aug
26;116(8):1211-9

無症候性ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-1)キャリアにおけ
る日本国内の前向き調査：無症候性HTLV-1キャリアにおける成
人T細胞白血病（ATL）発症のリスク因子は、現在も不明である。
近年、HTLV-1プロウイルス量は、ATLの重要な予測因子として評
価されているが、尐数の小規模前向き試験が実施されているだけ
である。2002年～2008年に、登録された無症候性HTLV-1キャリ
ア1,218名（男性426名、女性792名）を前向きに評価した。登録時
のプロウイルス量は、女性と比べ男性（末梢血単核細胞
(PBMCs)100あたりの中央値1.39 vs 2.10 ; P<0.001）、40歳以下の
集団に対し年齢40～49歳および50～59歳の集団（それぞれP =
0.02 , 0.007）、ATL家族歴を有さない集団に対し有する集団
（PBMCs 100あたりの中央値1.33 vs 2.32 ; P=0.005）の方が、有
意に多かった。14名の登録者が顕在性ATLへ進行した。この登録
者の登録時のプロウイルス量は多かった（範囲：PBMCs 100あた
り4.17～28.58）。登録時のプロウイルス量が4コピー以下の登録
者は、ATLを発症しなかった。また多変量Cox解析では、プロウイ
ルス量だけでなく、高年齢、ATLの家族歴、他疾患治療時におけ
る初回HTLV-1検査が、ATLの進行の独立リスク因子であること
が示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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レトロウイルス
(XMRV)

Proc Natl Acad Sci U S A.
2010 Sep
7;107(36):15874-9.

慢性疲労症候群(CFS)患者と健康な供血者の血液におけるマウ
ス白血病ウイルス（MLV）関連ウイルス遺伝子配列の検出につい
て報告された。最近、末梢血のPCR分析から健康成人218例中8
例（3.7％）に対してCFS患者101例中68例（67％）と高率に異種指
向性マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)由来DNAが検出
されたという研究報告があったが、続く4件の研究報告では、CFS
患者の血液から当該DNAは認められていない。今回、CFS診断基
準を満たす患者37名からの末梢血単核細胞由来DNA 41検体を
調べ、37名中32名にMLV関連ウイルスgag 遺伝子配列を認めた
が、健康ボランティア供血者では44名中3名にしか認められなかっ
た。PCR分析システムまたは臨床検体において、マウスDNA混入
の証拠は得られていない。全てのXMRVが遺伝的に近縁というこ
れまでの報告知見に対して、著者らは遺伝的に多様なグループ
のMLV関連ウイルスを確認した。CFS患者由来のgagおよびenv
配列は、XMRVよりも多指向性マウス内在性レトロウイルスに近縁
であり、さらに、同種指向性のMLV配列とは近縁性が低かった。
MLV関連ウイルスと同一の強い関連性があるかどうか、これらウ
イルスがCFS発症において原因的役割を担っているかどうか、な
らびにこれらが血液供給の脅威となるかについては、さらなる研
究が必要である。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。
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クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。

84 21-Apr-11 110084 ベネシス

乾燥抗HBs人免疫グロ
ブリン
ポリエチレングリコール
処理抗HBs人免疫グロ
ブリン

抗HBs抗体 人血液 米国
有効
成分

有 無 無
クロイツフェルト・
ヤコブ病

ANN NEUROL
2010;68:162-172

新規の弧発性プリオン蛋白質疾患の特性解析について報告され
た。プロテアーゼ感受性プリオン（PSPr)の新規の2遺伝子型、メチ
オニン同型接合（129MM)とメチオニン/バリン異型接合（129MV)
が報告された。2008年に報告された新規のプリオン病の被験者
11人はプリオン蛋白質（PrP)遺伝子のコドン129が全員バリン同型
接合（129VV）であった。129MM、129ＭＶ、129VVの被験者15人に
ついて、罹患期間（22～45ヵ月）は129VVと129MVの被験者で有
意に異なった。PrP電気泳動プロファイルと共に他のほとんどの機
能は同様であったが、主な違いは疾患関連PrPのプロテアーゼ消
化の感受性であり、129VVは感受性が高いが、129MVと129MMで
は低いか、あるいは全くない。この違いにより可変プロテアーゼ感
受性プリオン症（VPSPr)と呼ばれるようになった。被験者のPrP遺
伝子コドン領域に変異はなかった。3つの129遺伝子型が全て関
係し、区別でき、表現型として関係するので、VPSPrは2番目の弧
発性プリオン蛋白質疾患になる。この特徴は1920年に報告したク
ロイツフェルトヤコブ病に似ていた。しかし、VPSPrは異常プリオン
蛋白質の特性において典型的なプリオン病と異なり、恐らくゲルス
トマン・ストロイスラー・シャインカー疾患の亜型と類似している。

レトロウイルス
（XMRV)

ABC　Newsletter
#30.2010 Aug 27

MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。
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ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。

レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。
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レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

85 21-Apr-11 110085 ベネシス
乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅸ因子

ウサギIgG ウサギ血液 日本
製造
工程

無 無 無

86 21-Apr-11 110086 ベネシス
乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅸ因子

マウスモノ
クローナル
抗体

マウス脾臓細
胞と骨髄腫細
胞のハイブリ
ドーマ

イギリス
製造
工程

無 無 無
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87 21-Apr-11 110087
日本臓器製
薬

－

抗ヒトTリン
パ球ウサ
ギ免疫グロ
ブリン

培養ヒトリン
パ芽球免疫
ウサギ血清

ドイツ、ハン
ガリー

有効
成分

無 無 無

88 21-Apr-11 110088
日本臓器製
薬

－

培養ヒトリ
ンパ芽球
（JM細胞
株）

ヒト（急性リン
パ性白血病
患者）末梢血

ドイツ
製造
工程

無 無 無

89 21-Apr-11 110089
日本臓器製
薬

－
ヒト胎盤ホ
モジネート

ヒト胎盤 ドイツ
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

90 21-Apr-11 110090
日本臓器製
薬

－ ヒト赤血球 ヒト血液 ドイツ
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

91 21-Apr-11 110091
日本臓器製
薬

－
ウシ胎児血
清

ウシ血液

米国、ニュー
ジーランド、
オーストラリ
ア

製造
工程

無 無 無

92 21-Apr-11 110092
日本臓器製
薬

－
ウシ乳児血
清

ウシ血液

米国、ニュー
ジーランド、
オーストラリ
ア

製造
工程

無 無 無
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93 21-Apr-11 110093
武田薬品工
業

注射用乾燥セルモロイ
キン(遺伝子組換え)

人血清ア
ルブミン

人血液 日本
添加
物

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

www.fda.gov/NewsEvents
/Newsroom/PressAnnoun
cements/ucm223277.html

米国食品医薬品局生物製剤評価・研究センター及び米国国立衛
生研究所臨床センターの研究者は、慢性疲労症候群（CFS)と診
断された患者37例と健康血液ドナー44例由来の血液試料におい
て、CFS患者由来の32例（87%）及び健康血液ドナー由来の3例
（7％）に複数の異なるマウス白血病ウイルス（MLV）遺伝子配列
を同定した。当該研究はMLV様ウイルスの遺伝的変異体である
XMRVがCFS患者の血液中に存在するとの過去の研究報告を支
持し、CFSの診断と血液中のMLV様ウイルス遺伝子配列の存在と
の間に強い関連性があることを示している。さらにごく一部の健康
血液ドナーにおいてMLV様ウイルス遺伝子配列が検出されてい
る。CFSとの統計的な関連は強いものの、当該研究でレトロウイ
ルスがCFSの原因であることが証明されたわけではない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Transfusion. 2010
May;50(5):1003-1006.

現在までに、後に変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）を発症
した患者からの輸血によるvCJD感染例が4例報告されている。共
通の供血者から輸血された可能性が示唆された症例は2例(症例
A及びB)であった。症例Aは1989年に新生児特別治療室で4回の
輸血歴があり、2006年、vCJDと診断されて6ヵ月後の18歳で死
亡。症例Bは1993年6月と10月に2回の輸血歴があり、1998年に
vCJDを発症し、41歳で死亡。合計103名の供血者の血液に曝露
していた。症例Ａと症例Bがいた両病院は同じ血液センターから供
血血液の配給を受けていた。症例Bが曝露していた供血者103名
中99名が症例Ａへ輸血された後も、20年以上生存しているか、あ
るいはCJD以外の要因で死亡していた。vCJDを発症していない
供血者から輸血を受けた症例AとBの2症例がvCJDを発症したこ
とから、vCJD感染のパターンとして食事を通してBSEに感染した
可能性も考えられる。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Haemophilia 2010;16,305-
315

英国の血液製剤による感染と遺伝性出血性疾患患者における英
国の血液製剤による影響のリスクを低減する為の対策について
報告された。vCJDの発生後、感染及び二次感染拡大のリスクを
最小限に抑えるため、2004年に供血後にvCJDを発症したドナー
から採取された血漿を含んでいるかどうかに関わらず、1980年か
ら2001年までの間に英国でプールされた血液凝固因子製剤を投
与された患者全員に予防措置が実施された。以降、英国における
vCJDの新規症例は減尐し、過去に関係する血液または血液製剤
の投与を受けたvCJD患者は見つかっていない。しかし一般母集
団における無症候性vCJD感染の有病率は不明であり、適切かつ
有効なvCJDのスクリーニング試験はない。血友病患者において
最近確認された1例目の無症候性のvCJD感染症例ならびにメチ
オニン/バリン異型接合患者におけるvCJD報告は、遺伝性出血
性疾患患者を含む「リスクのある」集団において、継続調査が必
要であることを示している。

94 21-Apr-11 110094
武田薬品工
業

注射用乾燥セルモロイ
キン(遺伝子組換え)

ウシの乳由
来成分

ウシの乳

オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド、ア
メリカ

製造
工程

無 無 無

http://www.cdc.gov/media/subtopic/heard.htm 2010.12.17
http://www.cdc.gov/media/subtopic/heard.htm 2010.12.17
http://www.cdc.gov/media/subtopic/heard.htm 2010.12.17
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95 21-Apr-11 110095 わかもと製薬 ウロキナーゼ
ウロキナー
ゼ

人尿 中国
有効
成分

有 無 無 結核
Int J Gynecol Obstet.
109(2010)242-244

インドにおける、性器結核患者の腹腔鏡手術に伴う合併症につい
ての報告。2006年1月から2009年7月に腹腔鏡手術を実施した女
性患者の中で、性器結核患者（87例）と性器結核ではない患者
（226例）で手術中の合併症発現率を比較した。その結果合併症
発現率は性器結核患者において高く、特に骨盤不可視、出血、腹
膜炎において有意に高かった。

結核
China J Orthop & Trauma.
23(2010)485-487

中国における、薬剤抵抗性脊椎結核に関する報告。中国（北京）
において、2005年3月から2009年4月の期間、薬剤抵抗性結核に
おける外科的療法の治療効果を検討するために、薬剤抵抗性脊
椎結核患者60例を対象に診療データをレトロスペクティブに調査
した。その結果、再発例が2例見られたが、どちらも2回目の手術
で回復した。また、神経障害を合併していた34例のうち25例は手
術後に神経機能が回復、9例は改善が見られた。

ウイルス感染
The Weekly
Epidemiological Record.
85(2010)357-364

急性弛緩性麻痺(AFS)サーベイランスの実績及びポリオの発生に
関する報告。2010年8月17日時点でＷＨＯが受理したデータとし
て、世界各国におけるＡＦＳ症例は53,038例、ポリオ確定症例（野
生型ポリオウイルス）は634（612例）例であった。ポリオの発生は
アフリカ地域、東地中海地域、欧州地域および東南アジア地域に
おいて見られた。

HIV、結核 PLoS ONE 2010;6:e10736

中国におけるHIV-結核同時感染に関する報告。中国におけるＨＩ
Ｖ-結核同時感染の有病率を検討するために、MEDLINE又は
Chinese BioMedical Literature Databasesから関連する論文を抽
出し、メタアナリシスを行った。その結果、ＨＩＶ/AIDS群における結
核の有病率は7.2%であり、AIDS患者に限定すると22.8%であった。
また、結核患者のうち0.9%がＨＩＶに感染していると算出された。こ
れらの結果より、新規HIV患者を見つけるために結核患者に対し
ＨＩＶ検査をすることが必要と示唆された。

ペスト
ProMED-mail
20100926.3490

中国（チベット）におけるペストの報告。チベットにおいて5名の患
者がペストと診断され、そのうち1名が肺ペストにより死亡したこと
が、2010年9月23日チベット保健当局より発表された。
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ウイルス感染
ProMED-mail
20101007.3639

各国におけるポリオの報告。[1] 2010年1月～9月、アフガニスタン
においてポリオ症例が18例報告された。当初タジキスタンからウ
イルスが移行した可能性が推測されたが、検査によりパキスタン
から輸入された可能性が示唆された。[2] 2010年1月～9月、アン
ゴラにおいてポリオ症例が24例報告された。アフリカ全土で唯一
のアウトブレイクであり、アンゴラ内とコンゴへ拡大しつつある。

ウイルス感染
ProMED-mail
20101008.3650

各国におけるポリオの報告。[1] 2010年1月～9月、インドにおいて
ポリオが38例報告された。[2]2010年に報告された世界のポリオ
症例は、10月5日時点で706例であった。

ウイルス感染
ProMED-mail
20101022.3820

各国におけるポリオの報告。[1] パキスタンにおける2010年のポリ
オ症例は10月14日時点で78例であり、2009年と比較して2％増加
した。[2] 2010年に報告された世界のポリオ症例は、10月19日時
点で732]例であった。

HIV、結核
Int J Tuberc Lung Dis.
14(2010)1066-1068

インドにおける、ＨＩＶと結核の制御プログラムに関する報告。イン
ドの国家結核制御プログラム（RNTCP）と大規模ＨＩＶ予防プロジェ
クトの共同作業として、ＨＩＶハイリスクグループへの結核スクリー
ニングが推進されている。2007年7月から2008年9月までにＨＩＶハ
イリスクグループの124,371人を対象にしたスクリーニングにより、
3,749人に対して結核診断のため検査が行われ、849人が結核と
診断されたことが報告された。

ウイルス感染
MMWR. 59(2010)1393-
1399

野生型ポリオウイルスの輸入に関する報告。ポリオフリーが宣言
されて以降初めて、欧州地域（タジキスタン、ロシア、トルクメニス
タン、カザフスタン）において野生型ポリオウイルスの輸入例が
2010年に476例報告された。ポリオフリー各国においては、ワクチ
ン接種率の向上とポリオ監視システムの構築が求められる。
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クリミア・コンゴ出
血熱、デング熱

ProMED-mail
20101102.3974

パキスタンにおける出血熱の報告。 [1]シンド州において、クリミ
ア・コンゴ出血熱（CCHF)ウイルスが2名の患者より発見された。
[2]カイバル・パクトゥンクワ州において、CCHFとデング熱に感染し
た患者4名が死亡した。　[3]CCHFにより死亡したパンジャブ州の
12名の患者について、パキスタン保健省が把握していなかったこ
とが報告された。

結核
J Microbiol Immunol
Infect. 43(2010)291-300

台湾における脊椎結核に関する報告。台湾南部の病院で診療を
受けた患者を対象に、2002年1月から2008年12月まで、脊椎結核
の発生状況についてレトロスペクティブに調査を行った。その結
果、総計3,888例の結核患者のうち、脊椎結核は48例（1.2%）で
あった。主な臨床的症状は背部痛、神経異常、発熱で、62.5%の患
者が外科手術を受けていた。平均治療期間は11.4ヵ月で、治療期
間の長さは治療成績と関連がなかったが、外科手術を受けた患
者は回復する確率が高かった。

ウイルス感染

WHO/GAR/Disease
Outbreak News Most
recent news items
2010.11.13

タジキスタン、ロシアにおけるポリオの報告。中央アジアのアウト
ブレイクの中心地であるタジキスタンでは野生ポリオウイルス1型
（WPV1)が458例に確認されたが、2010年7月3日以降新規症例は
確認されていない。しかし、カザフスタンにおいて麻痺を発現した
小児1例から分離されたポリオウイルスを解析した結果、タジキス
タンよりウイルスが蔓延していることが確認された。一方ロシアに
おいても、タゲスタンで2010年9月25日にポリオ症例1例が確認さ
れ、計14例となり、ポリオウイルス伝播の進行が確認されている。

結核
Clin Exp Rheumatol.
28(2010)679-685

関節リウマチ患者における結核リスクに関する報告。香港におい
て、2004年から2008年の期間、慢性関節リウマチ患者2441例を
対象に結核罹患状況をレトロスペクティブに調査した。活動性結
核発症は20例（0.8%）であり、年齢及び性別をマッチさせた対照群
と比較して関節リウマチ患者では発症率が高かった。特に、TNF
ブロッカーによる治療を受けていた81例では4例（4.9%）、発生率比
も有意に高い頻度で発症を認めた。

クリミア・コンゴ出
血熱

ProMED-mail
20110123.0285

イインドにおけるクリミア・コンゴ出血熱(CCHF)に関する報告。
[1] インドのAhmedabadにおいて、CCHFの症例が2例報告され
た。今回の報告をもって、確定症例数は5例となった。
[2] インドのAhmedabaより採取された多くのダニからCCHFウイル
スが検出された。ヒトと異なってCCHFによりダニは死滅せず、ウイ
ルスの拡大が懸念される。
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結核
Dig Dis Sci. 56(2011)188-
196

クローン病と腸結核の鑑別に関する報告。クローン病と腸結核を
鑑別する臨床症状と内視鏡所見を検討するために、2003年6月か
ら2009年2月に得られたクローン病症例130例と腸結核122例をレ
トロスペクティブに調査した。その結果、臨床症状としては、血便、
腸手術、肛門疾患、肺結核、腹水の有無や、皮膚テストが有用で
あることが示唆された。内視鏡所見では、直腸病変、縦走潰瘍、
敷石像、回盲弁性状、蚕食性潰瘍の有無が有用であった。

96 22-Apr-11 110096 塩野義製薬
インターフェロン　ガン
マ-1a（遺伝子組換え）

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 アメリカ
添加
物

無 無 無

97 22-Apr-11 110097 塩野義製薬
インターフェロン　ガン
マ-1a（遺伝子組換え）

カザミノ酸 ウシ乳
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

98 22-Apr-11 110098 塩野義製薬
インターフェロン　ガン
マ-1a（遺伝子組換え）

バクトトリプ
トン

ウシ乳

オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド、ア
メリカ

製造
工程

無 無 無

99 22-Apr-11 110099 塩野義製薬
インターフェロン　ガン
マ-1a（遺伝子組換え）

パンクレア
チン

ブタ膵臓抽出
物

アメリカ、カナ
ダ

製造
工程

無 無 無

100 22-Apr-11 110100
化学及血清
療法研究所

抗HBｓ人免疫グロブリ
ン

抗HBｓ人
免疫グロブ
リン

ヒト血液 米国
有効
成分

有 無 無 コレラ MMWR Vol. 59

ハイチでコレラのアウトブレークが発生し、2010年10月27日時点
で303名の死亡が報告された。2010年10月21日Viblio cholerae
01-serotype Ogawa-biotype E1 Torが同定された。2010年10月27
日現在で4,722人が発症し、うち303名に死亡が報告された。ほと
んどの症例がArtibonite　Departmentで報告されているが、首都
のあるQuest Departmentを含む他の地域にも症例が認められて
いる。

101 22-Apr-11 110101
化学及血清
療法研究所

乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン

デオキシリ
ボヌクレ
アーゼⅠ

ウシ膵臓
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

102 22-Apr-11 110102
化学及血清
療法研究所

乾燥組織培養不活化A
型肝炎ワクチン
乾燥ボツリヌスウマ抗
毒素

リボヌクレ
アーゼA

ウシ膵臓
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

103 22-Apr-11 110103
日本メジフィ
ジックス

放射性医薬品基準人
血清アルブミン五酢酸
テクネチウム（⁹⁹mTc）
注射液

人血清ア
ルブミンジ
エチレント
リアミン五
酢酸テクネ
チウム（⁹⁹
mTc）

生物学的製
剤基準人血
清アルブミン

日本
有効
成分

無 無 無
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104 22-Apr-11 110104
日本ビーシー
ジー製造

乾燥BCG膀胱内用(日
本株)
乾燥BCGワクチン

ウシの胆汁 ウシの胆嚢
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Environmrntal
Quality 39,4,1145-
1152,2010

ウシの牛海綿状脳症、シカやヘラジカの慢性消耗病（CWD)、ヒツ
ジとヤギのスクレイピー、ヒトのクロイツフェルトヤコブ病を含む伝
達性海綿状脳症（TSE)は、進行性の神経変性病で、異常折りたた

みフォームのプリオンタンパク質（PrPTSE)がTSEの感染能に関連
しており、感染物質の主な成分を構成している。CWDとスクレイ
ピーの環境上の伝播経路として、土壌が考えられている。砂土あ
るいはシルトを比較的高い割合で含有する土壌及び低有機炭素

成分含有の5種類の土壌を介したPrPTSEの運搬について検討し
た。その結果、分解された組織から土壌に放出されたTSE病原体
は、低有機炭素成分を含有した初期堆積部位に留まり、感染した
死体が地表表面に堆積された場合には、他の動物の感染源とな
る可能性が示唆される。

105 22-Apr-11 110105
ＣＳＬベーリン
グ

フィブリノゲン加第ⅩⅢ
因子
人血液凝固第ⅩⅢ因
子

人血液凝
固第ⅩⅢ
因子

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

有効
成分

有 無 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

106 22-Apr-11 110106
ＣＳＬベーリン
グ

乾燥pH4処理人免疫グ
ロブリン

人免疫グロ
ブリンG

ヒト血液 ドイツ
有効
成分

有 無 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

107 22-Apr-11 110107
ＣＳＬベーリン
グ

抗破傷風人免疫グロブ
リン

破傷風抗
毒素

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

有効
成分

有 有 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。

108 22-Apr-11 110108
ＣＳＬベーリン
グ

乾燥pH4処理人免疫グ
ロブリン

ペプシン ブタ胃粘膜 米国
製造
工程

無 無 無



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

109 22-Apr-11 110109
ＣＳＬベーリン
グ

　-
ヒトフィブリ
ノゲン

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

有効
成分

有 無 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

110 22-Apr-11 110110
ＣＳＬベーリン
グ

　-
ヒトアルブ
ミン

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

添加
物

有 無 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

111 22-Apr-11 110111
ＣＳＬベーリン
グ

　-
アンチトロ
ンビンⅢ

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

製造
工程

有 無 無 E型肝炎
Vox Sanguinis
2010,99(Suppl.1) 1-516

血漿分画プールにおけるＥ型肝炎ウイルス（HEV)の広範囲な分
布について、血漿分画プール中のHEV RNAの存在と抗HIV IgG抗
体の濃度から検討された。その結果、約10％の血漿分画プール
がHEV RNA陽性で、陽性プールの地理的分布はヨーロッパ、北ア
メリカ、東南アジアの数カ国を含み、広範囲にわたっていた。同定
された株の系統発生解析により、genotype4がアジアのプールに
限定されていたのに対し、genotype3はヨーロッパと北アメリカの
プールで確認された。IgG抗HEV抗体とHEV RNAの間で相関関係
は見られず、抗HEV抗体の濃度はアジアのプールでより高かっ
た。以前HEV RNAが日本と中国の供血者で確認されたのに対し、
血漿分画プールにおけるHEV RNAの分析はこれまで報告された
ことがない。血漿分画製剤のHEVのリスクを判定するために、更
なるプールのHEV RNA量を測定する調査が現在行われいる。

インフルエンザ
Biologicals 38,2010,652-
657

2009年のインフルエンザAウイルスH1N1の世界的流行が未だ猛
威をふるっているが、このアウトブレイクによる血漿分画製剤の安
全性への影響についてほとんど報告されていない。血漿分画製
剤の安全性を評価するため、製造で使用される特定のウイルスク
リアランス工程におけるウイルス除去効果が調査された。本研究
では、インフルエンザAウイルスH1N1株A/NWS/33(H1N1)をモデ
ルウイルスとした。アルブミンの製造工程では、パスツリゼージョ
ンだけでなくフラクションⅣ分画によりH1N1は不活化された。ま
た、静注用免疫グロブリンの製造工程で、フラクションⅢ分画に
よって沈殿物中にH1N1は除去され、低pHインキュベーションによ
り完全に不活化された。第Ⅷ因子の製造工程では、0.3％リン酸ト
リ-n-ブチルと1.0％トリトンX-100を用いたS/D処理で1分以内に
完全に不活化され、また98℃乾燥加熱でも10分以内に不活化さ
れた。アンチトロンビンⅢの製造工程においても、ViresolveNFP
フィルターでH1N1は除去され、パスツリゼージョン処理で不活化さ
れた。以上の結果から、H1N1は一般に用いられるウイルスクリア
ランス工程により、効果的に不活化・除去されことがわかった。

112 22-Apr-11 110112
ＣＳＬベーリン
グ

　- ヘパリン ブタ腸粘膜 中国
製造
工程

無 無 無

113 22-Apr-11 110113
ＣＳＬベーリン
グ

　-
アプロチニ
ン

ウシ肺
ウルグアイ、
ニュージーラ
ンド

有効
成分

無 無 無

114 22-Apr-11 110114
ＣＳＬベーリン
グ

　-
ウマコラー
ゲン

ウマ深部指
状屈筋腱

フランス、ドイ
ツ、ベル
ギー、イタリ
ア、オーストリ
ア、米国、カ
ナダ、ブラジ
ル

支持
体

無 無 無



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

115 22-Apr-11 110115
ＣＳＬベーリン
グ

　-
トロンボプ
ラスチン

ウサギ脳
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

116 22-Apr-11 110116
ＣＳＬベーリン
グ

　-
　-

トロンビン
画分

ウシ血液
ニュージーラ
ンド

有効
成分

無 無 無

117 26-Apr-11 110117
大日本住友
製薬

インターフェロン　アル
ファ(NAMALWA)

マウスハイ
ブリドーマ
由来モノク
ローナル抗
体

マウス細胞 日本
製造
工程

無 無 無

118 26-Apr-11 110118
大日本住友
製薬

インターフェロン　アル
ファ(NAMALWA)

ヒトリンパ
芽球細胞
樹立株ナマ
ルバ細胞

ヒト細胞 　-
製造
工程

無 無 無

119 26-Apr-11 110119
大日本住友
製薬

インターフェロン　アル
ファ(NAMALWA)

鶏卵由来
成分

鶏卵 　-
製造
工程

無 無 無

120 26-Apr-11 110120 日本製薬
乾燥抗破傷風人免疫
グロブリン

破傷風抗
毒素

人血液 米国
有効
成分

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Haemophilia 2010;16,305-
315

英国の血液製剤による感染と遺伝性出血性疾患患者における英
国の血液製剤による影響のリスクを低減する為の対策について
報告された。vCJDの発生後、感染及び二次感染拡大のリスクを
最小限に抑えるため、2004年に供血後にvCJDを発症したドナー
から採取された血漿を含んでいるかどうかに関わらず、1980年か
ら2001年までの間に英国でプールされた血液凝固因子製剤を投
与された患者全員に予防措置が実施された。以降、英国における
vCJDの新規症例は減尐し、過去に関係する血液または血液製剤
の投与を受けたvCJD患者は見つかっていない。しかし一般母集
団における無症候性vCJD感染の有病率は不明であり、適切かつ
有効なvCJDのスクリーニング試験はない。血友病患者において
最近確認された1例目の無症候性のvCJD感染症例ならびにメチ
オニン/バリン異型接合患者におけるvCJD報告は、遺伝性出血
性疾患患者を含む「リスクのある」集団において、継続調査が必
要であることを示している。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

その他

http://www.ema.europa.eu
/ema/index.jsp?curl=page
s/regulation/general/gene
ral_content_000388.jsp&mi
d=WC0b01ac0580032ec8&
murl=menus/regulations/r
egulations.jsp&jsenabled=t
rue

血漿分画製剤の添付文書において感染性病原体に関する警告
の標準的な記載を示すドラフトガイドラインである。今回の改訂に
よりイントロダクションのみが変更され、変異型クロイツフェルト・ヤ
コブ病（vCJD）に関連する改訂と、添加剤としてのアルブミンに関
する追記があった。
・SmPC 4.4, 項の“Special warnings and special precautions for
use”に感染性病原体に関する警告を記すべきである。
・ｖCJDについては、特定の記述を行うかについて検討したが、
CHMP　Position Statementによる情報提供を継続するとの結論
になった。
・確立された製造工程で欧州薬局方の規格どおりに製造されたア
ルブミンについて、ウイルス感染の報告はない。医薬品の添加剤
としてアルブミンが使用された場合、アルブミンに関する警告の記
載は不要である。

121 26-Apr-11 110121 日本製薬
乾燥抗HBs人免疫グロ
ブリン

抗HBｓ抗
体

人血液 米国
有効
成分

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Haemophilia 2010;16,305-
315

英国の血液製剤による感染と遺伝性出血性疾患患者における英
国の血液製剤による影響のリスクを低減する為の対策について
報告された。vCJDの発生後、感染及び二次感染拡大のリスクを
最小限に抑えるため、2004年に供血後にvCJDを発症したドナー
から採取された血漿を含んでいるかどうかに関わらず、1980年か
ら2001年までの間に英国でプールされた血液凝固因子製剤を投
与された患者全員に予防措置が実施された。以降、英国における
vCJDの新規症例は減尐し、過去に関係する血液または血液製剤
の投与を受けたvCJD患者は見つかっていない。しかし一般母集
団における無症候性vCJD感染の有病率は不明であり、適切かつ
有効なvCJDのスクリーニング試験はない。血友病患者において
最近確認された1例目の無症候性のvCJD感染症例ならびにメチ
オニン/バリン異型接合患者におけるvCJD報告は、遺伝性出血
性疾患患者を含む「リスクのある」集団において、継続調査が必
要であることを示している。

http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true


ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

その他

http://www.ema.europa.eu
/ema/index.jsp?curl=page
s/regulation/general/gene
ral_content_000388.jsp&mi
d=WC0b01ac0580032ec8&
murl=menus/regulations/r
egulations.jsp&jsenabled=t
rue

血漿分画製剤の添付文書において感染性病原体に関する警告
の標準的な記載を示すドラフトガイドラインである。今回の改訂に
よりイントロダクションのみが変更され、変異型クロイツフェルト・ヤ
コブ病（vCJD）に関連する改訂と、添加剤としてのアルブミンに関
する追記があった。
・SmPC 4.4, 項の“Special warnings and special precautions for
use”に感染性病原体に関する警告を記すべきである。
・ｖCJDについては、特定の記述を行うかについて検討したが、
CHMP　Position Statementによる情報提供を継続するとの結論
になった。
・確立された製造工程で欧州薬局方の規格どおりに製造されたア
ルブミンについて、ウイルス感染の報告はない。医薬品の添加剤
としてアルブミンが使用された場合、アルブミンに関する警告の記
載は不要である。

122 26-Apr-11 110122
ジェンザイ
ム・ジャパン

アルグルコシダーゼ
アルファ(遺伝子組換
え)

アルグルコ
シダーゼ
アルファ(遺
伝子組換
え)

遺伝子組換
えチャイニー
ズハムスター
卵巣細胞

宿主細胞株
は、
Dr.Lawrence
Chasin(Colum
biaUniversity)
より入手した

有効
成分

無 無 無

123 26-Apr-11 110123
ジェンザイ
ム・ジャパン

アルグルコシダーゼ
アルファ(遺伝子組換
え）

ウシ血清 ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

124 26-Apr-11 110124
ジェンザイ
ム・ジャパン

アルグルコシダーゼ
アルファ(遺伝子組換
え）

トリプシン ブタ膵臓 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

125 26-Apr-11 110125 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

抗不純蛋
白質抗体

ウサギ血清 日本
製造
工程

無 無 無

126 26-Apr-11 110126 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

プラスミン ウシ血清
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
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127 26-Apr-11 110127 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
清

オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド、コ
スタリカ、ニカ
ラグア、エル
サルバドル、
パナマ又はウ
ルグアイ
（MCBに一部
米国産を含
む）

製造
工程

無 無 無

128 26-Apr-11 110128 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

遺伝子組
換え細胞

ベビーハムス
ターの腎臓

数10年前に
樹立したマス
ターセルバン
クに使用した
細胞株のた
め原産国不
明

製造
工程

無 無 無

129 26-Apr-11 110129 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

トリプシン ブタ膵臓 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

130 26-Apr-11 110130 エーザイ
モンテプラーゼ(遺伝子
組換え)

抗モンテプ
ラーゼモノ
クローナル
抗体

マウス腹水 日本
製造
工程

無 無 無

131 27-Apr-11 110131
グラクソ・スミ
スクライン

乳濁A型インフルエン
ザHAワクチン(H1N1株)

デオキシ
コール酸ナ
トリウム

ウシ(胆汁)

アルゼンチ
ン、オーストラ
リア、オースト
リア、ベル
ギー、ブラジ
ル、カナダ、
チリ、コロンビ
ア、デンマー
ク　他

製造
工程

無 無 無

132 27-Apr-11 110132
グラクソ・スミ
スクライン

乳濁A型インフルエン
ザHAワクチン(H1N1株)

デオキシ
コール酸ナ
トリウム

ヒツジ(胆汁)
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

133 27-Apr-11 110133
グラクソ・スミ
スクライン

乳濁A型インフルエン
ザHAワクチン(H1N1株)

SPF発育鶏
卵

ニワトリ(SPF
発育鶏卵)

米国
製造
工程

無 無 無

134 27-Apr-11 110134
グラクソ・スミ
スクライン

乳濁A型インフルエン
ザHAワクチン(H1N1株)

発育鶏卵
ニワトリ(発育
鶏卵)

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

135 28-Apr-11 110135
メルクセロー
ノ株式会社

ソマトロピン(遺伝子組
換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

マスターセル
バンク(不
明)、ワーキン
グセルバンク
(米国)

製造
工程

無 無 無
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136 28-Apr-11 110136
メルクセロー
ノ株式会社

ソマトロピン(遺伝子組
換え)

C127細胞
株(マウス
細胞)

マウス細胞 米国
製造
工程

無 無 無

137 28-Apr-11 110137
メルクセロー
ノ株式会社

ソマトロピン(遺伝子組
換え)

トリプシン ブタ膵臓 米国
製造
工程

無 無 無

138 28-Apr-11 110138 バイエル薬品

インターフェロンベータ
-1ｂ(遺伝子組換え)
イットリウム(⁹⁰Y)イブリ
ツモマブチウキセタン
インジウム（¹¹¹I）イブリ
ツモマブチウキセタン

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 米国
添加
物

有 無 無 HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

139 28-Apr-11 110139 バイエル薬品
オクトコグ　アルファ(遺
伝子組換え)

加熱人血
漿たん白

ヒト血液 米国
製造
工程

有 無 無 HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

140 28-Apr-11 110140 バイエル薬品
オクトコグ　アルファ(遺
伝子組換え)

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 米国
製造
工程

有 無 無 HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。
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141 28-Apr-11 110141 バイエル薬品
オクトコグ　アルファ(遺
伝子組換え)

ヒトトランス
フェリン

ヒト血液 米国
製造
工程

有 無 無 HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

142 28-Apr-11 110142
メルスモン製
薬

胎盤絨毛分解物
胎盤絨毛
分解物

ヒト胎盤 日本
有効
成分

無 無 無

143 28-Apr-11 110143
株式会社大
塚製薬工場

－
ヘパリンナ
トリウム

健康なブタの
小腸粘膜抽
出物

米国、カナ
ダ、中国、ブ
ラジル、欧州

有効
成分

有 無 無 インフルエンザ
ProMED-mail
20101112.4117

2010年11月12日、米国においてブタ由来インフルエンザH3N2に
感染した2症例（Wisconsin州及びPennsylvania州） について報告
された（FluView報告）。両症例は生育ブタと近接していたことが確
認されたが、2例の発症日は6週間以上離れており、ウイルス遺伝
子はいくつか異なり、2人は関連性がない。両州では、当該ウイル
スの地域感染は認められていない。ブタインフルエンザにヒトが感
染した稀な例である。2005年以降、米国CDCに報告されたブタ由
来インフルエンザウイルスによるヒト感染症 計18人 (今回の2症
例を含む)。このうち、ブタ由来 A型 (H3N2)ウイルスは過去 3症
例、今回 2症例(計 5症例)である。

人畜共通感染症
Clinical Medicine. 10:517-
518,2010

豚足肺、Pasteurella multocidaの新規の家庭内感染について報告
された。Pasteurella multocidaは非運動性、嫌気性グラム陰性桿
菌である。これまでに考えられていなかった、豚足の家庭料理を
介した人畜間伝播経路が報告された。

144 28-Apr-11 110144 バクスター 人血清アルブミン
人血清ア
ルブミン

人血漿 米国
有効
成分

無 無 無

145 09-May-11 110145 沢井製薬 ヘパリンカルシウム
ヘパリンカ
ルシウム

ブタ腸粘膜 中国
有効
成分

無 無 無

146 16-May-11 110146 ファイザー ポルフィマーナトリウム
ポルフィ
マーナトリ
ウム

ブタ血液 オランダ
有効
成分

無 無 無



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
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適正
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感染症（PT） 出典 概要

147 17-May-11 110147
メルクセロー
ノ株式会社

ホリトロピン　アルファ
(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

マスターセル
バンク(米
国)、ワーキン
グセルバンク
(米国)

製造
工程

無 無 無

148 17-May-11 110148
メルクセロー
ノ株式会社

ホリトロピン　アルファ
(遺伝子組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣

不明
製造
工程

無 無 無

149 18-May-11 110149
サノフィ・アベ
ンティス

エノキサパリンナトリウ
ム

ヘパリンナ
トリウム

ブタ腸粘膜

アメリカ、カナ
ダ、フランス、
ドイツ、ベル
ギー、オラン
ダ及びオース
トリア

有効
成分

有 無 無 インフルエンザ
CDC/MMWR 2010；
59(50)1651-1655

2010年10月3日から12月11日までの米国におけるインフルエンザ
活動性の報告である。新規のインフルエンザAウイルスとしては3
症例（Wisconsin、Pennsylvania、Minnesotaから1例ずつ）が報告さ
れ、どれもブタ由来インフルエンザA（H3N2）感染であった。3症例
に関連は無く、ウイルス株は類似しているが同一ではなかった。ヒ
ト・ヒト伝播は先の2症例では認められず、3例目は調査中である。

150 19-May-11 110150
ジェンザイ
ム・ジャパン

ラロニダーゼ(遺伝子組
換え)

ラロニダー
ゼ(遺伝子
組換え)

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

宿主細胞系
は、Donald
Wiley(UCSD
大学)及び
James
paulson(UCL
A大学)より入
手したジヒド
ロ葉酸還元
酵素（DHFR)
欠損チャイ
ニーズハムス
ター卵巣細胞
である

有効
成分

無 無 無

151 19-May-11 110151
ジェンザイ
ム・ジャパン

ラロニダーゼ(遺伝子組
換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

米国、カナ
ダ、メキシコ、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

152 19-May-11 110152
ジェンザイ
ム・ジャパン

ラロニダーゼ(遺伝子組
換え)

トリプシン ブタ膵臓 米国･カナダ
製造
工程

無 無 無

153 19-May-11 110153
ジェンザイ
ム・ジャパン

抗ヒト胸腺細胞ウサギ
免疫グロブリン

抗ヒト胸腺
細胞ウサ
ギ免疫グロ
ブリン

ウサギ血清
フランス、ベ
ルギー

有効
成分

無 無 無

154 19-May-11 110154
ジェンザイ
ム・ジャパン

抗ヒト胸腺細胞ウサギ
免疫グロブリン

胸腺細胞 ヒト胸腺

米国､カナダ､
スウェーデ
ン､スロバキ
ア､チェコ､デ
ンマーク､ノル
ウェー､フィン
ランド､ポーラ
ンド、リトアニ
ア、ベルギー

製造
工程

無 無 無
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155 19-May-11 110155
ジェンザイ
ム・ジャパン

抗ヒト胸腺細胞ウサギ
免疫グロブリン

赤血球 ヒト血液 米国
製造
工程

無 無 無

156 20-May-11 110156
富士フイルム
ＲＩファーマ

テクネチウム人血清ア
ルブミン(⁹⁹mTc)

テクネチウ
ム人血清
アルブミン
(⁹⁹mTc)

ヒト血液 日本
有効
成分

無 無 無

157 24-May-11 110157
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

バシリキシ
マブ(遺伝
子組換え)

マウスモノク
ローナル抗体

　-
有効
成分

無 無 無

158 24-May-11 110158
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

マウスハイ
ブリドーマ
細胞

マウスハイブ
リドーマ細胞
株

不明
製造
工程

無 無 無

159 24-May-11 110159
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ヒト血清ア
ルブミン

ヒト血液 スイス
製造
工程

無 無 無

160 24-May-11 110160
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ヒトトランス
フェリン

ヒト血液
フランス、
オーストリア、
ドイツ

製造
工程

無 無 無

161 24-May-11 110161
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ウシ胎仔血
清

ウシ血液 アメリカ
製造
工程

無 無 無

162 24-May-11 110162
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ウシインス
リン

ウシ膵臓抽
出物

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

163 24-May-11 110163
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ウシペプト
ン

ウシの皮及
び骨由来ゼラ
チン

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

164 24-May-11 110164
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ウシトリプト
ン

ウシの乳及
びブタの膵臓
由来酵素

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

165 24-May-11 110165
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ウシTPCK
処理トリプ
シン

ウシの膵臓
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

166 24-May-11 110166
ノバルティス
ファーマ

バシリキシマブ(遺伝子
組換え)

ブタカルボ
キシペプチ
ダーゼ

ブタの膵臓 アメリカ
製造
工程

無 無 無

167 24-May-11 110167 ファイザー
エタネルセプト(遺伝子
組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣

不明
製造
工程

無 無 無
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168 25-May-11 110168 日本製薬 人免疫グロブリン
免疫グロブ
リンG

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 その他

http://www.ema.europa.eu
/ema/index.jsp?curl=page
s/regulation/general/gene
ral_content_000388.jsp&mi
d=WC0b01ac0580032ec8&
murl=menus/regulations/r
egulations.jsp&jsenabled=t
rue

血漿分画製剤の添付文書において感染性病原体に関する警告
の標準的な記載を示すドラフトガイドラインである。今回の改訂に
よりイントロダクションのみが変更され、変異型クロイツフェルト・ヤ
コブ病（vCJD）に関連する改訂と、添加剤としてのアルブミンに関
する追記があった。
・SmPC 4.4, 項の“Special warnings and special precautions for
use”に感染性病原体に関する警告を記すべきである。
・ｖCJDについては、特定の記述を行うかについて検討したが、
CHMP　Position Statementによる情報提供を継続するとの結論
になった。
・確立された製造工程で欧州薬局方の規格どおりに製造されたア
ルブミンについて、ウイルス感染の報告はない。医薬品の添加剤
としてアルブミンが使用された場合、アルブミンに関する警告の記
載は不要である。

B型肝炎
Clin Infect Dis.
52(2011)624-632

オカルトB型肝炎（OHB)供血者によるHBVの伝播性に関する報
告。ヒト肝細胞を移植したキメラマウス4匹に対し、2名のOHB供血
者の血清サンプルを接種し、血清および肝臓HBV-DNAレベルを
測定したところ、1匹で接種から5週間後および7週間後に血清
HBV-DNAが検出された。また、OHB供血者10名（うち9名はHBｓ
抗原陽性）から遡って特定した受血者49名についてＨＢＶ感染の
検査を行ったところ、陽性であったのは4名であった。そのうち3名
では供血者とのＨＢＶゲノム相同性から輸血による伝播が否定さ
れ、1名が輸血によるＨＢＶ感染と判定された。これらの結果より、
OHB供血者由来の血液で感染する可能性があることが示唆され
た。しかし、ヒトにおけるＨＢＶの伝播リスクは、特にHBｓ抗原陽性
のOHV供血者からの血液製剤では、低かった。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

Nat Med. 17(2011)175-
178

異常プリオン（PrPSc）の検出法に関する報告。QUIC法を用いた
PrPsc増幅技術は超音波処理の必要がないためamyloid seeding
アッセイ法より簡便であるが、CJD検体の脳脊髄液（CSF)から高
感度にPrPScを検出することはできない。そのため、QUIC法を改
良したreal-time quaking-induced conversion（RT-QUIC）法を開
発したところ、希釈したCJD脳ホモジネートにおいて1fg以上の
PrPScを48時間以内に検出することが可能であった。また、日本
の18検体及びオーストラリアの30検体のCSFを用いた盲検試験を
行ったところ、感度は80％以上、特異性は100%であった。これらの
結果から、RT-QUIC法を用いたCSFの検査は早期の迅速かつ特
異的なCJDの検出を可能とし得ることが示唆された。

http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
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169 25-May-11 110169 日本製薬
乾燥抗D(Rho)人免疫
グロブリン

抗D(Rho)
抗体

人血液 米国
有効
成分

有 無 無 その他

http://www.ema.europa.eu
/ema/index.jsp?curl=page
s/regulation/general/gene
ral_content_000388.jsp&mi
d=WC0b01ac0580032ec8&
murl=menus/regulations/r
egulations.jsp&jsenabled=t
rue

血漿分画製剤の添付文書において感染性病原体に関する警告
の標準的な記載を示すドラフトガイドラインである。今回の改訂に
よりイントロダクションのみが変更され、変異型クロイツフェルト・ヤ
コブ病（vCJD）に関連する改訂と、添加剤としてのアルブミンに関
する追記があった。
・SmPC 4.4, 項の“Special warnings and special precautions for
use”に感染性病原体に関する警告を記すべきである。
・ｖCJDについては、特定の記述を行うかについて検討したが、
CHMP　Position Statementによる情報提供を継続するとの結論
になった。
・確立された製造工程で欧州薬局方の規格どおりに製造されたア
ルブミンについて、ウイルス感染の報告はない。医薬品の添加剤
としてアルブミンが使用された場合、アルブミンに関する警告の記
載は不要である。

B型肝炎
Clin Infect Dis.
52(2011)624-632

オカルトB型肝炎（OHB)供血者によるHBVの伝播性に関する報
告。ヒト肝細胞を移植したキメラマウス4匹に対し、2名のOHB供血
者の血清サンプルを接種し、血清および肝臓HBV-DNAレベルを
測定したところ、1匹で接種から5週間後および7週間後に血清
HBV-DNAが検出された。また、OHB供血者10名（うち9名はHBｓ
抗原陽性）から遡って特定した受血者49名についてＨＢＶ感染の
検査を行ったところ、陽性であったのは4名であった。そのうち3名
では供血者とのＨＢＶゲノム相同性から輸血による伝播が否定さ
れ、1名が輸血によるＨＢＶ感染と判定された。これらの結果より、
OHB供血者由来の血液で感染する可能性があることが示唆され
た。しかし、ヒトにおけるＨＢＶの伝播リスクは、特にHBｓ抗原陽性
のOHV供血者からの血液製剤では、低かった。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

Nat Med. 17(2011)175-
178

異常プリオン（PrPSc）の検出法に関する報告。QUIC法を用いた
PrPsc増幅技術は超音波処理の必要がないためamyloid seeding
アッセイ法より簡便であるが、CJD検体の脳脊髄液（CSF)から高
感度にPrPScを検出することはできない。そのため、QUIC法を改
良したreal-time quaking-induced conversion（RT-QUIC）法を開
発したところ、希釈したCJD脳ホモジネートにおいて1fg以上の
PrPScを48時間以内に検出することが可能であった。また、日本
の18検体及びオーストラリアの30検体のCSFを用いた盲検試験を
行ったところ、感度は80％以上、特異性は100%であった。これらの
結果から、RT-QUIC法を用いたCSFの検査は早期の迅速かつ特
異的なCJDの検出を可能とし得ることが示唆された。

http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
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170 25-May-11 110170
日本赤十字
社

解凍人赤血球濃厚液
解凍人赤
血球濃厚
液

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行いさらにリスク群へ適切な予防接種プログラ
ムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Lancet. 2010 Sep
11;376(9744):895-902.
Epub 2010 Aug 20.

健康成人における組換えE型肝炎ワクチンHEV239（Hecolin;
Xiamen Innovax Biotech,Xiamen,China）の有効性及び安全性を多
施設共同無作為二重盲検プラセボ対照試験（第Ⅲ相）により評価
した。中国の江蘇省で16～65歳の健康成人において、HEV239群
とプラセボ群を1:1に無作為割付けを行い、HEV239群には
HEV239ワクチンを、プラセボ群にはB型肝炎ワクチンを0、1、6カ
月に1回（全3回）筋注投与し、19カ月間追跡調査された。主要評
価項目は3回目の投与後31日目から12カ月の間のE型肝炎の予
防効果とされた。参加者はHEV239群（n=56,302）またはプラセボ
群（n=56,302）に無作為割付けされ、うち、全3回の接種を受けた
HEV239群48,693名（86％）とプラセボ群48,663名（86％）が有効性
の一次分析にかけられた。参加者のうち11,165名がE型肝炎ウイ
ルスIgGの検査を受け、そのうち5,285名（47％）が抗体陽性であっ
た。3回目の投与30日後から12カ月間に、プラセボ群の15名がE
型肝炎を発症したのに対し、HEV239の有効性は100.0％（95％ Cl
72.1-100.0）であった。HEV239に関連する重篤な有害事象は示さ
れなかった。以上よりHEV239は、中国の一般集団におけるE型肝
炎の予防に有効であると結論づけている。
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E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数をセーブしていると示唆された。

ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。
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ウエストナイルウイ
ルス

 J Infect Dis. 2010 Nov
1;202(9):1354-61.

供血者スクリーニングによりウイルス血症と特定された者におけ
るウエストナイル熱の特徴について報告された。2003年6月から
2008年にかけて米国赤十字は、初回検査でウエストナイルウイル
ス（WNV ）RNA陽性となった供血者1,436名について、さらに経過
観察と追加検査を行ったところ、821名の供血者がWNV感染症で
あると確認され、残りは未確定または偽陽性であった。WNV感染
症の症状を576名の初期WNV感染者と、未感染者の間で比較し
たところ、WNV感染者の26％に、8症状（新しい発疹、全身の虚脱
感、頭痛、重篤な筋肉痛、関節痛、発熱、悪寒、眼痛）のうち尐な
くとも3症状が存在すると推定された。症状を有する患者の半数近
くが治療を求めたが、医療機関の認識不足のためWNV感染の診
断を受けた者はわずか5％であった。また、女性および高いウイ
ルス量の者は他の被験者より症状が発現する可能性が高かっ
た。

真菌感染
Clin Infect Dis.
52(2011)e94-98

臓器移植によるCryptococcus neoformansの伝播に関する症例
報告。クリプトコッカス髄膜脳炎であった1人のドナーから臓器移
植を受け、クリプトコッカス症と診断を受けた3人のレシピエントに
ついて報告された。肝臓を移植された患者と片方の腎臓を移植さ
れた患者はクリプトコッカス敗血症と肺炎を発症した。もう片方の
腎臓を移植された患者はクリプトコッカス敗血症と髄膜炎を発症し
た。腎臓を移植された2人の患者は、抗真菌治療により回復した。
多遺伝子配列タイピングによりレシピエント分離株4つを検査した
ところ、それらが同じ対立遺伝子を有する事を認めた。このドナー
は移植時、未解明の神経病態であり後の剖検によりクリプトコッカ
ス髄膜炎であったと診断されていた。

サルモネラ ProMED 20100915.3343

アイルランドでアヒル卵を摂取することによるサルモネラ症計24例
が報告され、アイルランドで近年記録された食中毒の中でも最大
規模の流行となっている。感染者の年齢層は生後5カ月～80歳に
わたり、最近の症例は裏庭や個人農場から得られたアヒル卵を
摂取したことから感染に至っている傾向がある。これを考慮してア
イルランド当局では、2010年9月14日、アヒル卵の安全な摂取法
に関する助言を行った。また、アヒル卵に触った後の手洗い等の
衛生管理を継続することの重要性について警告している。サルモ
ネラネズミチフス菌DT8感染の症状は、嘔吐や下痢による軽度の
症状から生命を脅かす疾患に変化してきている。乳児や妊婦、高
齢者や病人は最も危険にさらされているため特に注意が必要で
ある。この食中毒の集団発生に鶏卵は関係していない。
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チクングニヤウイ
ルス感染

http://medical.nikkeibp.co.
jp/leaf/mem/pub/hotnews
/int/201010/516836.html

日本の蚊で伝播する新種ウイルス感染症　チクングニヤ熱が4類
感染症に指定された。2010年10月1日、厚生科学審議会感染症
分科会感染症部会において、アジア・アフリカ諸国での流行が問
題となっているチクングニヤ熱を感染症法における4類感染症に
追加することが合意された。4類感染症に指定されることで、患者
を診断した医師には速やかな届け出が義務づけられる。さらに今
回の部会では、チクングニヤ熱を検疫の対象となる感染症（検疫
感染症）に追加することも合意された。チクングニヤ熱は日本国
内に広く生息するヒトスジシマカの媒介で伝播する。急性期の患
者における血中のウイルス量は多く、当該患者を刺した蚊を介し
てさらに感染者が広まる危険性がある。そのため感染症部会は、
日本に持ち込まれたチクングニヤ熱が、国内で広まる可能性は十
分高いと危惧している。

デング熱 ProMED 20100927.3506

アジア地域、オーストラリア、ヨーロッパ、南アメリカのデング熱更
新情報について：フィリピンIloilo市では、2010年1月1日～9月18日
までに4,825例（死亡27例）。台湾Kaohsiung市では、2010年これま
でに227例。ベトナムでは、2010年これまでに55,400例。タイでは、
2010年1月～9月11日までに75,852例（死亡87例）。インドネシア
Jakarta地域では、2010年1月～9月までに1,565例。マレーシアで
は2010年これまでに死亡107例（前年死亡70例）。香港では、2010
年これまでに43例。ネパールChitwanで7,000例以上の症例（尐な
くとも死亡19例/月）。インドDelhiでは、95症例以上、蚊媒介性疾
患は計2,916例。インドBiharでは陽性518例（死亡6例）。パキスタ
ンKarachiでは、2010年これまでに356例（216例が陽性）。オースト
ラリア（クイーンズランド州北部） では、4例が陽性、別8例が判定
待ち。モナコでは、カリブから戻った18歳居住者に感染が認めら
れた。フランスCorsicaでは、アジア旅行者の3例に症状が発現。フ
ランス（アルプ・マリティームでは2例。プエルトリコでは、2010年こ
れまでに死亡23例。ホンジュラスでは、2010年これまでに死亡68
例。ブラジルRoraimaでは、テング熱4型が12例に増加。ブラジル
Sao Pauloでは、4,100例（死亡17例）。パラグアイでは、2010年こ
れまでの疑い症例数21,443例、確定症例数が13,678例。

感染
CDC/MMWR
59(36);1165-1170

2009年12月14日、ミシシッピー州で、同一ドナーからの腎臓移植
レシピエント2名が移植により脳炎を発症した可能性があると米国
疾病管理予防センター（CDC）に報告された。CDCはドナーの剖
検脳組織からアメーバを発見し、その後、ドナー及び2レシピエント
2名由来の検体における検査により、バラムチア・アメーバ性肉芽
腫性脳炎（GAE）の伝播が確認された。これはBalamuthia
mandrillarisに起因する稀な疾患である。レシピエント2名のうち１
名（31歳女性）は死亡し、もう１名（27歳男性）は右腕、両脚、視力
に後遺症があるが生存している。同一ドナーから心臓移植と肝臓
移植を受けたレシピエントには感染の徴候は見られていない。ド
ナー（4歳）はインフルエンザA感染症を発症後、急性散在性脳脊
髄炎で死亡したと推定される。これは臓器移植によるバラムチア
感染症の初めての報告である。
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細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウィルス
Transfusion. 2010
Aug;50(8):1712-21

関連供血者と受血者のサンプル分析により確認された、赤血球
輸血によるパルボウイルスB19（B19）感染について報告された。
受血者のB19 DNAについてはPCR法、B19 IgG抗体については
EIA法を用いて検査を行った。輸血に関連しない感染を除外する
ため、B19 DNA陽性受血者の輸血前サンプル及び関連供血者サ
ンプルのB19 DNA、IgG、IgM抗体を検査した。感染の確認のため
にDNA配列解析と系統発生解析を行った。その結果、受血者869
人中14人（1.6%）がB19 DNA陽性であったが、受血者869人中1人
（0.12%）が輸血による感染と確定された。この受血者は、急性感

染した供血者からの赤血球（1単位中5×1010 IU のB19 DNAを含
む）及び他の供血者3名からの赤血球（1,320 IUのB19 IgG抗体を
含む）を輸血されていた。感染率(0.12%)は低いが、米国において
毎年数百～数千例の感染症が発症する可能性がある。ほとんど
の場合無症候性であるが、新生児や免疫不全状態、溶血状態に
ある者の場合、重篤になることがある。
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パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。

細菌感染

USA TODAY. Available
from:
http://www.usatoday.com
/yourlife/health/medical/
2010-09-17-
1Asuperbug17_ST_N.htm

抗生物質の機能を一時的に阻害する酵素Klebsiella pneumoniae
carbapenamase（KPC）を産生する遺伝子を備えた強力な薬剤耐
性菌が米国の35州を超える病院で報告されている。この細菌は
重篤な疾患患者を襲い、死亡率は全症例の30～60％に及ぶ。米
国疾病管理予防センター（CDC）によると、New Delhi metallo-β -
lactamase 1（NDM-1）は米国では稀であり、KPCの方がはるかに
一般的で、現在では米国の半分以上の州で報告されているとい
う。この細菌に対する唯一の薬にポリミキシンがあるが、腎臓に有
毒であるため数年前からほとんど使用されていない。従って予防
は極めて重要である。2009年3月にCDCは予防に関する新しいガ
イドラインを示し、特にカルバペネム耐性菌感染症と診断される患
者を治療する医師は、ガウンと手袋を着用して自身を守るととも
に、他の患者への感染を防がなくてはならないとしている。

細菌感染
Transfusion. 51(2011）
531-538

アフェレーシス血小板細菌汚染を防止するための皮膚消毒に関
する報告。血小板採取時の細菌汚染を防止するための皮膚消毒
について、2つの方法の効果を評価した。試験群として3つの血液
センターでワンステップ2％クロルヘキシジン/70％イソプロピルア
ルコール（2％CHX/IPA）皮膚消毒法を評価し、対照群として32の
血液センターでツーステップのポビドンヨード（P-I）法を用いた。細
菌培養の結果について比較したところ、試験群は、初回細菌培養
陽性率・培養真陽性率・培養偽陽性（汚染）率の全てで低い傾向
にあった。2％CHX/IPAシングルステップ皮膚スワブは、ツース
テップP-I 皮膚消毒法より効果があり、敗血症性輸血副作用のリ
スクを低下させる可能性があることが示唆された。
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ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）に
よるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZVウ
イルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛（PHN）
発症との関連性について調査された。血液サンプルは活動性の
帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査のベースライ
ン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性期には全て
の患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月の患者血
液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV DNAが検出
できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い痛みのあった
患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不全の患者と
同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウイルスDNA
量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かった。また、
ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かった。これら
の結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続すること及
び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示唆された。

171 26-May-11 110171 ベネシス
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有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

ABC　Newsletter
#30.2010 Aug 27

MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。

ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。

レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。
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レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。
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ABC　Newsletter
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MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。

ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。

レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

173 26-May-11 110173 ベネシス
乾燥抗D(Rho)人免疫
グロブリン

抗D(Rho)
抗体含有
人免疫グロ
ブリンG

人血液 米国
有効
成分

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

ABC　Newsletter
#30.2010 Aug 27

MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。
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ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。
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レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

174 26-May-11 110174 ベネシス トロンビン トロンビン 人血液 日本
有効
成分

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

ABC　Newsletter
#30.2010 Aug 27

MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。

ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。

レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。
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レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。
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175 26-May-11 110175 ベネシス 乾燥人フィブリノゲン
凝固性た
ん白質

人血液 日本
有効
成分

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

ABC　Newsletter
#30.2010 Aug 27

MLV-related Virusと慢性疲労症候群（CFS）との関連を検討した
研究について、及び英国での措置について報告した。PNAS誌で
は、健康成人からの供血者44名の6.8％において、MLV-like viral
の塩基配列が認められたと報告されている。Science誌では、CFS
患者101例中68例（67％）にXMRVが検出され、健康成人218例中
8例（3.7％）にXMRVが検出されたと報告されている。ABC
NewsletterではXMRVは前立腺癌と関連について報告されている
が、最新の7月1日のRetrovirologyでは、これまでの結果を確認で
きなかったとしている。PNAS誌とScience誌の報告に基づいて、
11月1日以降、英国ではCFS/ME(筋痛性脳脊髄炎）の罹患歴の
ある患者由来の献血を永久に延期した。

ウイルス感染
 Science. 2010 Oct
1;330(6000):20-21.

中国中央部における新型致死性ウイルスの特定について報告さ
れた。中国中央部でこの3年間、夏になると数百人が高熱と胃腸
障害をきたし、多くの患者が多量出血し、ある地域では患者の
30％近くが死亡した。ヒト顆粒球アナプラズマ症が疑われたが、テ
キサス大学医学部のダニ媒介性疾患の専門家が新型のブニヤ
ウイルスを特定した。その後の研究によりこのウイルスは重症発
熱性血小板減尐症候群（SFTS）ウイルスと命名され、ブニヤウイ
ルス科フレボウイルス属に分類された。しかしこのウイルスの感
染による致死率や、媒介生物はまだ分かっていない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Journal of Pathology
2010;10(1002):2767-2767

英国で採取された扁桃検体におけるリンパ網内性プリオンタンパ
クの大規模な免疫組織化学検査（IHC)について報告された。英国
ではBSE流行の結果、2010年7月5日までにvCJD173例に至って
いる。扁桃検体63007検体について病因のプリオン蛋白（PrPres）
に対するEIAを行ったが陰性であった。最もリスクのある1961-
1985年生まれの検体とコントロールを含めた別検体について、
PrPres、抗プリオン抗体ICMS35及びKG9を用いてIHCを行ったと
ころ、扁桃検体9160中1検体が陽性であり、英国人口100万人あ
たりプリオン蛋白関連疾患109人の検出率であった。この結果は
IHCによってvCJD陽性であるかを見当づけることが出来ると説明
している。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

FDA/Vaccines, Blood &
Biologics/2010/10/26

米国内採取血漿から製造されたヒト血漿由来第Ⅷ因子(pdFVⅢ）
の使用に伴うvCJD罹患リスクとの定量的リスク評価ドラフトの
2010年最新版が報告された。pdFVⅢリスク評価モデルで得られ
た結果から、①米国で製造されたpdFVⅢからのvCJD感染リスク
は非常に低いと考えられるが、0ではないこと、②血漿プールが
vCJDに汚染されている可能性は低いこと、③vCJD原因物質への
曝露の可能性があること、又非常に低いながらも潜在的な感染リ
スクがあること、④一般的なvCJDリスク、あるいは個々の患者へ
の真のリスクを正確に評価することは不可能であること、⑤感染リ
スクに影響を及ぼす最も重要な因子が製造ステップでのvCJD原
因物質のクリアランス、個々の患者がどの程度の量の製剤を用い
るか、及び変数として用いた英国供血者集団におけるvCJDの発
生率であることが示唆されている。

レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

176 27-May-11 110176 東レ
インターフェロン　ベー
タ

インター
フェロン
ベータ

ヒト線維芽細
胞

日本
有効
成分

無 無 無

177 27-May-11 110177 東レ
インターフェロン　ベー
タ

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 日本
添加
物

無 無 無

178 27-May-11 110178 東レ
インターフェロン　ベー
タ

乳糖水和
物

ウシ乳

オランダ、ドイ
ツ、ベルギー
及びルクセン
ブルク

添加
物

無 無 無

179 27-May-11 110179 東レ
インターフェロン　ベー
タ

トリプシン
ブタ膵臓抽出
物

アメリカ合衆
国及びカナダ

製造
工程

無 無 無

180 27-May-11 110180 東レ
インターフェロン　ベー
タ

ウシ血清 ウシ血液
オーストラリ
ア及びニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

181 27-May-11 110181
田辺三菱製
薬株式会社

肺サーファクタント製剤
サーファク
タント

ウシ肺
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

有効
成分

無 無 無
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182 27-May-11 110182
グラクソ・スミ
スクライン

組換え沈降2価ヒトパピ
ローマウイルス様粒子
ワクチン(イラクサギン
ウワバ細胞由来)

Hi-5
Rix4446細
胞

イラクサギン
ウワバ(卵)

注)1984年に
単離されたイ
ラクサギンウ
ワバの卵由
来初代細胞
を継代培養し
た細胞株

製造
工程

無 無 無

183 27-May-11 110183
グラクソ・スミ
スクライン

組換え沈降2価ヒトパピ
ローマウイルス様粒子
ワクチン(イラクサギン
ウワバ細胞由来)

カザミノ酸 ウシ(乳)
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

184 30-May-11 110184
日本ポリオ研
究所

経口生ポリオワクチン
ミドリザル
腎臓細胞

ミドリザルの
腎臓

日本
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染

IDSA
Meeting,Abstract,196 Oral
Abstract
Session:Virology,109-
110,2010

国立カリフォルニア霊長類研究センター（米国）のTiti monkeyの群
れで発生したアウトブレイクの原因ウイルスを、Virochip（DNAマイ
クロアレイ）によって調査した。感染したサルは、上気道炎を発症
後、急速に重篤な肺炎や肝炎を発現した。センターにいた60頭中
の23頭のサルが重症化し、19頭が死亡（83％）した。感染したサ
ルの組織の微生物学的試験の結果は陰性であった。感染したサ
ルの組織やスワブ標本を用いたVirochipの結果、アデノウイルス
の痕跡が見つかった。完全に近い35Kゲノムシークエンス解析に
より、最も近いアデノウイルスグループの塩基配列と比べても80-
85％の相同性しか示さない新たなアデノウイルスであることが判
明した。サルでのアウトブレイク発生初期に、感染したサルと密接
に接触していたセンターの研究員の1人が重症肺炎となり、6ヵ月
後の回復期の血清がアデノウイルス抗体陽性であったことから、
異種間の感染が強く疑われた。アデノウイルスが種を超えて感染
した初めて事例であると考えられる。

ウイルス感染
Bloomberg News (2010
Oct. 22)

国立カリフォルニア霊長類研究センター（米国）のTiti monkey の
55匹のうち23匹（約40％）が重篤な上気道炎を発現し、肺炎となっ
たり、肝炎を発現した。そのうち19匹が死亡（感染サルの約83％）
した。広域スペクトルの抗生剤が有効性を示さなかったことから、
肺炎は二次的なバクテリア感染ではなく、ウイルス感染によるも
のと考えられた。後に、原因ウイルスは、新規アデノウイルスであ
ることが判明した。サルと密接に接触した科学者の1人が重篤な
肺炎を発症したが、処置せず、約4週間後に回復した。流行の3ヵ
月後、当該症例の血液からこのウイルスに対する抗体が検出さ
れた。ヒトからヒトへの感染は認められておらず、今後の監視を要
する。
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185 30-May-11 110185
日本ポリオ研
究所

経口生ポリオワクチン トリプシン ブタの膵臓
アメリカ･カナ
ダ

製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
BMC Veterinary Research
2010,6:30

新規の東欧亜型3型の豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス
（PRRSV）の病因と抗原性の特徴が報告された。PRRSV は、欧州
と北米遺伝子型に分類される。東欧で分離された PRRSV 分離株
は、欧州遺伝子型 に分類されているが、いくつかの亜型が存在
する。今回、研究者らは、ベラルーシの養豚場1か所から、新規の
PRRSV株（Lena） を発見し、解析の結果、新規の東欧亜型3型、
高病原性であり、臨床症状は重篤である。遺伝子および抗原性か
ら 欧州亜型１のレリスタッドや北米US５の株と異なる。

インフルエンザ
ProMED-mail
20101112.4117

2010年11月12日、米国においてブタ由来インフルエンザH3N2に
感染した2症例（Wisconsin州及びPennsylvania州） について報告
された（FluView報告）。両症例は生育ブタと近接していたことが確
認されたが、2例の発症日は6週間以上離れており、ウイルス遺伝
子はいくつか異なり、2人は関連性がない。両州では、当該ウイル
スの地域感染は認められていない。ブタインフルエンザにヒトが感
染した稀な例である。2005年以降、米国CDCに報告されたブタ由
来インフルエンザウイルスによるヒト感染症 計18人 (今回の2症
例を含む)。このうち、ブタ由来 A型 (H3N2)ウイルスは過去 3症
例、今回 2症例(計 5症例)である。

186 30-May-11 110186
日本ポリオ研
究所

経口生ポリオワクチン
ラクトアル
ブミン

ウシの乳
ニュージーラ
ンド

製造
工程

有 無 無 その他
The News (Karachi). Mar
11,2011

パキスタンにおける家畜突然死の報告。パキスタンのGadap town
において、3日間で50頭以上の家畜（主に雄ウシ）が原因不明の
病気で死亡した。この現象は数ヵ所の牧場で同時に起こってお
り、関係筋によると水の汚染又は昆虫媒介による感染症が疑わ
れているとのことであった。

187 30-May-11 110187
日本ポリオ研
究所

経口生ポリオワクチン ウシ血清 ウシの血液
オーストラリ
ア･ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無 その他
The News (Karachi). Mar
11,2011

パキスタンにおける家畜突然死の報告。パキスタンのGadap town
において、3日間で50頭以上の家畜（主に雄ウシ）が原因不明の
病気で死亡した。この現象は数ヵ所の牧場で同時に起こってお
り、関係筋によると水の汚染又は昆虫媒介による感染症が疑わ
れているとのことであった。
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188 30-May-11 110188
MSD株式会
社

肺炎球菌ワクチン ヘミン ウシ
米国及び製
造時にBSE問
題のない国

製造
工程

無 無 無

189 30-May-11 110189
MSD株式会
社

肺炎球菌ワクチン カザミノ酸 ウシ乳
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

190 31-May-11 110190
化学及血清
療法研究所

乾燥ペプシン処理人免
疫グロブリン

ペプシン処
理人免疫
グロブリン
G分屑

ヒト血液 日本
有効
成分

無 無 無

191 31-May-11 110191
化学及血清
療法研究所

乾燥ペプシン処理人免
疫グロブリン

ペプシン ブタ胃粘膜 米国、カナダ
製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
Virus Genes. 2010;41:369-
376.

Newcastle disease virus(NDV)はトリに感染することで知られてお
り、1999-2006年の間に尐なくとも8株のNDVが中国のブタから分
離されている。そのうち4株は遺伝子解析から典型的な低病原性
のウイルスであることが示された。また、系統的解析からは、中国
のLa Sotaワクチン株に類似していることが示された。ブタはNDV
に感染しないとされていたが、ブタと鶏の接触により種を超えて感
染したものと推測された。

192 31-May-11 110192
化学及血清
療法研究所

乾燥弱毒生風しんワク
チン
乾燥弱毒生おたふくか
ぜワクチン

人血清ア
ルブミン

ヒト血液 日本

添加
物･製
造工
程

無 無 無

193 07-Jun-11 110193
サノフィパス
ツール第一
三共ワクチン

黄熱ワクチン 発育鶏胚 発育鶏卵 米国
製造
工程

無 無 無

194 08-Jun-11 110194 持田製薬 ウリナスタチン
ウリナスタ
チン

ヒト尿 中国
有効
成分

有 無 無 ウイルス感染
CDC Emeerging Infectious
Diseases,16,12,2010

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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コレラ
news.xinhuanet.com/englis
h2010/health/2010-
11/29/c_13626736.htm

2010年11月28日、ドミニカ共和国から7例目のコレラの症例が報
告された。これまでの全ての症例は極度の貧困で適切な衛生設
備のないRio Ozamaに居住している。

細菌感染
www.news-
medical.net/news/201101
03

オーストラリアにおける猫のノミからヒトに細菌感染した初の症例
について報告された。症例はノミが寄生した子猫に接した後に
Rickettsia felisに感染した家族で認められた。子供3人と大人1人
が発熱と発疹で入院し、うち子供1人については重篤であった。

ウイルス感染
THE TIMES OF
INDIA/2011-01-23/

インドにオイテ初めて致死性のクリミア・コンゴ出血熱（CCHF)の陽
性症例が報告された。原因ウイルスがAhmedabad 各地で採取さ
れたダニから高ウイルス量が検出されている。National Institute
of Virologyの研究者らは、現在、インドの至る所でウイルスが循環
しており、CCHF風土病である他国 からインドに持ち込まれたので
はないと考えている。

195 13-Jun-11 110195
ジェンザイ
ム・ジャパン

イミグルセラーゼ(遺伝
子組換え)

イミグルセ
ラーゼ（遺
伝子組換
え）

遺伝子組換
えチャイニー
ズハムスター
卵巣細胞

宿主細胞系
は、
Dr.L.A.Chasin
](ColumbiaUn
iversity)より
入手したジヒ
ドロ葉酸還元
酵素（DHFR)
欠損チャイ
ニーズハムス
ター卵巣細胞
（CHO）細胞
系である。

有効
成分

無 無 無

196 13-Jun-11 110196
ジェンザイ
ム・ジャパン

イミグルセラーゼ(遺伝
子組換え)

ドナー仔牛
血清

ドナー仔牛血
液

ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

197 13-Jun-11 110197
ジェンザイ
ム・ジャパン

イミグルセラーゼ(遺伝
子組換え)

ウシ胎仔血
清

ウシ胎仔血
液

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
http://www.news-medical.net/news/20110103
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198 13-Jun-11 110198
メルクセロー
ノ株式会社

セツキシマブ(遺伝子組
換え)

ウシ胎児血
清

ウシ血液
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

199 13-Jun-11 110199
メルクセロー
ノ株式会社

セツキシマブ(遺伝子組
換え)

リポたん白
質

ウシ血液 米国
製造
工程

無 無 無

200 13-Jun-11 110200
メルクセロー
ノ株式会社

セツキシマブ(遺伝子組
換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

201 13-Jun-11 110201
メルクセロー
ノ株式会社

セツキシマブ(遺伝子組
換え)

マウスハイ
ブリドーマ
細胞

マウスハイブ
リドーマ細胞
株

米国
製造
工程

無 無 無

202 13-Jun-11 110202
日本赤十字
社

(製造販売承認書に記
載なし)

合成血 人血液 日本
有効
成分

有 無 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行いさらにリスク群へ適切な予防接種プログラ
ムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。

B型肝炎
J Med Virol. 83(2011)791-
795

B型肝炎ウイルスの母児感染に関する報告。HBs抗原陽性の母
親から生まれた214人の新生児において、出生時または子宮内で
のHBV感染が抗HBsヒト免疫グロブリン（HBIG）及びB型肝炎ワク
チン（HBワクチン）により効果的に予防できるかどうかを判断する
ために行い、HBs抗原を測定した。母児感染は約4.7％（10/214）
で、内訳は出生時感染は3.7％（8/214）、子宮内感染は0.9％
（2/214）であった。母児感染のリスクは、母親のHBs抗原又は
HBV DNAレベルに応じて上昇した。36カ月の追跡調査後、出生
時感染症例のすべてがHBs抗原陰性になり、子宮内感染症例の
すべてがキャリア化した。これらの結果により、HBIG及びHBワク
チンは、出生時感染の予防には効果があったが、子宮内で感染し
た新生児には十分でないことが示された。
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HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。
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HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。

HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。
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トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数を低減していると示唆された。

ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。
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真菌感染
Clin Infect Dis.
52(2011)e94-98

臓器移植によるCryptococcus neoformansの伝播に関する症例
報告。クリプトコッカス髄膜脳炎であった1人のドナーから臓器移
植を受け、クリプトコッカス症と診断を受けた3人のレシピエントに
ついて報告された。肝臓を移植された患者と片方の腎臓を移植さ
れた患者はクリプトコッカス敗血症と肺炎を発症した。もう片方の
腎臓を移植された患者はクリプトコッカス敗血症と髄膜炎を発症し
た。腎臓を移植された2人の患者は、抗真菌治療により回復した。
多遺伝子配列タイピングによりレシピエント分離株4つを検査した
ところ、それらが同じ対立遺伝子を有する事を認めた。このドナー
は移植時、未解明の神経病態であり後の剖検によりクリプトコッカ
ス髄膜炎であったと診断されていた。

細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。
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パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。

細菌感染
Transfusion. 51(2011）
531-538

アフェレーシス血小板細菌汚染を防止するための皮膚消毒に関
する報告。血小板採取時の細菌汚染を防止するための皮膚消毒
について、2つの方法の効果を評価した。試験群として3つの血液
センターでワンステップ2％クロルヘキシジン/70％イソプロピルア
ルコール（2％CHX/IPA）皮膚消毒法を評価し、対照群として32の
血液センターでツーステップのポビドンヨード（P-I）法を用いた。細
菌培養の結果について比較したところ、試験群は、初回細菌培養
陽性率・培養真陽性率・培養偽陽性（汚染）率の全てで低い傾向
にあった。2％CHX/IPAシングルステップ皮膚スワブは、ツース
テップP-I 皮膚消毒法より効果があり、敗血症性輸血副作用のリ
スクを低下させる可能性があることが示唆された。
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ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）に
よるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZVウ
イルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛（PHN）
発症との関連性について調査された。血液サンプルは活動性の
帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査のベースライ
ン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性期には全て
の患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月の患者血
液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV DNAが検出
できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い痛みのあった
患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不全の患者と
同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウイルスDNA
量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かった。また、
ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かった。これら
の結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続すること及
び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示唆された。

203 13-Jun-11 110203
日本赤十字
社

抗HBｓ人免疫グロブリ
ン

抗HBｓ人
免疫グロブ
リン

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 B型肝炎
J Med Virol. 83(2011)791-
795

B型肝炎ウイルスの母児感染に関する報告。HBs抗原陽性の母
親から生まれた214人の新生児において、出生時または子宮内で
のHBV感染が抗HBsヒト免疫グロブリン（HBIG）及びB型肝炎ワク
チン（HBワクチン）により効果的に予防できるかどうかを判断する
ために行い、HBs抗原を測定した。母児感染は約4.7％（10/214）
で、内訳は出生時感染は3.7％（8/214）、子宮内感染は0.9％
（2/214）であった。母児感染のリスクは、母親のHBs抗原又は
HBV DNAレベルに応じて上昇した。36カ月の追跡調査後、出生
時感染症例のすべてがHBs抗原陰性になり、子宮内感染症例の
すべてがキャリア化した。これらの結果により、HBIG及びHBワク
チンは、出生時感染の予防には効果があったが、子宮内で感染し
た新生児には十分でないことが示された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。
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HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。
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ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。

ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）
によるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZV
ウイルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛
（PHN）発症との関連性について調査された。血液サンプルは活
動性の帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査の
ベースライン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性
期には全ての患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月
の患者血液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV
DNAが検出できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い
痛みのあった患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不
全の患者と同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウ
イルスDNA量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かっ
た。また、ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かっ
た。これらの結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続
すること及び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示
唆された。

204 13-Jun-11 110204
日本赤十字
社

洗浄人赤血球浮遊液
洗浄人赤
血球浮遊
液

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行い、さらにリスク群へ適切な予防接種プログ
ラムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。
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B型肝炎
J Med Virol. 83(2011)791-
795

B型肝炎ウイルスの母児感染に関する報告。HBs抗原陽性の母
親から生まれた214人の新生児において、出生時または子宮内で
のHBV感染が抗HBsヒト免疫グロブリン（HBIG）及びB型肝炎ワク
チン（HBワクチン）により効果的に予防できるかどうかを判断する
ために行い、HBs抗原を測定した。母児感染は約4.7％（10/214）
で、内訳は出生時感染は3.7％（8/214）、子宮内感染は0.9％
（2/214）であった。母児感染のリスクは、母親のHBs抗原又は
HBV DNAレベルに応じて上昇した。36カ月の追跡調査後、出生
時感染症例のすべてがHBs抗原陰性になり、子宮内感染症例の
すべてがキャリア化した。これらの結果により、HBIG及びHBワク
チンは、出生時感染の予防には効果があったが、子宮内で感染し
た新生児には十分でないことが示された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。
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HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。

HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。
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トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数を低減していると示唆された。

ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

真菌感染
Clin Infect Dis.
52(2011)e94-98

臓器移植によるCryptococcus neoformansの伝播に関する症例
報告。クリプトコッカス髄膜脳炎であった1人のドナーから臓器移
植を受け、クリプトコッカス症と診断を受けた3人のレシピエントに
ついて報告された。肝臓を移植された患者と片方の腎臓を移植さ
れた患者はクリプトコッカス敗血症と肺炎を発症した。もう片方の
腎臓を移植された患者はクリプトコッカス敗血症と髄膜炎を発症し
た。腎臓を移植された2人の患者は、抗真菌治療により回復した。
多遺伝子配列タイピングによりレシピエント分離株4つを検査した
ところ、それらが同じ対立遺伝子を有する事を認めた。このドナー
は移植時、未解明の神経病態であり後の剖検によりクリプトコッカ
ス髄膜炎であったと診断されていた。
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細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。
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ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。

細菌感染
Transfusion. 51(2011）
531-538

アフェレーシス血小板細菌汚染を防止するための皮膚消毒に関
する報告。血小板採取時の細菌汚染を防止するための皮膚消毒
について、2つの方法の効果を評価した。試験群として3つの血液
センターでワンステップ2％クロルヘキシジン/70％イソプロピルア
ルコール（2％CHX/IPA）皮膚消毒法を評価し、対照群として32の
血液センターでツーステップのポビドンヨード（P-I）法を用いた。細
菌培養の結果について比較したところ、試験群は、初回細菌培養
陽性率・培養真陽性率・培養偽陽性（汚染）率の全てで低い傾向
にあった。2％CHX/IPAシングルステップ皮膚スワブは、ツース
テップP-I 皮膚消毒法より効果があり、敗血症性輸血副作用のリ
スクを低下させる可能性があることが示唆された。

ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）に
よるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZVウ
イルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛（PHN）
発症との関連性について調査された。血液サンプルは活動性の
帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査のベースライ
ン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性期には全て
の患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月の患者血
液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV DNAが検出
できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い痛みのあった
患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不全の患者と
同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウイルスDNA
量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かった。また、
ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かった。これら
の結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続すること及
び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示唆された。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

205 13-Jun-11 110205
日本赤十字
社

人赤血球濃厚液
人赤血球
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人血液 日本
有効
成分

有 有 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行い、さらにリスク群へ適切な予防接種プログ
ラムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。

B型肝炎
J Med Virol. 83(2011)791-
795

B型肝炎ウイルスの母児感染に関する報告。HBs抗原陽性の母
親から生まれた214人の新生児において、出生時または子宮内で
のHBV感染が抗HBsヒト免疫グロブリン（HBIG）及びB型肝炎ワク
チン（HBワクチン）により効果的に予防できるかどうかを判断する
ために行い、HBs抗原を測定した。母児感染は約4.7％（10/214）
で、内訳は出生時感染は3.7％（8/214）、子宮内感染は0.9％
（2/214）であった。母児感染のリスクは、母親のHBs抗原又は
HBV DNAレベルに応じて上昇した。36カ月の追跡調査後、出生
時感染症例のすべてがHBs抗原陰性になり、子宮内感染症例の
すべてがキャリア化した。これらの結果により、HBIG及びHBワク
チンは、出生時感染の予防には効果があったが、子宮内で感染し
た新生児には十分でないことが示された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。
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E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。

HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。

トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数を低減していると示唆された。
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ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

真菌感染
Clin Infect Dis.
52(2011)e94-98

臓器移植によるCryptococcus neoformansの伝播に関する症例
報告。クリプトコッカス髄膜脳炎であった1人のドナーから臓器移
植を受け、クリプトコッカス症と診断を受けた3人のレシピエントに
ついて報告された。肝臓を移植された患者と片方の腎臓を移植さ
れた患者はクリプトコッカス敗血症と肺炎を発症した。もう片方の
腎臓を移植された患者はクリプトコッカス敗血症と髄膜炎を発症し
た。腎臓を移植された2人の患者は、抗真菌治療により回復した。
多遺伝子配列タイピングによりレシピエント分離株4つを検査した
ところ、それらが同じ対立遺伝子を有する事を認めた。このドナー
は移植時、未解明の神経病態であり後の剖検によりクリプトコッカ
ス髄膜炎であったと診断されていた。

細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。
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細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。

ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。
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レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。
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細菌感染
Transfusion. 51(2011）
531-538

アフェレーシス血小板細菌汚染を防止するための皮膚消毒に関
する報告。血小板採取時の細菌汚染を防止するための皮膚消毒
について、2つの方法の効果を評価した。試験群として3つの血液
センターでワンステップ2％クロルヘキシジン/70％イソプロピルア
ルコール（2％CHX/IPA）皮膚消毒法を評価し、対照群として32の
血液センターでツーステップのポビドンヨード（P-I）法を用いた。細
菌培養の結果について比較したところ、試験群は、初回細菌培養
陽性率・培養真陽性率・培養偽陽性（汚染）率の全てで低い傾向
にあった。2％CHX/IPAシングルステップ皮膚スワブは、ツース
テップP-I 皮膚消毒法より効果があり、敗血症性輸血副作用のリ
スクを低下させる可能性があることが示唆された。

ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）に
よるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZVウ
イルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛（PHN）
発症との関連性について調査された。血液サンプルは活動性の
帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査のベースライ
ン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性期には全て
の患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月の患者血
液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV DNAが検出
できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い痛みのあった
患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不全の患者と
同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウイルスDNA
量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かった。また、
ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かった。これら
の結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続すること及
び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示唆された。

206 13-Jun-11 110206
日本赤十字
社

人全血液 人全血液 人血液 日本
有効
成分

有 無 無 B型肝炎
Vaccine. 28(2010)7723-
7730

オランダにおける公的な予防接種プログラムに関する報告。現在
オランダではB型肝炎ウイルス（HBV）感染防御のため特定のリス
ク群の小児（母親がHBVキャリア等）を対象に予防接種をする方
針がとられている一方で、WHOでは全小児に対する接種を奨励し
ている。そこでオランダにおける対象を限定したB型肝炎予防接種
プログラムを評価した結果、対象となっているリスク群に予防接種
を受けていない者がいることが明らかとなった。このことから、現
在の方針では感染防御として不十分であり、ユニバーサルワクチ
ン接種を全小児に行いさらにリスク群へ適切な予防接種プログラ
ムを行う事で、公衆衛生上の利益が増す可能性が示唆された。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

B型肝炎
J Med Virol. 83(2011)791-
795

B型肝炎ウイルスの母児感染に関する報告。HBs抗原陽性の母
親から生まれた214人の新生児において、出生時または子宮内で
のHBV感染が抗HBsヒト免疫グロブリン（HBIG）及びB型肝炎ワク
チン（HBワクチン）により効果的に予防できるかどうかを判断する
ために行い、HBs抗原を測定した。母児感染は約4.7％（10/214）
で、内訳は出生時感染は3.7％（8/214）、子宮内感染は0.9％
（2/214）であった。母児感染のリスクは、母親のHBs抗原又は
HBV DNAレベルに応じて上昇した。36カ月の追跡調査後、出生
時感染症例のすべてがHBs抗原陰性になり、子宮内感染症例の
すべてがキャリア化した。これらの結果により、HBIG及びHBワク
チンは、出生時感染の予防には効果があったが、子宮内で感染し
た新生児には十分でないことが示された。

HIV Hepatol. 2010 Dec 8.

C型肝炎ウイルス（HCV）遺伝子型4の管理：国際的専門家委員会
の推奨について。HCVは6つの主要な遺伝子型と一連の亜型に
分類される。HCV遺伝子型は、そのヌクレオチド配列、地理的分
布と治療への反応に関してそれぞれ特徴を持つ。遺伝子型4は、
HCV感染の80％以上を占め、分布はエジプトとアフリカの一部に
限られていたが、現在はヨーロッパ諸国に拡大している。HCV-4
は慢性肝炎、肝硬変、肝癌、肝移植の主な原因と考えられてい
る。現在世界中の慢性C型肝炎のうち約20％がHCV-4によるもの
である。HCV-4は広範囲な研究の対象ではなかったが、今回、国
際的専門家委員会によって疫学・自然史・臨床・病理学的特徴と
治療に関しての概説が示された。

E型肝炎
Vox Sanguinis 2010,99
（4）、307-313

日本の献血適格者におけるE型肝炎ウイルス抗体（HEV IgG）陽
性率に関する全国調査について報告された。日本のほぼ全域を
代表する7つの血液センターにおける献血適格者（HBV、HCV、
HIV-1/2、HTLV-1、梅毒、ヒトパルボウイルスB19 が全て陰性）か
ら各1,800検体、計12,600検体を採取し、HEV IgG ELISAを実施し
た。その結果、431検体（3.4％）が陽性で、HEV IgG陽性率は西日
本（1.8％）より東日本（5.6％）で高く、年齢依存的であり、女性
（2.9％）より男性（3.9％）で高かった。
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HIV MMWR Vol.59 No.41

2008年、Missouri及びColorado州における輸血を介したHIV感染
について報告された。2008年11月Missouri州において献血した男
性の血液がHIV陽性であった。回顧的調査により、この供血者は
2008年6月にも献血をしていたことが確認された（この時点では検
査でHIV陰性）。この供血者からの血液成分の輸血を受けた受血
者2例のうち、2008年8月にColorado州で新鮮凍結血漿の輸血を
受けた1例においてHIV感染が判明した。調査によって受血者の
感染はこの供血者からの血液製剤から伝播したと判定された。

HIV
Euro Surveill. 2010 Dec
2;15(48)

欧州連合（EU）と欧州経済領域（EEA）の28カ国から、2009年に新
たにHIV感染と診断された25,917症例について報告された。新規
感染者の割合はエストニア、ラトビア、イギリス、ベルギーの順で
高かった。主要な感染経路は男性間の性的接触（35％）であり、
ついで異性間性的接触（24％）であった。全体として2009年のHIV
症例数は増加したが、AIDS診断の報告は減尐している。HIV感染
と診断された時にCD4細胞数が350 cells/μ L未満の感染後期初
診患者が多いことは、適切な時期に治療を受けられなかったこと
を示唆しており、考慮すべきである。

HIV
Transfusion. 2010
Dec;50(12):2707-12

2005 -2007年のHIV-1非B型及び抗レトロウイルス薬剤耐性株に
関する米国の供血者における広範な評価について報告された。
1999-2005年までの米国のHIV感染供血者66人では、4.7％が
HIV-1非B型、6.5％が抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1であった。
今回、2005年1月-2007年12月に収集した感染確定例197例と最
近感染した症例11例を対象として調査を行った。HIV感染供血者
の検出は、FDAが認可した検査により行った。プロテアーゼ及び
逆転写酵素遺伝子の薬剤耐性プロファイルは、遺伝子タイピング
システム（ViroSeq, Celera Diagnostics）により決定した。サブタイ
プは、これらの配列を系統発生解析することにより得た。計208検
体のうち203検体について、薬剤耐性プロファイルが得られ、その
うち9.9％が薬剤耐性変異を持っていた。10例が1つの薬剤に耐性
を示し（9例が非核酸系逆転写酵素阻害剤（NNRTIs）に、1例が核
酸系逆転写酵素阻害剤（NRTIs）に耐性）、8例が2つの薬剤に耐
性を示し（5例がNNRTIとNRTIに、2例がNRTIとプロテアーゼ阻害
剤（PI）に、1例がNNRTIとPIに耐性）、2例が3つの薬剤に耐性を示
した。非B型株はHIV感染供血者の2.5％で同定され、サブタイプ
A1、D、CRF02_AG、CRF43-02G、およびURF_BFから構成されて
いた。本研究と従来の研究から、抗レトロウイルス薬剤耐性HIV-1
が1999-2007年のHIV感染供血者の9.1％に存在（感染確定例の
9.3％、最近感染した例の6.9％）することが示された。また、米国
の供血者において、HIV-1非B型はHIV感染症の3.0％を占めた。
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トリパノソーマ症
ABC Newsletter ♯46.
Dec 17; 2010

米国におけるT.ｃruzi感染率についての報告。米国赤十字社では
T.ｃruzi抗体検査について、高有病率地域では全供血を検査対象
とし、その他の地域では1回でも陰性結果を受けた供血者は追加
検査の対象としない体制がとられている。346万人の供血者を観
察した結果、陽転化した供血者は1例も同定されず、95%信頼区間
の上限信頼期間は0.08例/10万人年であった。この結果は設定さ
れた許容リスク基準よりも低く、現在の体制は受血者の安全性を
損なうことなく、必要な検査の数を低減していると示唆された。

ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

真菌感染
Clin Infect Dis.
52(2011)e94-98

臓器移植によるCryptococcus neoformansの伝播に関する症例
報告。クリプトコッカス髄膜脳炎であった1人のドナーから臓器移
植を受け、クリプトコッカス症と診断を受けた3人のレシピエントに
ついて報告された。肝臓を移植された患者と片方の腎臓を移植さ
れた患者はクリプトコッカス敗血症と肺炎を発症した。もう片方の
腎臓を移植された患者はクリプトコッカス敗血症と髄膜炎を発症し
た。腎臓を移植された2人の患者は、抗真菌治療により回復した。
多遺伝子配列タイピングによりレシピエント分離株4つを検査した
ところ、それらが同じ対立遺伝子を有する事を認めた。このドナー
は移植時、未解明の神経病態であり後の剖検によりクリプトコッカ
ス髄膜炎であったと診断されていた。
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細菌感染
病原体微生物検出月報.
Vol.31 No.12

日本の路上生活者におけるBartonella quintana検出に関する報
告。東京と大阪の路上生活者（それぞれ491例、10例）から採取し
たコロモジラミからゲノムDNAを抽出しB.quintanaの同定を行った
ところ、それぞれ17例、6例において遺伝子が検出された。また、
東京の路上生活者151例に対して血液検査を行ったところ、一般
人(200例）に比べB.quintana抗体価が有意に高かった。これらの
結果より、塹壕熱が特殊な集団において蔓延している可能性が懸
念された。

細菌感染
AABB Annual Meeting and
TXPO. 2010 Oct.9-12

供血者におけるBartonella henselae菌血症に関する報告。ブラジ
ルにおいて、供血者500例に対しBartonella菌の感染や曝露を調
査するために問診及び血液培養を行ったところ、Bartonella
henselaeによる感染が2例確認された。2例ともイヌに接触しダニ
に咬まれており、1例はネコおよびコロモジラミとも接触していた。

パルボウイルス Transfusion. 2011 Feb 18.

輸血用血液製剤による症候性パルボウイルスB19感染に関する
報告。1999年から2008年までの期間に、日本赤十字社のヘモビ
ジランスシステムを通じて、輸血によるヒトパルボウイルスB19感
染（TT-B19V)の可能性がある臨床報告を収集したところ、成分輸
血に由来するTT-B19V患者8人が同定された。4人が持続性の貧
血と赤芽球癆を発症し、1人が汎血球減尐症を発症した。これら5
人の患者の基礎疾患は、悪性血液疾患又は溶血性疾患のいず
れかであった。これらの症例について原因製剤中のウイルス量は
10^3～10^8IU/mLの範囲であった。血液疾患に罹患しておらず外
科的治療を受けた患者2人は、マイルドな症状を示しただけであっ
た。これらの結果より、重篤なB19関連疾患を発症するかどうか
は、輸血した製剤中のウイルス量ではなく、患者の基礎疾患に依
存することが示された。
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ウイルス感染
Emerging Infectious
Diseases 16(12) 1979-
1982

2010年、エジプト渡航者におけるAlkhurma出血熱について報告さ
れた。Alkhurma virus(ALKV)はFlavivirus属のダニ媒介性出血熱
の一種として最近報告された。1990年代後半に分離され、現在
89％の塩基配列相同性を共有し、Kyasanur Forest病ウイルスの
亜型と考えられている。この病原体は、発熱、頭痛、関節痛、筋肉
痛、嘔吐、血小板減尐症などの症状を発現させ、重症の場合は、
出血症状、脳炎を示し、死に至る（25％の致死率が報告されてい
る）。ラクダ、ヒツジが宿主と考えられている。最近、サウジアラビ
アのJeddah近くで収集されたOrnithodoros savignyiというダニにお
いてALKV RNAが検出された。アラビア半島では、これらのダニの
生育場所とラクダとは関連があり、ヒトALKV感染例が報告された
場所でこれらのダニが認められている。蚊が宿主であるとする仮
説について、2つの研究報告がある。ALKVは経皮から、あるいは
低温殺菌していない汚染した牛乳を通して経口からヒトに感染し
ていると考えられている。ALKVはサウジアラビアでのみ検出され
ているが、インドや中国に広まっているKyasanur Forest病ウイル
スと密接な関係がある。2010年エジプトからイタリアに戻った2人
の旅行者においてAlkhurma出血熱が認められた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

マウス白血病ウイルス関連ウイルス(XMRV)抗体特異性の解析に
ついて報告された。これまでに同定されたXMRV抗体陽性例が真
のXMRV感染によるものかどうかを知るためのひとつのアプロー
チとして、これら抗体陽性血清の反応特異性を精査した。抗体ス
クリーニングには、100倍希釈血清を用いて、XMRVのウイルス粒
子を抗原としたウエスタンブロッティング(WB)を行った。スクリーニ
ング対象は一般感染症検査に合格した献血検体から無作為抽出
したもの500検体、2007年4月-2010年3月受診の前立腺がん患者
67名、2010年4月-2010年6月受診の慢性疲労症候群（CFS）患者
87名の計654名とした。WBスクリーニングで陽性は供血者8名
（1.6％）、前立腺がん患者2名（3.0％）、CFS患者2名（2.3％）であ
り、グループ間の抗体保有率に有意差はなかった。これら陽性検
体のGag p30抗体には3パターンの反応特異性が存在した。
XMRV p30のみに結合するもの、Mo-MuLV p30に弱いながらも結
合するもの、Mo-MuLV p30にもXMRVと同程度の強さで結合する
ものである。反応パターンと対象グループとの間に有意な関連性
は認められなかった。Envに対する抗体反応は通常のWBでも
Native gelを用いたWBでも認められなかった。XMRV GagとMo-
MuLV Gagのアミノ酸レベルでの相同性は約87%である。XMRV抗
体陽性者の一部がMo-MuLVと交差反応し、反応強度にもばらつ
きがあることから、現在までに同定されたXMRV Gag抗体陽性例
の必ずしも全てがXMRV既感染を示すものではない可能性が示
唆される。

レトロウイルス
(XMRV)

第58回日本ウイルス学会
学術集会; 2010　Nov.7-9

慢性疲労症候群患者血液におけるマウス白血病ウイルス関連ウ
イルスの核酸調査について報告された。
ヒト胎児腎由来株化細胞（HEK 293T）にXMRV持続感染前立腺癌
細胞である22Rv1細胞の上清を接種し、この感染細胞から抽出し
たDNAを鋳型にしてXMRVのgag及びenv遺伝子領域を標的とした
プライマー及びXMRV特異的なプライマーを用いてPCRの検出感
度を調べた。次に2010年4月－2010年6月のCFS患者87名の血液
細胞からゲノムDNAを抽出し、2種類のプライマーを用いてPCRを
行った。また、gag及びenvのプライマーではコンタミでマウス白血
病ウイルスを検出してしまう可能性があるため、XMRV特異的プラ
イマーも用いた。今回調査したCFS患者87名においてPCR解析で
陽性は見られなかった。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology 2010,7:110

市販のRT-PCRキット内の内在性マウス白血病ウイルス（ＭＬＶ）
ゲノム汚染は、Xenotropic Murine Leukemia Virus-Related Virus
（XMRV)のための標準プライマーの使用で増幅されることが報告
された。日本で慢性疲労症候群（CFS）患者からの血清でXMRV感
染症のウイルスRNAの存在を調査するパイロットスタディにおい
て、XMRVの部分的gag領域を検出するRT-PCRキットを使用する
と、陰性コントロール(水)でも陽性のバンドが頻繁に認められた。
そのため、キット自体がMLVまたはXMRVで汚染されていることを
疑い、2つの独立した研究所で、4種のRT-PCRキット（Invitrogen、
TaKaRa、Promega、QIAGEN）の品質を評価した。Invitrogen社の
キット使用により、増幅DNAの部分的gag領域のヌクレオチド配列
は、7番染色体のpolｙtropic内在性MLV （PmERV）とほとんど一致
し（99.4％）、最近特定されたCFS患者に由来するMLV様のウイル
スと非常に類似していた（96.9～97.6％一致）。また部分的env領
域のヌクレオチド配列がPmERVとほとんど一致（99.6％）した。結
果からInvitrogen社のキットの酵素混合物が、PmERVに由来する
RNAで汚染されていることが明らかとなった。

レトロウイルス
(XMRV)

Retrovirology. 2010 Dec
20;7:112

MLVをコードしている核酸による臨床検体汚染：XMRVと他のヒト
レトロウイルス候補との関連について報告された。前立腺がん患
者と慢性疲労症候群（CFS）患者でXMRVの感染を評価する研究
は、臨床検体のPCR検査に頼り、大きく異なる結果を与えた。今
般、Retrovirology誌において報告された4つ研究結果から、PCR
分析において、DNAまたはRNAの汚染を除外するために必要な
処置が示された。また、以前報告されたXMRV配列が、一般的に
用いられる前立腺がん細胞株（22Rv1）に由来することを示唆して
いる系統発生解析が提示された。これらの報告は、前立腺がん患
者とCFS患者におけるMLV関連ウイルスの存在を裏付けるのに
用いられているPCRの結果に重大な疑問を投げかけた。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Lancet. 377(2011)487-493

異型クロイツフェルトヤコブ病におけるプリオン感染の検出（血液
検査）に関する報告。vCJDプリオン感染を検出するための血液
ベースアッセイについて、その感度と特異性を確定するために、
疾患に関連するプリオン蛋白を捉えて濃縮するための固体結合
マトリックスを開発し、この方法を表面結合物質の直接免疫検出
法と合わせた。また、内因性vCJDを検出するためのアッセイの感
度と特異性を確定するために、vCJD患者21人、孤発性CJD患者
27人、その他の神経性疾患患者42人、正常対照群100人からの
全血190検体を盲検化したパネルを分析した。その結果、10-10倍
に希釈した外因性（外から添加した）vCJDプリオン感染脳と、10-6
倍に希釈した正常脳を識別することが出来た。アッセイの感度
は、過去に報告されていたものよりも桁違いに高かった。また、盲
検化したパネルのうち15検体が陽性であった。15検体はすべて
vCJD患者からのものであり、vCJDのアッセイ感度が71.4％）、特
異性が100％であることが示された。これらの研究によって症候性
の患者におけるvCJD診断のための血液検査の基本を確立し、無
症候性のvCJDプリオン感染のための大規模なスクリーニング検
査の開発を見込むことができた。

細菌感染
Transfusion. 51(2011）
531-538

アフェレーシス血小板細菌汚染を防止するための皮膚消毒に関
する報告。血小板採取時の細菌汚染を防止するための皮膚消毒
について、2つの方法の効果を評価した。試験群として3つの血液
センターでワンステップ2％クロルヘキシジン/70％イソプロピルア
ルコール（2％CHX/IPA）皮膚消毒法を評価し、対照群として32の
血液センターでツーステップのポビドンヨード（P-I）法を用いた。細
菌培養の結果について比較したところ、試験群は、初回細菌培養
陽性率・培養真陽性率・培養偽陽性（汚染）率の全てで低い傾向
にあった。2％CHX/IPAシングルステップ皮膚スワブは、ツース
テップP-I 皮膚消毒法より効果があり、敗血症性輸血副作用のリ
スクを低下させる可能性があることが示唆された。

ウイルス感染
 J Clin Virol. 50(2011)130-
135

帯状疱疹を呈する患者における水痘帯状疱疹ウイルス（VZV）に
よるウイルス血症に関する報告。帯状疱疹が消退した後のVZVウ
イルス血症の動態とウイルス量、及び帯状疱疹後神経痛（PHN）
発症との関連性について調査された。血液サンプルは活動性の
帯状疱疹を呈する患者63人を対象として前向き調査のベースライ
ン時である1カ月、3カ月、6カ月時に採取された。急性期には全て
の患者の血液においてVZV DNAが検出できた。6カ月の患者血
液でも、レベルは有意に低下したものの、91％でVZV DNAが検出
できた。前駆症状の既往歴やベースライン時に強い痛みのあった
患者は、抗ウイルス薬を服用している患者や免疫不全の患者と
同様に、PHNから回復するまでの時間が長かった。ウイルスDNA
量は一貫してPHNのリスク因子を有する患者で多かった。また、
ウイルスDNA量が多いほど、回復までの時間が長かった。これら
の結果より、急性帯状疱疹に続いてVZVの増殖が持続すること及
び高ウイルスDNA量がPHNのリスク因子となることが示唆された。
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207 15-Jun-11 110207
大洋薬品工
業

ワクシニアウイルス接
種家兎炎症皮膚抽出
液

ワクシニア
ウイルス接
種家兎炎
症皮膚抽
出液

ウサギ 中国
有効
成分

無 無 無

208 15-Jun-11 110208
田辺三菱製
薬株式会社

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)注射剤

ペプトン

ウシの胆汁､
結合組織､皮
膚､骨(頭蓋
骨､せき髄を
含まない｡せ
き柱骨を含む
可能性があ
る｡)に由来す
るペプトン

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

209 15-Jun-11 110209
田辺三菱製
薬株式会社

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)注射剤

ウシ胎児血
清

ウシ血液

米国、カナ
ダ、オースト
ラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

210 15-Jun-11 110210
田辺三菱製
薬株式会社

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)注射剤

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣

米国
製造
工程

無 無 無

211 15-Jun-11 110211 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

コレステ
ロール

ヒツジ毛
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

212 15-Jun-11 110212 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

マウス骨髄
腫由来
NSO細胞

マウス骨髄腫 不明
製造
工程

無 無 無

213 15-Jun-11 110213 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

ヒトトランス
フェリン

ヒト血液 米国
製造
工程

有 無 無 ニパウイルス
Epidemiol Infect.
138(2010)1630-1636

バングラディシュにおけるニパウイルス（NiV)感染の報告。NiVの
ヒト-ヒト感染について検討するために、バングラデシュにてNiVに
感染した患者1例とその患者と身体的接触のあった知人14例の動
向を調査した。その結果、14例のうちNiV感染を発症したのは6例
（43%）であった。未感染群と比較して感染群ではNiV患者の咳嗽
中に同室に滞在していた割合が高かった。NiVの感染拡大を防ぐ
ためには、患者との身体的接触を最小限とすることが求められ
る。
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ウイルス感染
ProMED-mail.
20110101.0007

アメリカにおけるパラポックスウイルスの報告。2009年、アメリカ東
部において、オジロジカに内臓摘出加工を施したシカ狩猟者2例
がパラポックス感染と診断された。

214 15-Jun-11 110214 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

ヒトγ グロ
ブリン

ヒト血液
フィンランド、
スウェーデン

製造
工程

有 無 無 ニパウイルス
Epidemiol Infect.
138(2010)1630-1636

バングラディシュにおけるニパウイルス（NiV)感染の報告。NiVの
ヒト-ヒト感染について検討するために、バングラデシュにてNiVに
感染した患者1例とその患者と身体的接触のあった知人14例の動
向を調査した。その結果、14例のうちNiV感染を発症したのは6例
（43%）であった。未感染群と比較して感染群ではNiV患者の咳嗽
中に同室に滞在していた割合が高かった。NiVの感染拡大を防ぐ
ためには、患者との身体的接触を最小限とすることが求められ
る。

ウイルス感染
ProMED-mail.
20110101.0007

アメリカにおけるパラポックスウイルスの報告。2009年、アメリカ東
部において、オジロジカに内臓摘出加工を施したシカ狩猟者2例
がパラポックス感染と診断された。

215 15-Jun-11 110215 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

スキムミル
ク

ウシ乳 米国
製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

CCDR Weekly Vol.4,
Issue10. Mar 11, 2011

カナダにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。
Public Angency of Canadaは、カナダ2例目のvCJD症例を確認し
た。患者は中東出身で2010年にカナダへ移住した。vCJDの潜伏
期間は約10年と考えられていること、また患者はカナダ到着前に
vCJD症状がみられていたことから、2003年に発生した1例目と同
様に国外にて罹患したと考えられた。なお、家族との面談から本
症例はこれまでに供血や輸血の経験はないことが確認された。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
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216 15-Jun-11 110216 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

加水分解カ
ゼイン

ウシ乳
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

CCDR Weekly Vol.4,
Issue10. Mar 11, 2011

カナダにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。
Public Angency of Canadaは、カナダ2例目のvCJD症例を確認し
た。患者は中東出身で2010年にカナダへ移住した。vCJDの潜伏
期間は約10年と考えられていること、また患者はカナダ到着前に
vCJD症状がみられていたことから、2003年に発生した1例目と同
様に国外にて罹患したと考えられた。なお、家族との面談から本
症例はこれまでに供血や輸血の経験はないことが確認された。

217 15-Jun-11 110217 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

CCDR Weekly Vol.4,
Issue10. Mar 11, 2011

カナダにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。
Public Angency of Canadaは、カナダ2例目のvCJD症例を確認し
た。患者は中東出身で2010年にカナダへ移住した。vCJDの潜伏
期間は約10年と考えられていること、また患者はカナダ到着前に
vCJD症状がみられていたことから、2003年に発生した1例目と同
様に国外にて罹患したと考えられた。なお、家族との面談から本
症例はこれまでに供血や輸血の経験はないことが確認された。

218 15-Jun-11 110218 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ血液
ニュージーラ
ンド、米国

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

CCDR Weekly Vol.4,
Issue10. Mar 11, 2011

カナダにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。
Public Angency of Canadaは、カナダ2例目のvCJD症例を確認し
た。患者は中東出身で2010年にカナダへ移住した。vCJDの潜伏
期間は約10年と考えられていること、また患者はカナダ到着前に
vCJD症状がみられていたことから、2003年に発生した1例目と同
様に国外にて罹患したと考えられた。なお、家族との面談から本
症例はこれまでに供血や輸血の経験はないことが確認された。

219 15-Jun-11 110219 ファイザー
ゲムツズマブオゾガマ
イシン(遺伝子組換え)

ペプトン ウシ乳
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

CCDR Weekly Vol.4,
Issue10. Mar 11, 2011

カナダにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。
Public Angency of Canadaは、カナダ2例目のvCJD症例を確認し
た。患者は中東出身で2010年にカナダへ移住した。vCJDの潜伏
期間は約10年と考えられていること、また患者はカナダ到着前に
vCJD症状がみられていたことから、2003年に発生した1例目と同
様に国外にて罹患したと考えられた。なお、家族との面談から本
症例はこれまでに供血や輸血の経験はないことが確認された。

220 21-Jun-11 110220
アンジェスMG
株式会社

ガルスルファーゼ(遺伝
子組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

ATCCから入
手したCHOセ
ルラインをマ
スタセルバン
クに使用した
細胞株

製造
工程

無 無 無
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221 22-Jun-11 110221
アステラス製
薬

パミテプラーゼ(遺伝子
組換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Psychiatry and Clinical
Neurosciences.
64(2010)652-658

香港における異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。香
港の33歳女性がvCJD疑いと報告された。症状としては胸部、背
部、四肢の灼熱感が、臨床的には興奮性、訥弁、運動失調、ジス
トニア姿勢、認知症が認められた。CSF14-3-3蛋白、扁桃腺生
検、視床枕兆候は陽性であった。イギリスへの居住歴や渡航歴よ
り、症例はイギリスから持ち込まれたと考えられている。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

ProMED-mail
20110406.1066

[1] イギリスにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報
告。vCJDの感染又は感染疑いによる死亡例は2011年4月4日時
点で171例である。4例の生存患者を含めるとvCJD患者は合計
175例。2000年に死者が最多の28名となって以降、2008年1名、
2009年3名、2010年3名と近年では減尐している。
[2] カナダにおけるvCJDの報告。カナダ2例目のvCJD疑い症例が
確認された。2003年に確認された1例目の症例同様に国外にて罹
患したと考えられている。

222 22-Jun-11 110222
アステラス製
薬

パミテプラーゼ(遺伝子
組換え)

トランスフェ
リン

ウシ血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

有 無 無
クロイツフェルト・
ヤコブ病

ProMED-mail
20110110.0119

2011年プリオン疾患最新情報が更新された。①英国：2011年1月
10日現在、2010年では疑い例146例、弧発性CJD69例、vCJD3
例、医原性CJD2例、家族性CJD5例、GSS1例であった。vCJD確
定例または疑い例の死亡者総数は2010年までで170名である。②
フランス：2011年1月4日現在、1992年以来、確定例及び疑い例は
計25例である。2011年では、疑い例1610例、弧発性CJD98例、
vCJD6例であった。③米国：2010年1月1日から10月31日までに疑
い例333例、弧発性CJD158例、家族性CJD33例であった。④台
湾：2010年12月8日、36歳男性がvCJD疑いで死亡したと報告され
た。症例は1989年から1997年まで英国に居住していた。
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異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Psychiatry and Clinical
Neurosciences.
64(2010)652-658

香港における異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報告。香
港の33歳女性がvCJD疑いと報告された。症状としては胸部、背
部、四肢の灼熱感が、臨床的には興奮性、訥弁、運動失調、ジス
トニア姿勢、認知症が認められた。CSF14-3-3蛋白、扁桃腺生
検、視床枕兆候は陽性であった。イギリスへの居住歴や渡航歴よ
り、症例はイギリスから持ち込まれたと考えられている。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

ProMED-mail
20110406.1066

[1] イギリスにおける異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の報
告。vCJDの感染又は感染疑いによる死亡例は2011年4月4日時
点で171例である。4例の生存患者を含めるとvCJD患者は合計
175例。2000年に死者が最多の28名となって以降、2008年1名、
2009年3名、2010年3名と近年では減尐している。
[2] カナダにおけるvCJDの報告。カナダ2例目のvCJD疑い症例が
確認された。2003年に確認された1例目の症例同様に国外にて罹
患したと考えられている。

223 22-Jun-11 110223
アステラス製
薬

パミテプラーゼ(遺伝子
組換え)

CHO細胞
チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

－
製造
工程

無 無 無

224 27-Jun-11 110224
協和醗酵キリ
ン

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)
エポエチンアルファ(遺
伝子組換え)
ダルベポエチン　アル
ファ(遺伝子組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

米国
製造
工程

無 無 無

225 27-Jun-11 110225
協和醗酵キリ
ン

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)
エポエチンアルファ(遺
伝子組換え)
ダルベポエチン　アル
ファ(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
清

米国、カナ
ダ、オースト
ラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無
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226 27-Jun-11 110226
協和醗酵キリ
ン

アルテプラーゼ(遺伝子
組換え)

ペプトン

ウシの胆汁、
結合組織、皮
膚、骨(頭蓋
骨、せき髄を
含まない。せ
き柱骨を含む
可能性があ
る。)に由来す
るペプトン

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

227 27-Jun-11 110227
協和醗酵キリ
ン

エポエチンアルファ(遺
伝子組換え)
ダルベポエチン　アル
ファ(遺伝子組換え)

トリプシン
ブタ膵臓由来
トリプシン

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

228 27-Jun-11 110228
協和醗酵キリ
ン

ダルベポエチンアル
ファ(遺伝子組換え)

乳糖
ウシ乳由来
の乳糖

米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

229 27-Jun-11 110229
富士フイルム
ＲＩファーマ

テクネチウム大凝集人
血清アルブミン(⁹⁹mTc)

テクネチウ
ム大凝集
人血清ア
ルブミン(⁹⁹
mTc)

ヒト血液 日本
有効
成分

無 無 無

230 28-Jun-11 110230 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Aspergillus
fumigatus

　-
有効
成分

無 無 無

231 28-Jun-11 110231 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Alternaria
kikuchiana

　-
有効
成分

無 無 無

232 28-Jun-11 110232 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Candida
albicans

　-
有効
成分

無 無 無

233 28-Jun-11 110233 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Candida
albicans

　-
有効
成分

無 無 無

234 28-Jun-11 110234 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Candida
albicans

　-
有効
成分

無 無 無

235 28-Jun-11 110235 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Candida
albicans

　-
有効
成分

無 無 無

236 28-Jun-11 110236 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Cladosporium
cladosporioid
es

　-
有効
成分

無 無 無
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237 28-Jun-11 110237 鳥居薬品 アレルゲンエキス
アレルゲン
エキス

Penicillium
luteum

　-
有効
成分

無 無 無

238 28-Jun-11 110238
佐藤製薬株
式会社

ヒトチロトロピン　アル
ファ(遺伝子組換え)

トリプシン ブタ アメリカ
製造
工程

無 無 無

239 28-Jun-11 110239
佐藤製薬株
式会社

ヒトチロトロピン　アル
ファ(遺伝子組換え)

ヒトチロトロ
ピン　アル
ファ(遺伝
子組換え)

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

不明
有効
成分

無 無 無

240 28-Jun-11 110240
佐藤製薬株
式会社

ヒトチロトロピン　アル
ファ(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清、ウシ血
清

ウシ血液
アメリカ、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

241 28-Jun-11 110241 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

不明
製造
工程

無 無 無

242 28-Jun-11 110242 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

D-ガラク
トース

ウシの乳汁 米国
製造
工程

無 無 無

243 28-Jun-11 110243 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

ペプシン ブタの胃液 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

244 28-Jun-11 110244 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

ラード
ウォーター

ブタ 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無

245 28-Jun-11 110245 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

ペプトン

ウマの脾臓、
脛、ウシの心
臓、脾臓及び
ブタのラード
ウォーターを
ブタのパンク
レアチン及び
ペプシンで処
理したもの

米国、カナ
ダ、オースト
ラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

246 28-Jun-11 110246 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

ウシ胎児血
清

ウシ血清 米国
製造
工程

無 無 無

247 28-Jun-11 110247 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

フェツイン ウシの血清
カナダ、米
国、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

248 28-Jun-11 110248 全薬工業
リツキシマブ(遺伝子組
換え)

パンクレア
チン

ブタの膵臓 米国、カナダ
製造
工程

無 無 無
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249 29-Jun-11 110249 ベネシス

ポリエチレングリコール
処理抗破傷風人免疫
グロブリン
乾燥抗破傷風人免疫
グロブリン

破傷風抗
毒素

人血液 米国
有効
成分

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。
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クロイツフェルト・
ヤコブ病

PLoS ONE 2011;6:e17815

尿性ゴナドトロピン製剤中のプリオン蛋白質に関する報告。古典
的なプロテオミクスのアプローチにより、尿性ヒト絨毛性ゴナドトロ
ピン（u-hCG）製剤中に33種類、高純度尿性ヒト閉経期ゴナドトロ
ピン（hMG-HP）製剤中に34種類のゴナドトロピン以外の蛋白質が
特定された。高度なプロテオミクスの手法を用いた結果、hCG、
hMG、hMG-HP製剤中にヒトプリオン蛋白質のペプチドを検出した
が、遺伝子組換え製剤中には検出しなかった。

パルボウイルス
Vox Sanguinis.
100(2011)351-358

血漿由来凝固因子製剤に含まれるノンエンベローブウイルス（パ
ルボウイルスB19、ヒトボカウイルス、ヒトパルボウイルス4、A型肝
炎ウイルス、E型肝炎ウイルス）についての報告。10種類の血漿
由来凝固因子製剤及び3種類の組換え凝固因子製剤において、
それぞれ3つ以上のバッチを用い5種類のノンエンベローブウイル
スの核酸の存在を定量PCRによって調べたところ、1社の第Ⅷ因
子/フォン・ヴィルブランド因子製剤の2バッチでパルボウイルス
B19の遺伝子型1、2及び3のDNAが検出された。この結果より、凝
固因子濃縮製剤中に他のノンエンベロープウイルスは検出されな
いものの、パルボウイルスB19については低いレベルで検出され
た。全てのパルボウイルス遺伝子型の検査を血漿プールで検査
することが支持される。

249 29-Jun-11 110250 ベネシス ウロキナーゼ注射剤
人血清ア
ルブミン

人血液 日本
添加
物

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

PLoS ONE 2011;6:e17815

尿性ゴナドトロピン製剤中のプリオン蛋白質に関する報告。古典
的なプロテオミクスのアプローチにより、尿性ヒト絨毛性ゴナドトロ
ピン（u-hCG）製剤中に33種類、高純度尿性ヒト閉経期ゴナドトロ
ピン（hMG-HP）製剤中に34種類のゴナドトロピン以外の蛋白質が
特定された。高度なプロテオミクスの手法を用いた結果、hCG、
hMG、hMG-HP製剤中にヒトプリオン蛋白質のペプチドを検出した
が、遺伝子組換え製剤中には検出しなかった。
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パルボウイルス
Vox Sanguinis.
100(2011)351-358

血漿由来凝固因子製剤に含まれるノンエンベローブウイルス（パ
ルボウイルスB19、ヒトボカウイルス、ヒトパルボウイルス4、A型肝
炎ウイルス、E型肝炎ウイルス）についての報告。10種類の血漿
由来凝固因子製剤及び3種類の組換え凝固因子製剤において、
それぞれ3つ以上のバッチを用い5種類のノンエンベローブウイル
スの核酸の存在を定量PCRによって調べたところ、1社の第Ⅷ因
子/フォン・ヴィルブランド因子製剤の2バッチでパルボウイルス
B19の遺伝子型1、2及び3のDNAが検出された。この結果より、凝
固因子濃縮製剤中に他のノンエンベロープウイルスは検出されな
いものの、パルボウイルスB19については低いレベルで検出され
た。全てのパルボウイルス遺伝子型の検査を血漿プールで検査
することが支持される。

251 29-Jun-11 110251
MSD株式会
社

フォリトロピンベータ(遺
伝子組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

252 29-Jun-11 110252
MSD株式会
社

フォリトロピンベータ(遺
伝子組換え)

ウシトラン
スフェリン

ウシ血液
ニュージーラ
ンド、オースト
ラリア

製造
工程

無 無 無

253 29-Jun-11 110253
MSD株式会
社

フォリトロピンベータ(遺
伝子組換え)

ブタインス
リン

ブタ膵臓抽出
物

原産国不明
(米国薬局方
及びヨーロッ
パ薬局方適
合品)

製造
工程

無 無 無

254 29-Jun-11 110254
MSD株式会
社

フォリトロピンベータ(遺
伝子組換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞

原産国不明
(ATCC登録
株)

製造
工程

無 無 無

255 29-Jun-11 110255 バクスター
乾燥イオン交換樹脂処
理人免疫グロブリン

人血清ア
ルブミン

人血漿 米国
添加
物

無 有 無

256 29-Jun-11 110256 バクスター
乾燥イオン交換樹脂処
理人免疫グロブリン

人免疫グロ
ブリンG

人血漿 米国
有効
成分

無 有 無
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257 30-Jun-11 110257
化学及血清
療法研究所

乾燥スルホ化人免疫グ
ロブリン

スルホ化人
免疫グロブ
リンG

ヒト血液 米国、日本
有効
成分

有 無 無 ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

258 01-Jul-11 110258 共立製薬
ヒト絨毛性性腺刺激ホ
ルモン

ヒト絨毛性
性腺刺激
ホルモン

ヒト尿 中国
有効
成分

無 無 無

259 12-Jul-11 110259
富士製薬工
業

精製下垂体性性腺刺
激ホルモン

精製下垂
体性性腺
刺激ホルモ
ン

更年期婦人
の尿抽出物

中国
有効
成分

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Plos Pathogens 7(1);
e1001257; 2011

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。プリオンの
エアロゾル感染は効率が高く、リンパ器官での増殖は必須でなく、
中枢系に直接侵入する可能性が考えられる。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

PLoS ONE 2011;6:e17815

尿性ゴナドトロピン製剤中のプリオン蛋白質に関する報告。古典
的なプロテオミクスのアプローチにより、尿性ヒト絨毛性ゴナドトロ
ピン（u-hCG）製剤中に33種類、高純度尿性ヒト閉経期ゴナドトロ
ピン（hMG-HP）製剤中に34種類のゴナドトロピン以外の蛋白質が
特定された。高度なプロテオミクスの手法を用いた結果、hCG、
hMG、hMG-HP製剤中にヒトプリオン蛋白質のペプチドを検出した
が、遺伝子組換え製剤中には検出しなかった。
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260 12-Jul-11 110260
富士製薬工
業

ヒト下垂体性性腺刺激
ホルモン

ヒト下垂体
性性腺刺
激ホルモン

更年期婦人
の尿抽出物

中国
有効
成分

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Plos Pathogens 7(1);
e1001257; 2011

エアロゾル化したプリオンの感染性についての報告。同系交配、
異種交配の野生型マウス及びPrPCを過剰発現するtga20トランス
ジェニックマウスをエアロゾル化したプリオンに曝露したところ、効
率的なスクレイピー発症が観察された。神経で選択的にPrPCを
発現するNSE-PｒPトランスジェニックマウスや、Bリンパ球、Tリン
パ球、NK細胞、濾胞性樹状細胞又は補体を欠くマウスにもエアロ
ゾル化プリオンに対する感受性があった。また、感染マウスの脳
に含まれるPrPSｃの注入もスクレイピーを発症させた。プリオンの
エアロゾル感染は効率が高く、リンパ器官での増殖は必須でなく、
中枢系に直接侵入する可能性が考えられる。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

PLoS ONE 2011;6:e17815

尿性ゴナドトロピン製剤中のプリオン蛋白質に関する報告。古典
的なプロテオミクスのアプローチにより、尿性ヒト絨毛性ゴナドトロ
ピン（u-hCG）製剤中に33種類、高純度尿性ヒト閉経期ゴナドトロ
ピン（hMG-HP）製剤中に34種類のゴナドトロピン以外の蛋白質が
特定された。高度なプロテオミクスの手法を用いた結果、hCG、
hMG、hMG-HP製剤中にヒトプリオン蛋白質のペプチドを検出した
が、遺伝子組換え製剤中には検出しなかった。

261 12-Jul-11 110261
富士製薬工
業

ヘパリンナトリウム注
射液

ヘパリンナ
トリウム

ブタの腸粘膜 中国、EU
有効
成分

無 無 無

262 13-Jul-11 110262 ILS株式会社
パルナパリンナトリウ
ム

パルナパリ
ンナトリウ
ム

ブタ腸粘膜
中華人民共
和国

有効
成分

無 無 無

263 14-Jul-11 110263
バイオジェン･
アイデック･
ジャパン

インターフェロン　ベー
タ-1a(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清

ウシ胎児血
液

米国
製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダの牛肉取引には
影響を与えていない。



ID 受理日 受理番号 報告者名 一般名
生物由来
成分名

原材料名 原産国
含有
区分

文献 症例
適正
使用
措置

感染症（PT） 出典 概要

264 14-Jul-11 110264
バイオジェン･
アイデック･
ジャパン

インターフェロン　ベー
タ-1a(遺伝子組換え)

ウシトラン
スフェリン

ウシ血液 米国、カナダ
製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダの牛肉取引には
影響を与えていない。

265 14-Jul-11 110265
バイオジェン･
アイデック･
ジャパン

インターフェロン　ベー
タ-1a(遺伝子組換え)

ウシインス
リン

ウシ膵臓抽
出物

米国、カナダ
製造
工程

有 無 無
異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

http://www.inspection.gc.
ca/english/anima/disemal
a/rep/2011bseesbe.shtml

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダで食肉および畜
産飼料として流通していない。

異型クロイツフェル
ト・ヤコブ病

Reuters Canada. Mar 4,
2011

カナダにおけるBSEの報告。2011年2月18日、CFIAはカナダ18例
目のBSE症例を確認した。感染動物はアルバータ州で飼育されて
いた77ヵ月齢の乳牛であった。屠殺され、カナダの牛肉取引には
影響を与えていない。

266 14-Jul-11 110266
ブリストル・マ
イヤーズ

アバタセプト(遺伝子組
換え)

遺伝子組
換えヒトイ
ンスリン

遺伝子組換
えヒトインスリ
ン

米国
製造
工程

無 無 無

267 14-Jul-11 110267
ブリストル・マ
イヤーズ

アバタセプト(遺伝子組
換え)

ブタすい臓
由来トリプ
シン

ブタすい臓

デンマーク、
アイルランド、
イギリス、ベ
ルギー、ドイ
ツ、フランス、
スペイン又は
アメリカ

製造
工程

無 無 無

268 14-Jul-11 110268
ブリストル・マ
イヤーズ

アバタセプト(遺伝子組
換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター細
胞株

不明
製造
工程

無 無 無
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269 14-Jul-11 110269
フェリング・
ファーマ株式
会社

ヒト下垂体性性腺刺激
ホルモン

ヒト下垂体
性性腺刺
激ホルモン

閉経後婦人
尿

アルゼンチン
有効
成分

無 無 無

270 15-Jul-11 110270
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

オマリズマ
ブ(遺伝子
組換え)

ヒト化マウス
モノクローナ
ル抗体

　-
有効
成分

無 無 無

271 15-Jul-11 110271
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシペプト
ン

ウシの皮及
び骨

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

272 15-Jul-11 110272
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシトリプト
ン

ウシの乳及
びブタのすい
臓由来酵素

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

273 15-Jul-11 110273
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシTPCK
処理トリプ
シン

ウシのすい臓
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

274 15-Jul-11 110274
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ブタカルボ
キシペプチ
ダーゼ

ブタのすい臓 アメリカ
製造
工程

無 無 無

275 15-Jul-11 110275
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシ肉エキ
ス

ウシの骨格
筋

オーストラリ
ア

製造
工程

無 無 無

276 15-Jul-11 110276
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシペプト
ン

ウシの骨、
皮、結合組織
及び胆汁

アメリカ及び
カナダ

製造
工程

無 無 無

277 15-Jul-11 110277
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ウシペプチ
カーゼ

ウシの乳及
びブタの酵素

①ウシ：オー
ストラリア及
びニュージー
ランド　②ブ
タ：アメリカ及
びカナダ

製造
工程

無 無 無

278 15-Jul-11 110278
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

ブタトリプシ
ン

ブタのすい臓

デンマーク、
アメリカ、イギ
リス、ドイツ、
オランダ、ポ
ルトガル、ベ
ルギー、フラ
ンス、アイル
ランド、スペイ
ン、ハンガ
リー及び韓国

製造
工程

無 無 無

279 15-Jul-11 110279
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

加水分解
ペプトン

ブタの胃 アメリカ
製造
工程

無 無 無
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280 15-Jul-11 110280
ノバルティス
ファーマ

オマリズマブ(遺伝子組
換え)注射用凍結乾燥
製剤

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

チャイニーズ
ハムスター卵
巣細胞株

　-　(不明)
製造
工程

無 無 無

281 15-Jul-11 110281 エーザイ B型ボツリヌス毒素

2001MCB
調製用クッ
クドミート培
地

①ウシ心臓
②ブタ胃

①米国②米
国

製造
工程

無 無 無

282 15-Jul-11 110282 エーザイ B型ボツリヌス毒素
WCB調製
用クックド
ミート培地

①ウシ心臓
②ブタ胃

①米国、オー
ストラリア、
ニュージーラ
ンド②米国、
カナダ

製造
工程

無 無 無

283 15-Jul-11 110283 エーザイ B型ボツリヌス毒素 トリプトン

①ウシカゼイ
ン(乳由来)②
ブタパンクレ
アチン(膵臓
由来)

①オーストラ
リア、ニュー
ジーランド②
米国、カナダ

製造
工程

無 無 無

284 15-Jul-11 110284 エーザイ B型ボツリヌス毒素 カシトン

①ウシカゼイ
ン(乳由来)②
ブタパンクレ
アチン(膵臓
由来)

①オーストラ
リア、ニュー
ジーランド②
米国、カナダ

製造
工程

無 無 無

285 15-Jul-11 110285 エーザイ B型ボツリヌス毒素
ヒト血清ア
ルブミン

ヒト血液 米国
添加
物

無 無 無

286 15-Jul-11 110286 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

ルリオクト
コグアル
ファ(遺伝
子組換え)

遺伝子組換
えチャイニー
ズハムスター
卵巣細胞株

該当なし
有効
成分

無 有 無

287 15-Jul-11 110287 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

アプロチニ
ン

ウシ肺
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 有 無

288 15-Jul-11 110288 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

インスリン
(抗第Ⅷ因
子モノク
ローナル抗
体製造用)

ウシ膵臓 米国
製造
工程

無 有 無

289 15-Jul-11 110289 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液 米国
製造
工程

無 有 無

290 15-Jul-11 110290 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

ウシ胎児血
清(抗第Ⅷ
因子モノク
ローナル抗
体製造用)

ウシ血液
オーストラリ
ア

製造
工程

無 有 無
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291 15-Jul-11 110291 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

培養補助
剤(抗第Ⅷ
因子モノク
ローナル抗
体製造用-
1)

ウシ血液 米国
製造
工程

無 有 無

292 15-Jul-11 110292 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

培養補助
剤(抗第Ⅷ
因子モノク
ローナル抗
体製造用-
2)

ウシ肝臓
米国又はカナ
ダ

製造
工程

無 有 無

293 15-Jul-11 110293 バクスター
ルリオクトコグアルファ
(遺伝子組換え)

人血清ア
ルブミン

人血漿 米国
添加
物

無 有 無

294 19-Jul-11 110294
大洋薬品工
業

ダルテパリンナトリウム
ダルテパリ
ンナトリウ
ム

ブタ 中国
有効
成分

有 無 無 口蹄疫 OIE 2011 February 28

中国における口蹄疫：発生日　2011年2月19日、最初の確定日
2011年2月28日、報告日　2011年2月28日、原因　口蹄疫ウイル
ス　O型。2011年2月19日にXINJIANGで口蹄疫のアウトブレイク
が発生した。ブタについて、感染の疑い3,941頭、確定例は275
頭、死亡0頭、屠殺3,941頭であった。

口蹄疫
ProMED-mail
20110302.0686

中国における口蹄疫：発生日　2011年2月19日、最初の確定日
2011年2月28日、報告日　2011年2月28日、原因　口蹄疫ウイル
ス　O型。2011年2月19日にXINJIANGで口蹄疫のアウトブレイク
が発生した。ブタについて、感染の疑い3,941頭、確定例は275
頭、死亡0頭、屠殺3,941頭であった。

295 19-Jul-11 110295
扶桑薬品工
業

パルナパリンナトリウ
ム

パルナパリ
ンナトリウ
ム

ブタの腸粘膜 中国
有効
成分

有 無 無 レンサ球菌感染
第53回日本感染症学会中
日本地方会学術集会
2010；48

タイにおけるブタレンサ球菌serotype2のゲノタイプと病型に関す
る検討について報告された。Streptococcus suis(SS)serotype2感
染症は、北タイに特有のブタ生肉、生血摂取の食習慣により発病
するとされる新興人獣共通感染症である。2006年から2008年にタ
イNIHにおいて収集された血液、髄液由来株のレンサ球菌1154株
から117株のSSを同定した。うち165株（93.2％）はSS2であること
が判明した。さらにMLST解析により、SS"165株中134株（81.2％）
は北タイ由来で、sequence trype1(ST1,63%)、ST104（24％）、
ST25(6.7% )の順に多かった。また、SS感染症158例の臨床カテゴ
リーは58.9％が髄膜炎、41.1％が非髄膜炎に分類された。ブタ生
肉の摂取やブタへの直接曝露は39.9％に認められた。SS2感染
症において、敗血症はST1、ST104のいずれでも発症するが、髄
膜炎は主にST1に起因することが明らかになったと報告された。
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サルモネラ Der Internist 2010.1-4

生豚肉摂取後の腎移植患者において発現した敗血症性ショック
について報告された。2009年1月39.5度の発熱のある症例（66歳、
男性）が医療機関に搬送された。症例は3日前に生豚肉を摂取し
ていた。既往歴は冠疾患、インスリン依存型糖尿病であった。また
糖尿病性腎症による末期腎不全の為に13年前に腎移植が行わ
れていた。入院2日後に便及び血液検体からSalmonella
enteritidisが検出された。腎移植から13年経過していたにも関わ
らずタクロリムスによる単剤免疫抑制療法下でSalmonella
enteritidisに基づく敗血症性ショックが発現したことから、臨床的
にサルモネラ症と免疫抑制療法との関連を示唆する初の症例で
あると考えられる。

人畜共通感染症
Clinical Medicine. 10:517-
518,2010

豚足肺、Pasteurella multocidaの新規の家庭内感染について報告
された。Pasteurella multocidaは非運動性、嫌気性グラム陰性桿
菌である。これまでに考えられていなかった、豚足の家庭料理を
介した人畜間伝播経路が報告された。

インフルエンザ
CDC FLUVIEW 2010-11
Influenza Season week4
ending Jan29, 2011

第4週（2011年1月23日～29日）の米国におけるインフルエンザの
活動性が増加した。新規のインフルエンザAウイルス感染症例1
例がペンシルバニア州において報告された。ブタ由来インフルエ
ンザA(H3N2)ウイルスに感染しており、症状が発現した前の週に、
ブタと接触していたことが報告された。2010年第44週にペンシル
バニアから報告されたもう1例を含めて、2009年から2010年で米
国では他に6例のH3N2ウイルス感染症例が確認されている。

細菌感染 MMWR. 60(2011)401-405

ブタのヘッドチーズに関連したリステリア症の報告。アメリカのルイ
ジアナ州公衆衛生局は、2010年1～6月にリステリア症14例の報
告を受けた。このうち8例の血液から、同一菌株と推定される
Listeria monocytogenesが分離された。疫学及び環境検査によ
り、3例が同一のブタヘッドチーズを摂取していたことが判明し、製
品の培養検査の結果リステリア菌が分離され感染源として特定さ
れた。ルイジアナ州は当該ヘッドチーズと関連製品の回収を行っ
た。

炭疽

http://ibnlive.in.com/gene
ralnewsfeed/news/anthra
x-scare-in-
kandhamal/723458.html

インドにおける炭疽の報告。人口約120人のインドオリッサ州
Guchua村において炭疽のアウトブレイクが発生し、小児を含む尐
なくとも12人が感染した。このうち2人は重篤となり入院中で、他の
患者は自宅で隔離されている。

http://ibnlive.in.com/generalnewsfeed/news/anthrax-scare-in-kandhamal/723458.html
http://ibnlive.in.com/generalnewsfeed/news/anthrax-scare-in-kandhamal/723458.html
http://ibnlive.in.com/generalnewsfeed/news/anthrax-scare-in-kandhamal/723458.html
http://ibnlive.in.com/generalnewsfeed/news/anthrax-scare-in-kandhamal/723458.html
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296 19-Jul-11 110296 味の素
ヘパリンナトリウム注
射液

ヘパリンナ
トリウム

健康なブタの
腸粘膜

ブラジル
有効
成分

無 無 無

297 20-Jul-11 110297
MSD株式会
社

ダナパロイドナトリウム
ダナパロイ
ドナトリウ
ム

ブタ小腸粘膜
抽出物

ベルギー、ド
イツ、フラン
ス、スペイン、
オーストラリ
ア、オランダ

有効
成分

無 無 無

298 21-Jul-11 110298
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

マウスミエ
ローマ細胞

マウス培養細
胞株

米国
製造
工程

無 無 無

299 21-Jul-11 110299
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

パリビズマ
ブ(遺伝子
組換え)

　- ドイツ
有効
成分

無 無 無

300 21-Jul-11 110300
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

トランスフェ
リン

ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

301 21-Jul-11 110301
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

リポプロテ
イン

ウシ血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

302 21-Jul-11 110302
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

ウシ血清ア
ルブミン

ウシ血液
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

303 21-Jul-11 110303
アボット・ジャ
パン

パリビズマブ(遺伝子組
換え)

濃縮リピッ
ド

羊毛
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

304 21-Jul-11 110304
グラクソ・スミ
スクライン

A型ボツリヌス毒素
ヒツジ(血
液)

ヒツジ(血液)
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

305 21-Jul-11 110305
グラクソ・スミ
スクライン

A型ボツリヌス毒素
人血清ア
ルブミン

人血液 米国
添加
物

無 無 無

306 21-Jul-11 110306
グラクソ・スミ
スクライン

A型ボツリヌス毒素

ウシ(心臓、
血液、乳、
骨格筋、膵
臓)

ウシ(心臓、
血液、乳、骨
格筋、膵臓)

米国、オース
トラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

307 21-Jul-11 110307
グラクソ・スミ
スクライン

A型ボツリヌス毒素
A型ボツリ
ヌス毒素

A型ボツリヌ
ス菌
(Clostridium
botulinum)

米国
有効
成分

無 無 無

308 22-Jul-11 110308
ノボノルディ
スクファーマ

エプタコグ　アルファ(活
性型)(遺伝子組換え)

ブタ膵臓由
来トリプシ
ン

ブタ膵臓(抽
出物)

不明
製造
工程

無 無 無
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309 22-Jul-11 110309
ノボノルディ
スクファーマ

エプタコグ　アルファ(活
性型)(遺伝子組換え)

エプタコグ
アルファ(活
性型)(遺伝
子組換え)

エプタコグ
アルファ(活性
型)(遺伝子組
換え)

不明
有効
成分

無 無 無

310 22-Jul-11 110310
ノボノルディ
スクファーマ

エプタコグ　アルファ(活
性型)(遺伝子組換え)

ブタ皮由来
ゼラチン

ブタ皮 不明
製造
工程

無 無 無

311 22-Jul-11 110311
アボット・ジャ
パン

アダリムマブ(遺伝子組
換え)

アダリムマ
ブ(遺伝子
組換え)

　－
アメリカ、プエ
ルトリコ

有効
成分

無 無 無

312 22-Jul-11 110312
アボット・ジャ
パン

アダリムマブ(遺伝子組
換え)

チャイニー
ズハムス
ター卵巣細
胞

培養細胞株 アメリカ
製造
工程

無 無 無

313 22-Jul-11 110313
アボット・ジャ
パン

アダリムマブ(遺伝子組
換え)

Primatone
RL(ウシ脾
臓及び血
液の酵素
消化物)

ウシ脾臓及
び血液

アメリカ
製造
工程

無 無 無

314 22-Jul-11 110314 デンカ生研 発疹チフスワクチン 卵黄嚢
ニワトリの受
精卵

製造中止に
より記載なし

製造
工程

有 無 無 ウイルス感染
日本獣医師会雑誌.
64(2011)287-293

伝染性喉頭気管炎　(ILT)ウイルスの生ワクチンを介した感染に関
する報告。千葉県の採卵鶏農場にて、ILTウイルスの弱毒生ワク
チン接種群と未接種群が隣接するケージで飼育されていた。2009
年1月、未接種群の30%が流涙、顔面腫脹、産卵低下等を示し、そ
のうち6例を剖検したところ、眼窩下洞や鼻腔へのチーズ様物の
貯留、鼻粘膜の肥厚がみられ、眼窩よりPasteurella multocida
(P. multocida)　莢膜抗原A型とILTウイルスが分離された。このILT
ウイルスは接種群のワクチン株と一致していた。なお、当該農場
では過去30年にILTの発生がなく、接種群は産卵ピークの状態で
あった。以上のことから、接種群が産卵ストレスにより排泄したILT
ワクチン株が未接種群に伝藩し、さらにP. multocidaの混合感染
により症状が顕在化したと考えられた。

315 22-Jul-11 110315 バクスター 加熱人血漿たん白
人血清ア
ルブミン

人血漿 米国
有効
成分

無 無 無

316 25-Jul-11 110316 バイエル薬品 アプロチニン製剤
アプロチニ
ン液

ウシ肺
ウルグアイ、
ニュージーラ
ンド

有効
成分

無 無 無
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317 25-Jul-11 110317
日本メジフィ
ジックス

放射性医薬品基準ガラ
クトシル人血清アルブミ
ンジエチレントリアミン
五酢酸テクネチウム(⁹⁹
mTc)注射液

ガラクトシ
ル人血清
アルブミン
ジエチレン
トリアミン五
酢酸テクネ
チウム(⁹⁹
mTc)

生物学的製
剤基準人血
清アルブミン

日本
有効
成分

有 無 無 大腸菌性胃腸炎
http://www.47news.jp/CN
/201106/CN20110613010
00034.html

欧州におけるO104感染に関する報告。欧州で腸管出血性大腸菌
O104の感染が拡大している問題で、ドイツ保険当局は死者が４人
増えて35人になったと発表した。ドイツ当局は同国ニーダーザクセ
ン州の農場で生産されたモヤシ等の発芽野菜から同じタイプの菌
を検出し、感染源であると特定した。

大腸菌性胃腸炎
http://www.cnn.co.jp/worl
d/30003049.html

欧州におけるO104感染に関する報告。欧州で腸管出血性大腸菌
O104の感染が拡大している問題で、ドイツ保険当局は死者が４人
増えて35人になったと発表した。ドイツ当局は同国ニーダーザクセ
ン州の農場で生産されたモヤシ等の発芽野菜から同じタイプの菌
を検出し、感染源である可能性が高いとして回収を指示した。た
だ、農場が汚染された経路は明らかとなっていないとした。

大腸菌性胃腸炎
m3.com「医療ニュース」
2011年7月6日付

欧州におけるO104感染に関する報告。欧州で腸管出血性大腸菌
O104の感染が拡大している問題で、EU食品安全管理当局はドイ
ツ産発芽野菜にO104が混入した経路としてエジプトから輸入され
たフェヌグリークという植物の種子の可能性が高いとした。

318 25-Jul-11 110318 ベネシス 人ハプトグロビン
人ハプトグ
ロビン

人血液 日本
有効
成分

有 無 無
レトロウイルス
（XMRV)

Bloomberg News (2010
Dec. 21)

慢性疲労症候群（CFS）とマウスウイルスとの関連について、新規
論文4報で、これまでと異なる見解が示されたことが報告された。
米国、英国と日本の研究者らは、これまでの研究では、汚染され
た検体や試薬が使用されたために、CFS及び前立腺癌とXMRVと
の関連性について誤った結論に至ったことをRetrovirology誌に報
告した。米国赤十字社は2010年12月3日、前年に発表された
XMRVについての調査結果に基づき、CFS患者の献血を永久に禁
止した。FDAはCFS患者の供血禁止を検討している。新規論文4
報のうちの1報を報告した英国グループは「XMRVが原因ではない
ことを示したが、CFSはウイルスが原因ではないとは言っていな
い」と述べた。FDAによると英国、オーストラリア、カナダとニュー
ジーランドはCFS患者からの献血を禁止することを決めた。

レトロウイルス
(XMRV)

American Red Cross
Latest Press Releases and
Statements. December 03,
2010.

米国赤十字社からマウス白血病ウイルス関連ウイルス（XMRV）と
慢性疲労症候群（CFS）に関して報告された。2010年12月3日現
在、XMRV感染に関連するとされているCFSやその他の疾患を呈
する者による供血を見送ることに関して、特定の連邦政府勧告は
出されていない。しかし、患者と供血者の安全のため、米国赤十
字社は問診でCFSと診断されたことがあると答えた供血者による
供血を無期限で延期する。
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パルボウィルス
Virology Journal 2010;
7:272

PARV4(parvovirus 4)は既知のヒトパルボウイルスと関連のないパ
ルボウイルス属科の新種である。ウイルス血症はPARV4感染症
の特徴を示し、ウイルスDNAの残存が数種の組織で示されてい
る。現在まで、PARV4はいかなる疾病にも関連せず、ヒトでの感
染率も明確ではなかった。本研究では、PARV4の組織分布と持続
感染能力をパルボウイルスB19(B19V)と比較し、評価した。急性
ウイルス感染の疑いのない様々なヒト組織を対象に、ORF2と
ORF1をターゲットとしたリアルタイムPCRとnasted PCRにより、
PARV4とB19VのDNA検出した。低量のPARV4 DNAが成人の心
臓と肝臓において高頻度（40％以上）に検出され、肺と腎臓
（23.4％、18％）、骨髄と皮膚と滑膜検体中（5.5％、4％、5％）でも
検出された。肝臓と心臓へのPARV4の特徴的な親和性はウイル
ス複製の標的の可能性や、肝疾患や心疾患におけるPARV4感染
の役割の可能性についての研究に焦点を当てる事を示唆してい
る。

レトロウイルス
(XMRV)

Virology Journal 2010;
7:224

異種指向性のマウス白血病ウイルス（XMRV)が慢性疲労症候群
（CSF)の病因に寄与するかどうかの最近の論争に対して、中国に
おいて調査を行った。CSF患者65人と供血者コントロール85人が
登録され、multiplex real-time PCRまたはRT-PCRを行った。その
結果、XMRVは、65人のCSF患者と健康成人65/85において検出
されなかった。本研究で、中国のCSF患者の末梢血単核細胞と血
漿中にXMRVは検出されなかったことから、XMRVとCFS発症との
関連性を支持していない。

クロイツフェルト・
ヤコブ病

PLoS ONE 2011;6:e17815

尿性ゴナドトロピン製剤中のプリオン蛋白質に関する報告。古典
的なプロテオミクスのアプローチにより、尿性ヒト絨毛性ゴナドトロ
ピン（u-hCG）製剤中に33種類、高純度尿性ヒト閉経期ゴナドトロ
ピン（hMG-HP）製剤中に34種類のゴナドトロピン以外の蛋白質が
特定された。高度なプロテオミクスの手法を用いた結果、hCG、
hMG、hMG-HP製剤中にヒトプリオン蛋白質のペプチドを検出した
が、遺伝子組換え製剤中には検出しなかった。

パルボウイルス
Vox Sanguinis.
100(2011)351-358

血漿由来凝固因子製剤に含まれるノンエンベローブウイルス（パ
ルボウイルスB19、ヒトボカウイルス、ヒトパルボウイルス4、A型肝
炎ウイルス、E型肝炎ウイルス）についての報告。10種類の血漿
由来凝固因子製剤及び3種類の組換え凝固因子製剤において、
それぞれ3つ以上のバッチを用い5種類のノンエンベローブウイル
スの核酸の存在を定量PCRによって調べたところ、1社の第Ⅷ因
子/フォン・ヴィルブランド因子製剤の2バッチでパルボウイルス
B19の遺伝子型1、2及び3のDNAが検出された。この結果より、凝
固因子濃縮製剤中に他のノンエンベロープウイルスは検出されな
いものの、パルボウイルスB19については低いレベルで検出され
た。全てのパルボウイルス遺伝子型の検査を血漿プールで検査
することが支持される。
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レトロウイルス
(XMRV)

Retroviorogy. 2011,8:20

前立腺癌（PC）、慢性疲労症候群（CFS）と異種指向性マウス白血
病ウイルス関連ウイルス（XMRV）に関する報告。輸血時のXMRV
感染のリスクを調査するために、健康な供血者500例、PC患者67
例、CFS患者100例における血液中抗XMRV蛋白抗体（抗Gag抗
体）を検査した。その結果、3群において性別や病状に関係なく、
一部が抗Gag抗体を保有していた（1.6-3.0%）。また、血液中
XMRV-DNAを検査したところ、全CFS患者において陰性であっ
た。抗Gag抗体陽性のPC患者においてはXMRV-DNA陽性患者が
存在したが、感染性のあるXMRVは分離できなかった。これらの結
果より、日本においてPC又はCFSとXMRV感染の間には関連が
確認されなかった。

319 25-Jul-11 110319
ＣＳＬベーリン
グ

人C1-インアクチベー
ター

人C1-イン
アクチベー
ター

ヒト血液
米国、ドイツ、
オーストリア

有効
成分

無 無 無

320 26-Jul-11 110320 日本製薬
乾燥人血液凝固第Ⅸ
因子複合体

血液凝固
第Ⅸ因子
複合体

人血液 日本
有効
成分

有 無 無 その他

http://www.ema.europa.eu
/ema/index.jsp?curl=page
s/regulation/general/gene
ral_content_000388.jsp&mi
d=WC0b01ac0580032ec8&
murl=menus/regulations/r
egulations.jsp&jsenabled=t
rue

血漿分画製剤の添付文書において感染性病原体に関する警告
の標準的な記載を示すドラフトガイドラインである。今回の改訂に
よりイントロダクションのみが変更され、変異型クロイツフェルト・ヤ
コブ病（vCJD）に関連する改訂と、添加剤としてのアルブミンに関
する追記があった。
・SmPC 4.4, 項の“Special warnings and special precautions for
use”に感染性病原体に関する警告を記すべきである。
・ｖCJDについては、特定の記述を行うかについて検討したが、
CHMP　Position Statementによる情報提供を継続するとの結論
になった。
・確立された製造工程で欧州薬局方の規格どおりに製造されたア
ルブミンについて、ウイルス感染の報告はない。医薬品の添加剤
としてアルブミンが使用された場合、アルブミンに関する警告の記
載は不要である。

B型肝炎
Clin Infect Dis.
52(2011)624-632

オカルトB型肝炎（OHB)供血者によるHBVの伝播性に関する報
告。ヒト肝細胞を移植したキメラマウス4匹に対し、2名のOHB供血
者の血清サンプルを接種し、血清および肝臓HBV-DNAレベルを
測定したところ、1匹で接種から5週間後および7週間後に血清
HBV-DNAが検出された。また、OHB供血者10名（うち9名はHBｓ
抗原陽性）から遡って特定した受血者49名についてＨＢＶ感染の
検査を行ったところ、陽性であったのは4名であった。そのうち3名
では供血者とのＨＢＶゲノム相同性から輸血による伝播が否定さ
れ、1名が輸血によるＨＢＶ感染と判定された。これらの結果より、
OHB供血者由来の血液で感染する可能性があることが示唆され
た。しかし、ヒトにおけるＨＢＶの伝播リスクは、特にHBｓ抗原陽性
のOHV供血者からの血液製剤では、低かった。

http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
http://www.ema.europa.eu/ema/index.jsp?curl=pages/regulation/general/general_content_000388.jsp&mid=WC0b01ac0580032ec8&murl=menus/regulations/regulations.jsp&jsenabled=true
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クロイツフェルト・
ヤコブ病

Nat Med. 17(2011)175-
178

異常プリオン（PrPSc）の検出法に関する報告。QUIC法を用いた
PrPsc増幅技術は超音波処理の必要がないためamyloid seeding
アッセイ法より簡便であるが、CJD検体の脳脊髄液（CSF)から高
感度にPrPScを検出することはできない。そのため、QUIC法を改
良したreal-time quaking-induced conversion（RT-QUIC）法を開
発したところ、希釈したCJD脳ホモジネートにおいて1fg以上の
PrPScを48時間以内に検出することが可能であった。また、日本
の18検体及びオーストラリアの30検体のCSFを用いた盲検試験を
行ったところ、感度は80％以上、特異性は100%であった。これらの
結果から、RT-QUIC法を用いたCSFの検査は早期の迅速かつ特
異的なCJDの検出を可能とし得ることが示唆された。

ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。

321 26-Jul-11 110321
化学及血清
療法研究所

乾燥濃縮人血液凝固
第Ⅷ因子

血液凝固
第Ⅷ因子

ヒト血液 日本
有効
成分

有 無 無 ウイルス感染
N Engl J Med.
364(2011)1523-1532

中国における新規ブニヤウイルスに関連する
血小板減尐を伴う発熱（SFTS)についての報告。中国の 6 省で、
SFTS の患者から血液検体を得て、培養細胞への接種によるウイ
ルス分離及びPCRによるウイルス RNA の検出を行った。病原体
の特性を、電子顕微鏡検査と核酸配列決定で明らかにした。患者
の血清検体におけるウイルス特異的抗体レベルを分析した。その
結果、発熱、血小板減尐、白血球減尐と多臓器機能障害を呈した
患者から、ブニヤウイルス科フレボウイルス属の新しいウイルス
（SFTSブニヤウイルス）が分離された。6つの行政区のSFTS患者
171人において、SFTSウイルスRNAと抗ウイルス抗体のいずれか
または両方が認められた。疾患急性期及び回復期両方の血清検
体がある患者35人について検体を調査したところ、回復期で中和
抗体レベルの上昇が見られ、SFTSウイルスに特異的な免疫反応
を示すことが明らかとなった。
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インフルエンザ MMWR. 60(2011)705-706

ブタインフルエンザウイルス（A/H3N2）のヒト-ヒト感染に関する報
告。米国において、2010-2011年シーズンに新規インフルエンザA
ウイルスとしてブタインフルエンザウイルス（A/H3N2）感染症例が
5例報告された。2例は入院したが、5例全てが回復した。このうち2
例は親子の症例であり、父親は発症前にブタと接触していたが、
子にはブタとの直接接触はなく父親との接触により感染した可能
性が高かった。

322 27-Jul-11 110322
ゼリア新薬工
業

結核菌熱水抽出物
結核菌熱
水抽出物

Z-100原液 日本
有効
成分

無 無 無

323 27-Jul-11 110323
ゼリア新薬工
業

結核菌熱水抽出物 全卵液 全卵液 日本
製造
工程

無 無 無

324 27-Jul-11 110324
日本ケミカル
リサーチ

注射用ミリモスチム
ヒト血清ア
ルブミン

ヒト血液 日本
添加
物

無 無 無

325 27-Jul-11 110325 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

インター
フェロン　ア
ルファ
(BALL-1)

ヒトリンパ芽
球細胞株

日本
有効
成分

無 無 無

326 27-Jul-11 110326 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

ウシ胎仔血
清

ウシ血液
オーストラリ
ア、ニュー
ジーランド

製造
工程

無 無 無

327 27-Jul-11 110327 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

ウシ乳由来
カゼイン(セ
ンダイウイ
ルスのポリ
ペプトン)

ウシ乳

中国、ポーラ
ンド、オースト
ラリア、
ニュージーラ
ンド

製造
工程

無 無 無

328 27-Jul-11 110328 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

ハムスター
(ヒトリンパ
芽球細胞
を皮下で増
殖)

ハムスター 日本
製造
工程

無 無 無

329 27-Jul-11 110329 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

抗IFN-α モ
ノクローナ
ル抗体

マウスハイブ
リドーマ

イギリス
製造
工程

無 無 無

330 27-Jul-11 110330 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

ふ化鶏卵
(センダイウ
イルスを増
殖)

鶏卵 日本
製造
工程

無 無 無
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331 27-Jul-11 110331 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

抗ハムス
ター胸腺細
胞ウサギ
抗血清

ウサギ血液 アメリカ
製造
工程

無 無 無

332 27-Jul-11 110332 大塚製薬
インターフェロン　アル
ファ(BALL-1)

ブタ由来酵
素(センダイ
ウイルスの
ポリペプト
ン)

ブタ膵臓 日本
製造
工程

無 無 無

333 28-Jul-11 110333
ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3
ムロモナブ
-CD3

マウス腹水 不明
有効
成分

無 無 無

334 28-Jul-11 110334
ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3
ウシ胎仔血
清

ウシ血液
アメリカ合衆
国またはカナ
ダ

製造
工程

無 無 無

335 28-Jul-11 110335
ヤンセン
ファーマ

ムロモナブ-CD3 ウマ血清 ウマ血液 不明
製造
工程

無 無 無

336 28-Jul-11 110336
ヤンセン
ファーマ

ウステキヌマブ(遺伝子
組換え)

ウステキヌ
マブ

マウスミエ
ローマ
(Sp2/0)細胞

不明
有効
成分

無 無 無


